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Active IQ Unified Managerによるパフォーマンス監
視の概要

Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）は、NetApp ONTAPソフトウェア
を実行するシステムを対象に、パフォーマンス監視機能とパフォーマンス イベントの根本
原因分析機能を提供します。
Unified Managerでは、クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードや、クラ
スタ上のその他のワークロードのパフォーマンスを低下させているワークロードを特定で
きます。パフォーマンスしきい値ポリシーを定義して特定のパフォーマンス カウンタの最
大値を指定し、しきい値を超えた場合にイベントが生成されるようにすることも可能です。
Unified Managerは、管理者がイベントに対処してパフォーマンスを平常時のレベルに戻すこ
とができるよう、このようなパフォーマンス イベントに関するアラートをユーザに通知し
ます。Unified ManagerのUIでイベントを表示および分析できます。
Unified Managerは、次の2種類のワークロードのパフォーマンスを監視します。

• ユーザ定義のワークロード
このワークロードは、クラスタに作成したFlexVolとFlexGroupボリュームで構成されま
す。

• システム定義のワークロード
このワークロードは、内部のシステム アクティビティで構成されます。

Unified Managerのパフォーマンス監視機能
Unified Managerは、ONTAPソフトウェアを実行しているシステムからパフォーマンス統計を
収集して分析します。動的なパフォーマンスしきい値とユーザ定義のパフォーマンスしき
い値を使用して、多くのクラスタ コンポーネントのさまざまなパフォーマンス カウンタを
監視します。
長い応答時間（レイテンシ）は、ストレージ オブジェクト（ボリュームなど）の実行速度
が通常よりも遅いことを示しています。また、ボリュームを使用しているクライアント ア
プリケーションのパフォーマンスが低下していることも示します。Unified Managerはパ
フォーマンスの問題が存在するストレージ コンポーネントを特定し、その問題の推奨され
る対処策を提示します。
Unified Managerには次の機能があります。

• ONTAPソフトウェアを実行しているシステムからワークロードのパフォーマンス統計を
監視して分析します。

• クラスタ、ノード、アグリゲート、ポート、SVM、ボリューム、LUN、NVMeネームス
ペース、およびLIFのパフォーマンス カウンタを追跡します。

• IOPS（処理数）、MBps（スループット）、レイテンシ（応答時間）、利用率、パフォーマ
ンス容量、キャッシュ比率など、ワークロードのアクティビティを時系列で示す詳細な
グラフを表示します。

• しきい値を超えた場合にイベントをトリガーしてEメール アラートを送信する、ユーザ
定義のパフォーマンスのしきい値ポリシーを作成できます。

• システム定義のしきい値とワークロードのアクティビティを学習する動的なパフォーマ
ンスしきい値を使用して、パフォーマンスの問題を特定してアラートを送信します。

• ボリュームおよびLUNに適用されるサービス品質（QoS）ポリシーを特定します。
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• 競合状態のクラスタ コンポーネントを特定します。

• クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードと、アクティビティの増加
によってパフォーマンスが影響を受けたワークロードを特定します。

ストレージ システムのパフォーマンスを管理するために使用さ
れるUnified Managerインターフェイス

Active IQ Unified Managerでデータ ストレージのパフォーマンスに関する問題の監視とトラ
ブルシューティングを行う場合、Webユーザ インターフェイスとメンテナンス コンソール
の2つのインターフェイスを使用できます。

Unified Manager Web UI

Unified Manager Web UIでは、ストレージ システムのパフォーマンスに関連する問題を監視
し、トラブルシューティングを実行できます。
このガイドでは、管理者がUnified Manager Web UIに表示されたストレージのパフォーマン
ス問題をトラブルシューティングする際に実行できる、いくつかの代表的なワークフローに
ついて説明します。

メンテナンス コンソール
メンテナンス コンソールでは、管理者がUnified Managerサーバ自体に関連するオペレーティ
ング システムの問題、バージョン アップグレードの問題、ユーザ アクセスの問題、および
ネットワークの問題を監視し、診断し、対処することができます。Unified Manager Web UI
を使用できない場合は、メンテナンス コンソールがUnified Managerにアクセスする唯一の手
段となります。
このガイドでは、メンテナンス コンソールにアクセスしてUnified Managerサーバの機能に関
連する問題を解決する方法について説明します。

Active IQ Unified Managerの製品ドキュメント
Active IQ Unified Managerには、製品のインストール方法や使用方法について説明した一連の
ガイドが付属しています。製品画面からオンライン ヘルプにもアクセスできます。
Active IQ Unified Managerインストール ガイド

VMware、Linux、Windowsの各プラットフォームにおけるUnified Managerのインス
トール、アップグレード、およびセットアップの手順について説明します。

Active IQ Unified Managerシステム構成ガイド
Unified Managerの初期セットアップと設定の手順について説明します。クラスタ
の追加、ユーザの追加、アラートの設定、リモート認証の設定などが含まれます。

Active IQ Unified Managerワークフロー ガイド - クラスタ健全性管理
Unified Managerを使用してクラスタ ストレージの健全性に関する問題を管理およ
びトラブルシューティングする方法を示します。また、データベースのバック
アップをリストアする方法や、パフォーマンス統計をオフロードするために外部
のデータ プロバイダに接続する方法など、Unified Managerメンテナンス コンソー
ルを使用して特別な操作を実行する方法についても説明します。

Active IQ Unified Managerワークフロー ガイド - クラスタ パフォーマンス管理
Unified Managerを使用してクラスタ ストレージのパフォーマンスに関する問題を
管理およびトラブルシューティングする方法を示します。たとえば、クラスタ コ
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ンポーネントを過剰に消費しているワークロードを特定して、パフォーマンスを
通常運用時のレベルに戻すための適切な修正措置を行う方法などです。

Active IQ Unified Managerレポーティング ガイド
Unified Managerを使用してONTAPストレージ オブジェクトの容量、健全性、パ
フォーマンス、および保護ステータスに関するカスタム レポートを作成する方法
を示します。これには、指定のユーザに定期的にEメール配信するレポートのスケ
ジュール設定が含まれます。

Active IQ Unified Managerオンライン ヘルプ
Unified Managerを使用してクラスタ ストレージの健全性とパフォーマンスに関す
る問題を管理およびトラブルシューティングする方法を示します。また、製品の
すべてのUIページについて、各フィールドの説明も記載されています。オンライ
ン ヘルプはソフトウェアから参照できるほか、オフラインで確認できるように
PDFドキュメントも用意されています。

クラスタの構成とパフォーマンスのデータの収集アクティビ
ティ

クラスタの構成データの収集間隔は15分です。たとえば、クラスタを追加したあと、そのク
ラスタの詳細がUnified ManagerのUIに表示されるまでに15分かかります。クラスタに対す
る変更を行った場合にも同じ間隔が適用されます。
たとえば、クラスタ内のSVMに2つの新しいボリュームを追加した場合、それらの新しいオ
ブジェクトがUIに表示されるのは次回のポーリング間隔のあとであるため、最大で15分後に
なります。
Unified Managerは、監視対象のすべてのクラスタから5分間隔で最新のパフォーマンス統計
を収集し、 そのデータを分析することでパフォーマンス イベントや潜在的な問題を特定し
ます。5分ごとのパフォーマンス データについては30日分、1時間ごとのパフォーマンス
データについては390日分のデータが履歴として保持されます。これにより、過去1カ月間の
非常にきめ細かなパフォーマンスの詳細と最大1年間のパフォーマンスの傾向を確認するこ
とができます。
収集のポーリングは、各クラスタからのデータが同時に送信されてパフォーマンスに影響す
ることがないように数分ずつオフセットされます。
次の表に、Unified Managerで実行される収集アクティビティを示します。

アクティビティ 間隔 説明

パフォーマンス統
計のポーリング

5分ごと 各クラスタからリアルタイムのパフォーマンス
データを収集します。

統計分析 5分ごと Unified Managerは、統計のポーリングが完了する
たびに、収集したデータをユーザ定義のしきい
値、システム定義のしきい値、および動的なしき
い値と比較します。
パフォーマンスしきい値の違反が見つかると、
Unified Managerはイベントを生成し、設定されて
いる場合は該当のユーザにEメールを送信しま
す。

構成のポーリング 15分ごと 各クラスタから詳細なインベントリ情報を収集
し、すべてのストレージ オブジェクト（ノード、
SVM、ボリュームなど）を特定します。
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アクティビティ 間隔 説明

集計 1時間ごと 5分ごとに収集した最新の12回分のパフォーマン
ス データを集計して1時間の平均を求めます。
1時間の平均値はUIのいくつかのページで使用さ
れ、390日間保持されます。

予測分析とデータ
の削除

毎日午前0時か
ら

クラスタのデータを分析し、次の24時間のボ
リュームのレイテンシとIOPSの動的なしきい値
を設定します。
30日を経過した5分ごとのパフォーマンス データ
をデータベースから削除します。

データの削除 毎日午前2時か
ら

180日を経過したイベントおよび390日を経過し
た動的しきい値をデータベースから削除します。

データの削除 毎日午前3時30
分から

390日を経過した1時間ごとのパフォーマンス
データをデータベースから削除します。

データの継続性収集サイクルとは
データの継続性収集サイクルは、リアルタイムのクラスタ パフォーマンス収集サイクル（デ
フォルトでは5分間隔）以外のパフォーマンス データを収集します。データの継続性収集に
より、Unified Managerがリアルタイムのデータを収集できなかった期間の統計データを補完
することができます。
データの継続性収集は、ONTAPバージョン8.3.1以降のソフトウェアがインストールされた
クラスタでのみサポートされます。
Unified Managerは、次のイベントが発生したときに、データの継続性収集による履歴パ
フォーマンス データのポーリングを実行します。

• クラスタが最初にUnified Managerに追加されたとき。
Unified Managerは、過去15日間の履歴パフォーマンス データを収集します。これにより、
クラスタが追加されてから数時間で2週間分の履歴パフォーマンス情報を表示できます。
さらに、該当する期間にシステム定義のしきい値のイベントが発生していた場合はそれ
らのイベントも報告されます。

• 現在のパフォーマンス データ収集サイクルが所定の時間に完了しなかったとき。
リアルタイムのパフォーマンスのポーリングが5分間の収集期間内に完了しなかった場
合、データの継続性収集サイクルが開始され、収集されなかった期間の情報が収集され
ます。データの継続性収集が実行されなかった場合、次の収集期間がスキップされます。

• 次の状況により、Unified Managerに一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンライ
ンに戻ったとき。
◦ Unified Managerが再起動された。
◦ ソフトウェアのアップグレードやバックアップ ファイルの作成のためにUnified

Managerがシャットダウンされた。
◦ ネットワーク停止から復旧した。

• 次の状況により、クラスタに一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンラインに戻っ
たとき。
◦ ネットワーク停止から復旧した。
◦ 低速なワイド エリア ネットワーク接続により、通常のパフォーマンス データの収集
に遅延が生じた。
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データの継続性収集サイクルは、最大24時間の履歴データを収集できます。Unified Manager
が停止した状態が24時間以上続くと、UIのページにパフォーマンス データが表示されない
期間が発生します。
データの継続性収集サイクルとリアルタイムのデータ収集サイクルを同時に実行すること
はできません。データの継続性収集サイクルが完了してからでないと、リアルタイムのパ
フォーマンス データ収集は開始されません。データの継続性収集で1時間以上の履歴デー
タの収集が必要な場合は、該当するクラスタに対して[パフォーマンス]ダッシュボードの上
部にバナー メッセージが表示されます。

収集されたデータとイベントのタイムスタンプの意味
収集された健全性やパフォーマンスのデータに表示されるタイムスタンプ（イベントの検出
時刻のタイムスタンプ）は、ONTAPクラスタの時刻に基づいており、Webブラウザで設定さ
れているタイム ゾーンに応じて調整されます。
Network Time Protocol（NTP;ネットワーク タイム プロトコル）サーバを使用して、Unified
Managerサーバ、ONTAPクラスタ、およびWebブラウザの時間を同期することを強く推奨し
ます。
注：特定のクラスタのタイムスタンプが正しく表示されない場合は、そのクラスタの時間
が正しく設定されていることを確認してください。
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Unified ManagerのGUIで実行するパフォーマンス
ワークフロー

Unified Managerインターフェイスには、パフォーマンス情報を収集、表示するためのページ
が多数あります。左側のナビゲーション パネルを使用して各ページに移動し、ページ上の
タブやリンクを使用して情報を表示、設定します。
クラスタのパフォーマンス情報を監視し、トラブルシューティングを行うには、以下のすべ
てのページを使います。

• ダッシュボード ページ

• ストレージ オブジェクトのインベントリ ページ

• ストレージ オブジェクトのランディング ページ（パフォーマンス エクスプローラを含
む）

• 構成および設定ページ

• イベント ページ

注：Unified Managerのページには大量の情報が表示されることがあります。すべての情報
を確認するには、ページを一番下までスクロールしてください。

UIへのログイン
Unified ManagerのUIには、サポートされているWebブラウザからログインできます。

開始する前に

• Webブラウザが最小要件を満たしている必要があります。
サポートされているブラウザとバージョンの一覧は、Interoperability Matrix
（mysupport.netapp.com/matrix）を参照してください。

• Unified ManagerサーバのIPアドレスまたはURLが必要です。

タスク概要

24時間何も操作を行わないと、セッションから自動的にログアウトされます。

手順

1. Webブラウザに、下記の形式でURLを入力します。URLは、Unified ManagerサーバのIPア
ドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）です。

• IPv4の場合：https://URL/

• IPv6の場合：https://[URL]/

自己署名のデジタル証明書がサーバで使用されている場合、信頼されていない証明書で
あることを伝える警告がブラウザ画面に表示されることがあります。その場合は、危険
を承諾してアクセスを続行するか、認証局（CA）の署名のあるデジタル証明書をインス
トールしてサーバを認証します。

2. ログイン画面で、ユーザ名とパスワードを入力します。
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Unified Managerのユーザ インターフェイスへのログインがSAML認証で保護されている
場合は、Unified Managerのログイン ページではなくアイデンティティ プロバイダ（IdP）
のログイン ページでクレデンシャルを入力します。
[ダッシュボード/概要]ページが表示されます。
注：Unified Managerサーバが初期化されていない場合は、新しいブラウザ ウィンドウ
に初期設定ウィザードが表示されます。このウィザードで、Eメール アラートの受信
者およびEメール通信を処理するSMTPサーバを入力し、AutoSupportでUnified Manager
に関する情報のテクニカル サポートへの送信を有効にするかどうかを指定します。こ
の情報の入力が完了すると、Unified ManagerのUIが表示されます。

グラフィカル インターフェイスと操作手順
Unified Managerは柔軟性に優れており、複数の作業をさまざまな方法で実行できます。
Unified Managerを実際に使用してみると、操作手順が何通りもあることがわかります。使用
できる操作手順をすべて紹介することは不可能なので、ここでは代表的な操作手順をいくつ
か紹介します。

クラスタ オブジェクト監視時の操作
Unified Managerを使用すると、Unified Managerで管理しているクラスタ内のすべてのオブ
ジェクトのパフォーマンスを監視できます。ストレージ オブジェクトの監視では、クラス
タとオブジェクトのパフォーマンスの概要を確認し、パフォーマンス イベントを監視しま
す。パフォーマンスとイベントの総合的な情報を表示することも、オブジェクトのパフォー
マンスとパフォーマンス イベントの詳しいデータを表示して調査することもできます。
次に、クラスタ オブジェクトを監視する際の操作例を紹介します。

1. [ダッシュボード/パフォーマンス]ページで、調査するクラスタを選択し、選択したクラ
スタのランディング ページに移動します。

2. [パフォーマンス/クラスタ サマリ]ページで、調査するクラスタ オブジェクトを選択し、
そのオブジェクトのインベントリ ページに移動します。この例では、[ボリューム]を選
択して[パフォーマンス/ボリューム]インベントリ ページを表示しています。
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クラスタ パフォーマンス監視時の画面操作
Unified Managerを使用すると、Unified Managerで管理しているすべてのクラスタのパフォー
マンスを監視できます。クラスタの監視では、クラスタとオブジェクトのパフォーマンスの
概要を確認し、パフォーマンス イベントを監視します。パフォーマンスとイベントの総合
的な情報を表示することも、クラスタとオブジェクトのパフォーマンス、パフォーマンス イ
ベントの詳しいデータを表示して調査することもできます。
次に、クラスタ パフォーマンスを監視する際の操作例を紹介します。

1. [ダッシュボード/パフォーマンス]ページで、調査するクラスタを選択して[クラスタ パ
フォーマンスを監視]をクリックし、選択したクラスタのランディング ページに移動しま
す。
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2. [パフォーマンス/クラスタ サマリ]ページで、調査するオブジェクトのタイプを特定して
クリックし、オブジェクトのインベントリ ページを表示します。
この例では、[アグリゲート]を選択しているので、[パフォーマンス/アグリゲート]のイン
ベントリ ページが表示されています。

3. [パフォーマンス/アグリゲート]ページで、調査するアグリゲートを特定してアグリゲー
ト名をクリックし、[パフォーマンス / アグリゲート エクスプローラ]ページを表示しま
す。

4. 必要に応じて、[表示して比較]メニューでこのアグリゲートと比較する他のオブジェクト
を選択し、そのうちの1つのを比較ペインに追加します。
両方のオブジェクトの統計データが、比較できるようにカウンタ チャートに表示されま
す。

5. [エクスプローラ]ページの右側の[比較]ペインで、いずれかのカウンタ チャートの[ズー
ム ビュー]をクリックすると、そのアグリゲートの詳細なパフォーマンス履歴が表示され
ます。
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イベント調査時の画面操作
Unified Managerのイベント詳細ページには、パフォーマンス イベントに関する詳しい情報が
表示されます。トラブルシューティングやシステムのパフォーマンスの微調整を行う際に、
このページでパフォーマンス イベントを調査できます。
パフォーマンス イベントのタイプに応じて、次のいずれかのイベント詳細ページが表示さ
れます。
• [イベントの詳細]ページ（ユーザ定義およびシステム定義のしきい値ポリシーのイベン
ト）

• [イベントの詳細] ページ（動的なしきい値ポリシーのイベント）
以下は、イベントを調査する際の手順の一例です。

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックします。

2. [イベント]インベントリ ページで、フィルタ ボタンをクリックし、[影響領域]で[パフォー
マンス]を選択してイベントのリストを絞り込みます。

3. 調査するイベントの名前をクリックすると、[イベントの詳細]ページが表示されます。

4. [推奨される操作]などの領域を展開するとイベントに関する詳細が表示され、問題の解決
に役立ちます。
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Unified Managerの管理操作
Unified Managerの管理機能を使用してユーザとデータ ソースを管理できます。Unified
Managerの[管理]ページでは、認証、AutoSupport、Eメール、HTTPS証明書、ネットワーク、
NTPサーバなどのタスクを設定することもできます。
次に、管理画面の操作例を紹介します。Workflow Automationサーバへの接続を追加、削除す
るには、次の手順を実行します。

注：Unified Managerのメイン ナビゲーション ページに戻るには、[ホーム]アイコンをク
リックします。

ストレージ オブジェクトの検索
特定のオブジェクトにすばやくアクセスするには、画面右上の[すべてのストレージ オブ
ジェクトを検索]フィールドを使用します。すべてのオブジェクトをグローバルに検索でき
るので、特定のタイプのオブジェクトが簡単に見つかります。検索結果はストレージ オブ
ジェクトのタイプ別に表示され、[タイプ]ドロップダウン メニューを使用してさらに絞り込
むことができます。検索キーワードは3文字以上入力する必要があります。
グローバル検索では、検索結果の合計数は表示されますが、アクセスできるのは上位20件の
みです。そのため、グローバル検索機能は、探している項目が具体的にわかっているときに
すばやくアクセスするためのショートカット ツールと考えることができます。検索結果を
すべて表示したいときは、オブジェクトのインベントリ ページの検索機能とフィルタリン
グ機能を使用してください。
[タイプ]ドロップダウン ボックスをクリックして[すべて]を選択すると、すべてのオブジェ
クトとイベントを同時に検索できます。または[タイプ]ドロップダウン ボックスをクリッ
クして、オブジェクトのタイプを指定することもできます。オブジェクトまたはイベントの
名前をわかる範囲で[すべてのストレージ オブジェクトを検索]フィールドに入力してから、
Enterキーを押すか、[すべて検索]をクリックすると、検索結果が表示されます。たとえば、
次のような情報で検索できます。
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• イベント：パフォーマンス イベントID
• クラスタ：クラスタ名
• ノード：ノード名
• アグリゲート：アグリゲート名
• SVM：SVM名
• ボリューム：ボリューム名
• LUN：LUNのパス
 

 

注：LIFとポートは、グローバル検索バーでは検索できません。

この例では、[タイプ]ドロップダウン ボックスで[ボリューム]オブジェクト タイプが選択さ
れています。[すべてのストレージ オブジェクトを検索]フィールドに「vol」と入力すると、
名前にこの文字が含まれるすべてのボリュームが表示されます。オブジェクトの検索では、
検索結果をクリックするとそのオブジェクトの[パフォーマンス エクスプローラ]ページに
移動できます。イベントの検索では、検索結果の項目をクリックすると[イベントの詳細]
ページが表示されます。
注：検索結果に同じ名前の複数のボリュームが表示されている場合、関連するクラスタと
SVMの名前は表示されません。

インベントリ ページの内容のフィルタリング
Unified Managerでインベントリ ページのデータをフィルタリングして、特定の条件に基づい
てデータをすばやく特定できます。フィルタリングを使用すると、Unified Managerのページ
の内容を絞り込んで、関心のある結果だけを表示できます。そのため、関心のあるデータだ
けを効率的に表示できます。

タスク概要

[フィルタ]を使用して、グリッド ビューをカスタマイズできます。使用可能なフィルタ オプ
ションは、グリッドで表示しているオブジェクト タイプによって異なります。現在フィル
タが適用されている場合は、適用されているフィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側に表示
されます。
次の3種類のフィルタ パラメータがサポートされています。
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パラメータ 検証

文字列（テキス
ト）

演算子は[が次を含む]と[が次の値で始まる]です。

数値 演算子は[が次の値より大きい]と[が次の値より小さい]です。

列挙（テキスト） 演算子は[が次の値と等しい]と[が次の値と等しくない]です。

それぞれのフィルタに、[列]、[演算子]、[値]の各フィールドが必要です。使用可能なフィル
タは、現在のページのフィルタ可能な列に基づいて決まります。適用できるフィルタは4つ
までです。フィルタ パラメータの組み合わせに基づいてフィルタされた結果が表示されま
す。フィルタされた結果は、現在表示しているページだけでなく、フィルタで検索するすべ
てのページに適用されます。
フィルタは[フィルタ]パネルで追加できます。

1. ページの上部にある[フィルタ]ボタンをクリックします。[フィルタ]パネルが表示され
ます。

2. 左側のドロップダウン リストをクリックしてオブジェクト（クラスタ、パフォーマンス
カウンタなど）を選択します。

3. 中央のドロップダウン リストをクリックし、使用する演算子を選択します。

4. 最後のリストで、値を選択または入力してそのオブジェクトのフィルタを完成させます。

5. 別のフィルタを追加するには、[+フィルタを追加]をクリックします。追加のフィルタ
フィールドが表示されます。上記と同じ手順で追加のフィルタを設定します。4つ目の
フィルタを追加した時点で[+フィルタを追加]ボタンは表示されなくなります。

6. [フィルタを適用]をクリックします。フィルタ オプションがグリッドに適用されて、
フィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側に表示されます。

7. 個々のフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルで、削除するフィルタの右にあるごみ
箱のアイコンをクリックします。

8. すべてのフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルの下部にある[リセット]をクリック
します。

フィルタリングの例
この図では、[フィルタ]パネルで3つのフィルタを設定しています。フィルタの最大数
に達していないため、[+フィルタを追加]ボタンが表示されています。

[フィルタを適用]をクリックすると、[フィルタ]パネルが閉じてフィルタが適用されま
す。

Unified ManagerのGUIで実行するパフォーマンス ワークフロー | 21



Unified ManagerのインターフェイスからのONTAP System
Managerへのアクセス

トラブルシューティングでクラスタの構成の変更が必要なときは、ONTAPコマンドライン
インターフェイスの代わりにSystem Managerのグラフィカル インターフェイスを使用して
行うことができます。System ManagerはWebサービスとしてONTAPに搭載されており、デ
フォルトで有効になっていて、ブラウザからアクセスできます。

開始する前に

adminロール、およびhttp、ontapi、consoleの各アプリケーション タイプが設定されたク
ラスタ ユーザ アカウントが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ダッシュボード] > [クラスタ ビュー]をクリックしま
す。

2. [ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページで、管理するクラスタを選択します。
そのクラスタの監視ステータス、容量、およびパフォーマンスの概要が表示されます。

3. [System Manager]アイコンをクリックします。
自己署名のデジタル証明書がクラスタで使用されている場合、信頼されていない証明書
であることを伝える警告がブラウザ画面に表示されることがあります。危険を承諾して
アクセスを続行するか、認証局（CA）の署名のあるデジタル証明書をクラスタにインス
トールしてサーバを認証します。

4. クラスタ管理者のクレデンシャルを使用してSystem Managerにログインします。
System Managerのユーザ インターフェイスへのログインがSAML認証で保護されている
場合は、System Managerのログイン ページではなくアイデンティティ プロバイダ（IdP）
のログイン ページでクレデンシャルを入力します。

お気に入りリストへのストレージ オブジェクトの追加と削除
ストレージ オブジェクトをお気に入りリストに追加して、オブジェクトの健全性、容量、
およびパフォーマンスを監視することができます。お気に入りリストでオブジェクトのス
テータスを確認することで、問題を深刻化する前に特定して修正することが可能になりま
す。お気に入りリストには、ストレージ オブジェクトの最新の監視ステータスも表示され
ます。お気に入りとして監視する必要がなくなったストレージ オブジェクトは、お気に入
りリストから削除できます。

タスク概要

お気に入りリストには、クラスタ、ノード、アグリゲート、またはボリュームを20個まで追
加できます。ノードをお気に入りリストに追加した場合は、クラスタとして表示されます。

手順

1. お気に入りに登録するストレージ オブジェクトの[詳細]ページに移動します。

2. 星形アイコン（ ）をクリックして、ストレージ オブジェクトをお気に入りリストに
追加します。
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お気に入りリストへのアグリゲートの追加

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのアグリゲート]ビューで、お気に入りリストに追加するアグリ
ゲートをクリックします。

3. [健全性/アグリゲートの詳細]ページで、星形アイコン（ ）をクリックします。

次のタスク

ストレージ オブジェクトをお気に入りリストから削除するには、お気に入りリストのペー

ジに移動し、削除するオブジェクト カードの星形アイコン（ ）をクリックして、[お気
に入りからの削除]オプションを選択します。

頻繁に表示する製品ページのブックマーク登録
Unified ManagerのUIから頻繁にアクセスする製品ページはブックマークに登録できます。
ブックマークに登録すると、そのページに簡単に戻ることができます。ページを表示したと
きは、最新のデータが表示されます。

タスク概要

現在の製品ページへのリンク（URL）をコピーしてEメールや別のアプリケーションに貼り
付け、他のユーザと共有することもできます。

手順

1. お使いのブラウザの手順に従ってブックマークを作成します。
ページのリンクとそのページの詳細が保存されますが、ページの内容がわかるように
ブックマークのテキストを変更することもできます。たとえば、「Unified Manager | ノー
ド：node-01」、「Unified Manager | ユーザ定義のしきい値イベント：IOPS volume1」などの
ように変更します。

よく見るヘルプ トピックのブックマーク登録
ヘルプの[お気に入り]タブで、よく使うヘルプ トピックをブックマークに登録することがで
きます。ブックマークに登録すると、よく見るヘルプ トピックにすばやくアクセスできま
す。

手順

1. お気に入りに登録するヘルプ トピックに移動します。

2. [お気に入り]をクリックし、[追加]をクリックします。

Unified ManagerのGUIで実行するパフォーマンス ワークフロー | 23



パフォーマンス イベントとアラートの概要
パフォーマンス イベントは、事前に定義された状況が発生したとき、またはパフォーマン
ス カウンタの値がしきい値を超えたときにUnified Managerで自動的に生成される通知です。
イベントによって、監視対象のクラスタ内のパフォーマンスの問題を特定できます。
特定の重要度タイプのパフォーマンス イベントが発生したときに自動的にEメール通知を
送信するアラートを設定できます。

パフォーマンス イベントのソース
パフォーマンス イベントとは、クラスタでのワークロード パフォーマンスに関連する問題
です。応答時間が長い（レイテンシが高い）ストレージ オブジェクトを特定するのに役立
ちます。同時に発生した他の健全性イベントと一緒に確認することで、応答時間が長くなっ
た原因と考えられる関連する問題を特定することができます。
Unified Managerは、以下のソースからパフォーマンス イベントを受け取ります。
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのイベント

独自に設定したしきい値に基づいたパフォーマンスの問題。アグリゲートやボ
リュームなどのストレージ オブジェクトに対してパフォーマンスしきい値ポリ
シーを設定して、パフォーマンス カウンタのしきい値を超えたときにイベントが
生成されるようにします。
これらのイベントを受け取るためには、パフォーマンスしきい値ポリシーを定義
してストレージ オブジェクトに割り当てる必要があります。

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのイベント
システム定義のしきい値に基づいたパフォーマンスの問題。このしきい値ポリ
シーはUnified Managerにあらかじめ含まれており、一般的なパフォーマンスの問
題に対処します。
このしきい値はデフォルトで有効化されており、クラスタの追加後すぐにイベン
トが生成される場合があります。

動的なパフォーマンスしきい値のイベント
ITインフラストラクチャの障害やエラー、またはクラスタ リソースの使用率が高
いワークロードに起因するパフォーマンスの低下。これらのイベントの原因は、
時間がたてば修復する、または修理や設定変更によって解決可能な単純な問題で
ある可能性があります。動的しきい値イベントは、ONTAPシステムで、他のワー
クロードが共有のクラスタ コンポーネントを利用していることが原因でボリュー
ムのワークロードの処理速度が低下した場合に生成されます。
このしきい値はデフォルトで有効になっており、新しいクラスタについてはデー
タ収集の開始後4日目からイベントが生成されます。

関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理（33ページ）
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パフォーマンス イベントの重大度タイプ
パフォーマンス イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれ重大度
タイプが関連付けられています。
重大

パフォーマンス イベントが発生しており、すぐに対処しないとサービスが停止す
る可能性があります。
重大イベントは、ユーザ定義のしきい値からのみ生成されます。

警告
クラスタ オブジェクトのパフォーマンス カウンタが正常な範囲から外れており、
重大な問題にならないように監視が必要です。この重大度のイベントではサービ
スは停止しません。早急な対処も不要です。
警告イベントは、システムまたはユーザ定義のしきい値、あるいは動的なしきい
値から生成されます。

情報
新しいオブジェクトが検出されたときやユーザ操作が実行されたときに発生しま
す。たとえば、ストレージ オブジェクトが削除されたときや設定に変更があった
ときは、情報タイプの重大度のイベントが生成されます。
情報イベントは、ONTAPで設定の変更が検出されたときに直接生成されます。

Unified Managerで検出される構成の変更
Unified Managerでは、クラスタの構成の変更が監視され、それが原因で発生したパフォーマ
ンス イベントがないかどうかを判断できます。変更が検出されると、[パフォーマンス エク
スプローラ]ページに変更イベント アイコン（ ）が表示され、変更が検出された日付と時
刻が示されます。
[パフォーマンス エクスプローラ]ページと[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページのパ
フォーマンス グラフで、変更イベントが選択したクラスタ オブジェクトのパフォーマンス
に影響していないかどうかを確認できます。パフォーマンス イベントと同時かその前後に
変更が検出されていれば、その変更が原因でイベントのアラートがトリガーされた可能性が
あります。
Unified Managerでは次の変更イベントを検出できます。これらは情報イベントに分類され
ます。

• ボリュームがアグリゲート間で移動されたとき。
移動が開始されたとき、成功したとき、または失敗したときにUnified Managerで検出さ
れます。ボリュームの移動中にUnified Managerが停止していた場合は、稼働状態に戻っ
たあとにボリュームの移動が検出され、対応する変更イベントが表示されます。

• 1つ以上の監視対象ワークロードを含むQoSポリシー グループのスループット（MBpsま
たはIOPS）の制限が変更されたとき。
ポリシー グループ制限を変更するとレイテンシ（応答時間）が一時的に長くなることが
あり、ポリシー グループのイベントがトリガーされる可能性もあります。レイテンシは
徐々に正常に戻り、発生したイベントは廃止状態になります。

• HAペアのノードのストレージがパートナー ノードにテイクオーバーまたはギブバック
されたとき。
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テイクオーバー、部分的なテイクオーバー、またはギブバックの処理が完了したときに
Unified Managerで検出されます。ノードのパニック状態が原因で発生したテイクオー
バーはUnified Managerでは検出されません。

• ONTAPのアップグレードやリバートの処理が正常に完了したとき。
以前のバージョンと新しいバージョンが表示されます。

関連概念

FlexVolの移動（122ページ）

イベント受信時の動作
Unified Managerでイベントを受信すると、[ダッシュボード/概要]ページ、[パフォーマンス /
クラスタ]ページの[サマリ]タブと[エクスプローラ]タブ、[イベント]インベントリ ページ、
およびオブジェクトごとのインベントリ ページ（[健全性 / ボリューム]インベントリ ページ
など）にイベントが表示されます。
Unified Managerでは、同じクラスタ コンポーネントに対する同じ状況についての連続した複
数のイベントを検出すると、それらのすべてのイベントを個別のイベントではなく1つのイ
ベントとして扱います。イベントが継続している間は、そのイベントがまだアクティブであ
ることを示すために期間が延びていきます。
[設定/アラート生成]ページの設定に応じて、イベントを他のユーザに通知することができま
す。アラートにより、次の処理が開始されます。
• イベントに関するEメールをすべてのUnified Manager管理者ユーザに送信できます。
• イベントを追加のEメール受信者に送信できます。
• SNMPトラップをトラップ レシーバに送信できます。
• 処理を実行するカスタム スクリプトを実行できます。
このワークフローを次の図に示します。
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アラートEメールに含まれる情報
Unified ManagerのアラートEメールには、イベントのタイプ、イベントの重大度、イベント
の原因となった違反したポリシーまたはしきい値の名前、およびイベントの説明が記載され
ています。また、UIでイベントの詳細ページを確認できるように、各イベントのハイパーリ
ンクもEメール メッセージ内に記載されています。
アラートEメールは、アラートを受信するように登録しているすべてのユーザに送信されま
す。
パフォーマンス カウンタや容量の値が収集期間内に大きく変わった場合、同じしきい値ポ
リシーに対して重大イベントと警告イベントの両方が同時にトリガーされることがありま
す。この場合、警告イベントのEメールと重大イベントのEメールを1通ずつ受信する可能性
があります。これは、Unified Managerでは、警告と重大のしきい値違反に対するアラートを
受信するように個別に登録できるためです。
アラートEメールの例を次に示します。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（24ページ）

関連タスク

アラートの追加（28ページ）
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アラートの追加
特定のイベントが生成されたときに通知するようにアラートを設定できます。アラートは、
単一のリソース、リソースのグループ、または特定の重大度タイプのイベントについて設定
することができます。通知を受け取る頻度を指定したり、アラートにスクリプトを関連付け
たりできます。

開始する前に

• イベントが生成されたときにActive IQ Unified Managerサーバからユーザに通知を送信で
きるように、通知に使用するユーザのEメール アドレス、SMTPサーバ、SNMPトラップ
ホストなどを設定しておく必要があります。

• アラートをトリガーするリソースとイベント、および通知するユーザのユーザ名または
Eメール アドレスを確認しておく必要があります。

• イベントに基づいてスクリプトを実行する場合は、[管理/スクリプト]ページを使用して
Unified Managerにスクリプトを追加しておく必要があります。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

アラートは、ここで説明する手順に従って[設定/アラート生成]ページで作成できるほか、イ
ベントを受け取ったあとに[イベントの詳細]ページで直接作成することもできます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、[追加]をクリックします。

3. [アラートの追加]ダイアログ ボックスで、[名前]をクリックし、アラートの名前と説明を
入力します。

4. [リソース]をクリックし、アラートの対象に含めるリソースまたは除外するリソースを選
択します。
リソースのグループを選択する場合は、[名前に次の文字を含む]]フィールドにテキスト
文字列を指定してフィルタを設定できます。指定したテキスト文字列に基づいて、フィ
ルタ ルールに一致するリソースのみが利用可能なリソースのリストに表示されます。テ
キスト文字列の指定では、大文字と小文字が区別されます。
あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、除外す
るルールが優先され、除外されたリソースに関連するイベントについてはアラートが生
成されません。

5. [イベント]をクリックし、アラートをトリガーするイベントをイベント名またはイベント
の重大度タイプに基づいて選択します。
ヒント：複数のイベントを選択するには、Ctrlキーを押しながら選択します。

6. [操作]をクリックして、通知するユーザ、通知の頻度、およびSNMPトラップをトラップ
レシーバに送信するかどうかを選択し、アラートが生成されたときに実行するスクリプ
トを割り当てます。
注：該当するユーザのEメール アドレスを変更し、その後アラートを編集するために開
くと、[名前]フィールドは空欄になります。これは、Eメールが変更されたことでユー
ザとのマッピングが無効になったためです。また、選択したユーザのEメール アドレ
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スを[管理/ユーザ]ページで変更した場合、変更後のEメール アドレスは反映されませ
ん。

SNMPトラップを使用してユーザに通知することもできます。

7. [保存]をクリックします。

アラートの追加例
ここでは、次の要件を満たすアラートを作成する例を示します。

• アラート名：HealthTest

• リソース：名前に「abc」を含むすべてのボリュームを対象に含め、名前に「xyz」
を含むすべてのボリュームを対象から除外する

• イベント：健全性に関するすべての重大なイベントを対象に含める

• 処理：「テスト」スクリプトを割り当て、「sample@domain.com」のユーザに15分ご
とに通知する

[アラートの追加]ダイアログ ボックスで、次の手順を実行します。

1. [名前]をクリックし、[アラート名]フィールドに「HealthTest」と入力します。

2. [リソース]をクリックし、[含める]タブで、ドロップダウン リストから[ボリュー
ム]を選択します。

a. [名前に次の文字を含む]フィールドに「abc」と入力して、名前に「abc」を含む
ボリュームを表示します。

b. [使用可能なリソース]領域で[<<名前に次の文字を含むすべてのボリューム -
abc>>]を選択し、[選択したリソース]領域に移動します。

c. [除外する]をクリックし、[名前に次の文字を含む]フィールドに「xyz」と入力
して[追加]をクリックします。

3. [イベント]をクリックし、[イベントの重大度]フィールドで[重大]を選択します。

4. [一致イベント]領域で[すべての重大イベント]を選択し、[選択したイベント]領域に
移動します。

5. [操作]をクリックし、[アラートを通知するユーザ]フィールドに
「sample@domain.com」と入力します。

6. [通知間隔：15 分]を選択して、ユーザに15分ごとに通知します。
指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。
アラートに対してイベント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。

7. [実行するスクリプトを選択してください]メニューで、[テスト]スクリプトを選択
します。

8. [保存]をクリックします。

パフォーマンス イベントのアラートの追加
パフォーマンス イベントのアラートは、Unified Managerで受信する他のイベントと同様に、
イベントごとに個別に設定することができます。また、すべてのパフォーマンス イベント
を同じように扱い、同じユーザにEメールを送信する場合は、重大または警告のパフォーマ
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ンス イベントがトリガーされたときに通知する共通のアラートを作成することもできま
す。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

ここでは、レイテンシ、IOPS、およびMBpsのすべての重大イベントに対するアラートを作
成する例を示します。同じ方法ですべてのパフォーマンス カウンタからイベントを選択し
て、すべての警告イベントに対するアラートを作成することもできます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、[追加]をクリックします。

3. [アラートの追加]ダイアログ ボックスで、[名前]をクリックし、アラートの名前と説明を
入力します。

4. [リソース]ページで、すべてのリソースの選択を解除します。
リソースを選択していないため、クラスタ、アグリゲート、ボリュームなど、何に対す
るイベントを受信したかに関係なく、すべてのリソースにアラートが適用されるように
なります。

5. [イベント]をクリックし、次の操作を実行します。

a. [イベントの重大度]リストで[重大]を選択します。

b. [イベント名に次の文字を含む]フィールドに「latency」と入力し、矢印をクリック
して一致するすべてのイベントを選択します。

c. [イベント名に次の文字を含む]フィールドに「iops」と入力し、矢印をクリックして
一致するすべてのイベントを選択します。

d. [イベント名に次の文字を含む]フィールドに「mbps」と入力し、矢印をクリックして
一致するすべてのイベントを選択します。

6. [操作]をクリックし、アラートEメールを受信するユーザの名前を[アラートを通知する
ユーザ]フィールドで選択します。

7. SNMPトラップの発行やスクリプトの実行など、このページの他のオプションを設定しま
す。

8. [保存]をクリックします。

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ
Unified Managerには、クラスタのパフォーマンスを監視し、イベントを自動的に生成する標
準のしきい値ポリシーがいくつか用意されています。これらのポリシーはデフォルトで有
効になっており、監視対象のパフォーマンスしきい値を超えたときに警告イベントまたは情
報イベントを生成します。
注：システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーは、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP
Edge、ONTAP Selectの各システムでは無効です。

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーから不要なイベントが送られてくる場合
は、[設定/イベントの管理]ページで個々のポリシーを無効にすることができます。
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ノードのしきい値ポリシー
システム定義のノード パフォーマンスしきい値ポリシーは、Unified Managerで監視されてい
るクラスタ内の各ノードにデフォルトで割り当てられます。
利用率の高いノード リソース

1つのノードが運用効率の上限を超えて稼働していて、ワークロードのレイテンシ
に影響を及ぼしている可能性がある状況を特定します。これは警告イベントで
す。
ONTAP 8.3.x以前のソフトウェアがインストールされているノードの場合、85%以
上のCPUリソースとRAMリソース（ノード利用率）を12時間以上使用しているノー
ドが特定されます。
ONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされているノードの場合、100%以
上のパフォーマンス容量を12時間以上使用しているノードが特定されます。

利用率の高いノードHAペア
HAペアのノードがHAペアの運用効率の上限を超えて稼働している状況を特定し
ます。これは情報イベントです。
ONTAP 8.3.x以前のソフトウェアがインストールされているノードの場合、HAペ
アの2つのノードのCPUとRAMの使用量が確認されます。2つのノードのノード利
用率の合計が12時間以上にわたって140%を超えている場合は、コントローラ フェ
イルオーバーがワークロードのレイテンシに影響を及ぼします。
ONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされているノードの場合、HAペア
の2つのノードの使用済みパフォーマンス容量の値が確認されます。2つのノード
の使用済みパフォーマンス容量の合計が12時間以上にわたって200%を超えてい
る場合は、コントローラ フェイルオーバーがワークロードのレイテンシに影響を
及ぼします。

ノード ディスクの断片化
アグリゲート内の1つまたは複数のディスクが断片化されていて、主要なシステム
サービスの速度が低下し、ノード上のワークロードのレイテンシに影響を及ぼし
ている可能性がある状況を特定します。
ノード上のすべてのアグリゲートで特定の読み取り / 書き込み処理の比率が確認
されます。このポリシーは、SyncMirrorの再同期中、またはディスク スクラビン
グ処理中にエラーが検出された場合にもトリガーされることがあります。これは
警告イベントです。
注：「ノード ディスクの断片化」ポリシーは、HDDのみのアグリゲートを分析し
ます。Flash Pool、SSD、およびFabricPoolのアグリゲートは分析しません。

アグリゲートのしきい値ポリシー
システム定義のアグリゲート パフォーマンスしきい値ポリシーは、Unified Managerで監視さ
れているクラスタ内の各アグリゲートにデフォルトで割り当てられます。
利用率の高いアグリゲート ディスク

アグリゲートが運用効率の上限を超えて稼働していて、ワークロードのレイテン
シに影響を及ぼしている可能性がある状況を特定します。そのために、設定され
ているディスクの利用率が30分以上にわたって95%を超えているアグリゲートが
確認されます。次のこの複数条件のポリシーは問題の原因を特定するための以下
の分析を実行します。

• アグリゲート内のディスクがバックグラウンドでメンテナンス作業を実行中
かどうか。
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ディスクに対してバックグラウンドで実行されるメンテナンス作業には、ディ
スク再構築、ディスク スクラビング、SyncMirrorの再同期、再パリティ化など
があります。

• ディスク シェルフのFibre Channelインターコネクトに通信のボトルネックは
あるか。

• アグリゲートの空きスペースが不足しているか。

3つの下位ポリシーのうちの1つ（または複数）にも違反しているとみなされた場
合にのみ、このポリシーに対して警告イベントが発行されます。アグリゲート内
のディスクの利用率が95%以上になっているという条件だけでは、パフォーマン
ス イベントはトリガーされません。

注：「利用率の高いアグリゲート ディスク」ポリシーは、HDDのみのアグリゲートとFlash
Pool（ハイブリッド）アグリゲートを分析します。SSDアグリゲートとFabricPoolアグリ
ゲートは分析しません。

QoSのしきい値ポリシー
システム定義のQoSパフォーマンスしきい値ポリシーは、ONTAPのQoS最大スループット ポ
リシー（IOPS、IOPS/TB、またはMBps）が設定されているワークロードに割り当てられま
す。ワークロードのスループットの値が設定されたQoS値を15%下回ると、Unified Manager
はイベントをトリガーします。
QoS 最大 IOPS しきい値 / QoS 最大 Mbps しきい値

IOPSまたはMBpsがQoS最大スループット制限を超えていて、ワークロードのレイ
テンシに影響を及ぼしているボリュームおよびLUNを特定します。これは警告イ
ベントです。
ポリシー グループにワークロードが1つだけ割り当てられている場合は、割り当て
られているQoSポリシー グループで定義された最大スループットしきい値を超え
ているワークロードがないかどうかが過去1時間の各収集期間について確認され
ます。
複数のワークロードで同じQoSポリシーを使用している場合は、ポリシーに割り当
てられたすべてのワークロードのIOPSまたはMBpsの合計が求められ、その合計が
しきい値を超えていないかどうかが確認されます。

QoS ピーク IOPS/TB しきい値 / QoS ピーク IOPS/TB（ブロック サイズ指定）しきい
値

IOPS/TBがアダプティブQoSピーク スループット制限（またはブロック サイズ指
定のIOPS/TB制限）を超えていて、ワークロードのレイテンシに影響を及ぼしてい
るボリュームを特定します。これは警告イベントです。
このポリシーでは、アダプティブQoSポリシーで定義されたIOPS/TBのピークしき
い値を各ボリュームのサイズに基づいてQoS最大IOPSの値に換算し、過去1時間の
各パフォーマンス収集期間にQoS最大IOPSを超えているボリュームがないかどう
かが確認されます。
注：このポリシーは、クラスタにONTAP 9.3以降のソフトウェアがインストール
されている場合にのみボリュームに適用されます。

アダプティブQoSポリシーに「ブロック サイズ」が定義されている場合は、各ボ
リュームのサイズに基づいてしきい値がQoSの最大MBpsの値に換算され、 過去1
時間の各パフォーマンス収集期間にこの値を超えているボリュームがないかどう
かが確認されます。
注：このポリシーは、クラスタにONTAP 9.5以降のソフトウェアがインストール
されている場合にのみボリュームに適用されます。
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ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理
パフォーマンスしきい値ポリシーを使用して、Unified Managerがイベントを生成し、ワーク
ロード パフォーマンスに影響している可能性のある問題についてシステム管理者に通知す
るレベルを決定できます。このようなしきい値ポリシーは、ユーザ定義のパフォーマンスし
きい値と呼ばれます。
このリリースでは、ユーザ定義、システム定義、動的の各パフォーマンスしきい値がサポー
トされます。動的およびシステム定義のパフォーマンスしきい値の場合、Unified Managerが
ワークロードのアクティビティを分析して、適切なしきい値を決定します。ユーザ定義のし
きい値の場合、多くのパフォーマンス カウンタおよびストレージ オブジェクトに対してパ
フォーマンスの上限を定義できます。
注：システム定義のパフォーマンスしきい値と動的なパフォーマンスしきい値はUnified
Managerによって設定され、ユーザが設定することはできません。システム定義のパ
フォーマンスしきい値ポリシーから不要なイベントが送られてくる場合は、[設定/イベン
トの管理]ページで個々のポリシーを無効にすることができます。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの仕組み
ストレージ オブジェクト（アグリゲートとボリュームなど）に対してパフォーマンスしき
い値ポリシーを設定して、クラスタでパフォーマンスの問題が発生していることを通知する
イベントをストレージ管理者に送信できるようにします。
ストレージ オブジェクトのパフォーマンスしきい値ポリシーを作成する手順は次のとおり
です。
• ストレージ オブジェクトを選択する
• オブジェクトに関連付けられているパフォーマンス カウンタを選択する
• 警告および重大な状況とみなされるパフォーマンス カウンタの上限値を指定する
• カウンタが上限値を超える必要がある期間を指定する
たとえば、ボリュームのIOPSが10分間連続して1秒あたり750件の処理数を超えるたびに重大
イベントの通知を受け取るように、ボリュームに対してパフォーマンスしきい値ポリシーを
設定できます。同じしきい値ポリシーで、IOPSが10分間継続して1秒あたり500件の処理数を
超えたときに警告イベントを送信するように指定することもできます。
注：現在のリリースでは、カウンタの値が設定値を超えたときにイベントを送信するしき
い値を設定できます。カウンタの値が設定値を下回ったときにイベントを送信するしき
い値は設定できません。

次のカウンタ チャートでは、13:00に警告のしきい値（黄色のアイコン）に違反し、12:10、
12:30、13:10に重大のしきい値（赤色のアイコン）に違反していることがわかります。
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しきい値の違反は、指定された期間、継続的に発生する必要があります。何らかの理由でし
きい値を下回った場合は、その次の違反が新しい期間の開始とみなされます。
一部のクラスタ オブジェクトとパフォーマンス カウンタでは、2つのパフォーマンス カウ
ンタが上限を超えた場合にイベントが生成されるしきい値ポリシーを作成できます。たと
えば、次の条件を使用してしきい値ポリシーを作成できます。

クラスタ オブ
ジェクト

パフォーマンス
カウンタ

警告のしきい値 重大のしきい値 期間

ボリューム レイテンシ 10ミリ秒 20ミリ秒 15分

アグリゲート 利用率 65% 85%

2つのクラスタ オブジェクトを使用するしきい値ポリシーでは、両方の条件に違反した場合
にのみイベントが生成されます。上の表に定義されたしきい値ポリシーを使用した場合、次
のようになります

ボリューム レイテンシの平
均

アグリゲートのディスク利
用率

結果

15ミリ秒 50% イベントは報告されません。

15ミリ秒 75% 警告イベントが報告されま
す。

25ミリ秒 75% 警告イベントが報告されま
す。

25ミリ秒 90% 重大イベントが報告されま
す。

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（35ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（37ページ）
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パフォーマンスしきい値ポリシーを超えた場合の動作
カウンタの値が定義されているパフォーマンスしきい値を超えて指定された期間が経過す
ると、しきい値違反としてイベントが報告されます。
イベントにより、次の処理が開始されます。
• [パフォーマンス ダッシュボード]、[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ、[イベン
ト]ページ、およびオブジェクトごとの[パフォーマンス インベントリ]ページにイベント
が表示されます。

• （オプション）イベントに関するEメール アラートを1つ以上の受信先に送信したり、
SNMPトラップをトラップ レシーバに送信したりできます。

• （オプション）ストレージ オブジェクトを自動で変更または更新するスクリプトを実行で
きます。

最初の処理は常に実行されます。オプションの処理を実行するかどうかは、[設定/アラート
生成]ページで設定します。警告と重大の各しきい値ポリシーについて、違反した場合の処
理をそれぞれ定義することができます。
ストレージ オブジェクトでパフォーマンスしきい値ポリシー違反が発生した場合、カウン
タの値がしきい値を下回り、その制限の期間がリセットされるまでは、そのポリシーに対す
る他のイベントは生成されません。しきい値を超えた状態が続いている間は、イベントが継
続していることを示すためにイベントの終了時刻が更新されていきます。
しきい値イベントには重大度やポリシー定義に関するその時点の情報がキャプチャされる
ため、以降にしきい値ポリシーが変更された場合でもそのイベントに対して表示されるしき
い値情報は変化しません。

関連概念

パフォーマンス イベントとアラートの概要（24ページ）

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ
IOPSやMBpsなど、一部の共通のパフォーマンス カウンタでは、すべてのストレージ オブ
ジェクトを対象にしきい値を設定できます。それ以外のカウンタでは、特定のストレージ
オブジェクトに対してのみしきい値を設定できます。

使用可能なパフォーマンス カウンタ

ストレージ
オブジェク
ト

パフォーマンス
カウンタ

説明

クラスタ IOPS クラスタで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このクラスタとの間で転送される1秒あたりの平均デー

タ量（MB）
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ストレージ
オブジェク
ト

パフォーマンス
カウンタ

説明

ノード IOPS ノードで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このノードとの間で転送される1秒あたりの平均データ

量（MB）

レイテンシ ノードがアプリケーションの要求に応答するまでの平均
時間（ミリ秒）

利用率 ノードのCPUとRAMの平均使用率

使用済みパ
フォーマンス容
量

ノードによるパフォーマンス容量の平均消費率

使用済みパ
フォーマンス容
量 - テイクオー
バー

ノードによるパフォーマンス容量の平均消費率とパート
ナー ノードのパフォーマンス容量

アグリゲー
ト

IOPS アグリゲートで処理される1秒あたりの平均入出力処理
数

MBps このアグリゲートとの間で転送される1秒あたりの平均
データ量（MB）

レイテンシ アグリゲートがアプリケーションの要求に応答するまで
の平均時間（ミリ秒）

利用率 アグリゲートのディスクの平均使用率
使用済みパ
フォーマンス容
量

アグリゲートによるパフォーマンス容量の平均消費率

Storage
Virtual
Machine
（SVM）

IOPS SVMで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このSVMとの間で転送される1秒あたりの平均データ量

（MB）

レイテンシ SVMがアプリケーションの要求に応答するまでの平均
時間（ミリ秒）

ボリューム IOPS ボリュームで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このボリュームとの間で転送される1秒あたりの平均

データ量（MB）

レイテンシ ボリュームがアプリケーションの要求に応答するまでの
平均時間（ミリ秒）

キャッシュ ミス
率

クライアント アプリケーションからの読み取り要求に
対してキャッシュからではなくボリュームからデータが
返される割合の平均値

LUN IOPS LUNで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このLUNとの間で転送される1秒あたりの平均データ量

（MB）

レイテンシ LUNがアプリケーションの要求に応答するまでの平均
時間（ミリ秒）
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ストレージ
オブジェク
ト

パフォーマンス
カウンタ

説明

ネームス
ペース

IOPS ネームスペースで処理される1秒あたりの平均入出力処
理数

MBps このネームスペースとの間で転送される1秒あたりの平
均データ量（MB）

レイテンシ ネームスペースがアプリケーションの要求に応答するま
での平均時間（ミリ秒）

ポート 帯域幅利用率 ポートの使用可能な帯域幅の平均使用率
MBps このポートとの間で転送される1秒あたりの平均データ

量（MB）

論理イン
ターフェイ
ス（LIF）

MBps このLIFとの間で転送される1秒あたりの平均データ量
（MB）

注：パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェ
アがインストールされている場合にのみ表示されます。

組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウ
ンタ

組み合わせポリシーで一緒に使用できるパフォーマンス カウンタには種類に制限がありま
す。プライマリとセカンダリのパフォーマンス カウンタが指定されている場合、両方のパ
フォーマンス カウンタが上限を超えたときにイベントが生成されます。

プライマリ ストレージのオブ
ジェクトとカウンタ

セカンダリ ストレージのオブジェクトとカウンタ

ボリューム レイテンシ ボリュームIOPS

ボリュームMBps

アグリゲート利用率
アグリゲート使用済みパフォーマンス容量
ノード利用率
ノード使用済みパフォーマンス容量
ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオー
バー
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プライマリ ストレージのオブ
ジェクトとカウンタ

セカンダリ ストレージのオブジェクトとカウンタ

LUN レイテンシ LUN IOPS

LUN MBps

アグリゲート利用率
アグリゲート使用済みパフォーマンス容量
ノード利用率
ノード使用済みパフォーマンス容量
ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオー
バー

注：ボリュームの組み合わせポリシーをFlexVolではなくFlexGroupボリュームに適用する
場合、セカンダリのカウンタとして選択できる属性は「ボリュームIOPS」と「ボリューム
MBps」のみです。しきい値ポリシーにノードまたはアグリゲートの属性が1つでも含まれ
ていると、そのポリシーはFlexGroupボリュームには適用されず、エラー メッセージが表
示されます。これは、FlexGroupボリュームは複数のノードまたはアグリゲートにまたが
る場合があるためです。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成
ストレージ オブジェクトに対するパフォーマンスしきい値ポリシーを作成して、パフォー
マンス カウンタが特定の値を超えたときに通知が送信されるように設定します。イベント
通知により、クラスタでパフォーマンスの問題が発生していることを確認できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

パフォーマンスしきい値ポリシーを作成するには、[しきい値ポリシーの作成]ページでしき
い値を入力します。このページでポリシーのすべての値を定義して新しいポリシーを作成
できるほか、既存のポリシーのコピー（クローン）を作成して値を変更することもできま
す。
しきい値の有効な値は、数値については0.001～10,000,000、割合については0.001～100、使
用済みパフォーマンス容量の割合については0.001～200です。
注：現在のリリースでは、カウンタの値が設定値を超えたときにイベントを送信するしき
い値を設定できます。カウンタの値が設定値を下回ったときにイベントを送信するしき
い値は設定できません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [パフォーマンスしきい値]を選択します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページが表示されます。

2. 新しいポリシーを作成するか、類似のポリシーのクローンを作成して変更するかに応じ
て、該当するボタンをクリックします。

目的 操作

新しいポリシーを作成する 作成
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目的 操作

既存のポリシーのクローン
を作成する

新しいポリシーを選択して[クローン]をクリック

[しきい値ポリシーの作成]ページまたは[しきい値ポリシーのクローン]ページが表示さ
れます。

3. 特定のストレージ オブジェクトに対して設定するパフォーマンス カウンタのしきい値
を指定して、しきい値ポリシーを定義します。

a. ストレージ オブジェクトのタイプを選択し、ポリシーの名前と説明を指定します。

b. 追跡するパフォーマンス カウンタを選択し、警告イベントと重大イベントの制限値を
指定します。
警告または重大のいずれかの制限を少なくとも1つ定義する必要があります。必ずし
も両方のタイプの制限を定義する必要はありません。

c. 必要に応じて、セカンダリ パフォーマンス カウンタを選択し、警告イベントと重大
イベントの制限値を指定します。
セカンダリ カウンタを含めた場合は、両方のカウンタが制限値を超えた場合にしきい
値違反としてイベントが報告されます。組み合わせポリシーを使用して設定できる
オブジェクトとカウンタには制限があります。

d. 制限値に違反した状態がどれくらい続いたらイベントを送信するかを定義する期間
を選択します。

既存のポリシーのクローンを作成する場合は、ポリシーの新しい名前を入力する必要が
あります。

4. [保存]をクリックしてポリシーを保存します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページに戻ります。しきい値ポリシーが作成されたこ
とを示すメッセージがページの上部に表示されます。新しいポリシーをストレージ オブ
ジェクトにすぐに適用できるように、該当するオブジェクト タイプのインベントリ ペー
ジへのリンクも表示されます。

次のタスク

新しいしきい値ポリシーをストレージ オブジェクトにすぐに適用する場合は、[今すぐ
object_type に移動]リンクをクリックしてインベントリ ページに移動します。

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（40ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（35ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（37ページ）
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ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシー
の割り当て

パフォーマンス カウンタの値がポリシーの設定を超えたときにUnified Managerからイベン
トが報告されるように、ストレージ オブジェクトにユーザ定義のパフォーマンスしきい値
ポリシーを割り当てます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。
オブジェクトに適用するパフォーマンスしきい値ポリシーを用意しておく必要があります。

タスク概要

パフォーマンス ポリシーは、オブジェクトまたはオブジェクトのグループに一度に1つずつ
適用できます。
ストレージ オブジェクトごとに最大3つのしきい値ポリシーを割り当てることができます。
複数のオブジェクトにポリシーを割り当てる際に、ポリシーがすでに上限まで割り当てられ
たオブジェクトが含まれていると、Unified Managerでは次のように処理されます。
• 選択したオブジェクトのうち、ポリシーの数が上限に達していないすべてのオブジェク
トにポリシーが適用されます。

• ポリシーの数が上限に達しているオブジェクトは無視されます。
• 一部のオブジェクトにポリシーが割り当てられなかったことを示すメッセージが表示さ
れます。

また、しきい値ポリシーで追跡されるカウンタをサポートしていないオブジェクトがある場
合、そのオブジェクトにはポリシーが適用されません。たとえば、「使用済みパフォーマン
ス容量」しきい値ポリシーを作成し、そのポリシーをONTAP 9.0以降のソフトウェアがイン
ストールされていないノードに割り当てようとしても、そのノードにはポリシーは適用され
ません。

手順

1. いずれかのストレージ オブジェクトの[パフォーマンス]インベントリ ページで、しきい
値ポリシーを割り当てるオブジェクトを選択します。

しきい値を割り当てる対象 操作

単一のオブジェクト そのオブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

複数のオブジェクト 各オブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

ページに表示されたすべて
のオブジェクト

ドロップダウン ボックスをクリックし、[このページにすべて
のオブジェクトを選択]を選択します。

同じタイプのすべてのオブ
ジェクト

ドロップダウン ボックスをクリックし、[すべてのオブジェク
トを選択]を選択します。

ソートやフィルタの機能を使用してインベントリ ページに表示されるオブジェクトのリ
ストを絞り込むと、複数のオブジェクトにしきい値ポリシーを簡単に適用できます。

2. 対象を選択したら、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]をクリックします。
[しきい値ポリシーの割り当て]ページが表示され、そのタイプのストレージ オブジェク
トに対応するしきい値ポリシーのリストが表示されます。
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3. 各ポリシーをクリックしてパフォーマンスしきい値設定の詳細を表示し、正しいしきい
値ポリシーが選択されていることを確認します。

4. 適切なしきい値ポリシーを選択したら、[ポリシーの割り当て]をクリックします。
しきい値ポリシーがオブジェクトに割り当てられたことを示すメッセージがページの上
部に表示されます。このオブジェクトとポリシーに対するアラートを設定できるよう
に、[アラート生成]ページへのリンクも表示されます。

次のタスク

特定のパフォーマンス イベントが生成されたときにEメールやSNMPトラップでアラートが
通知されるようにするには、[設定/アラート生成]ページでアラートを設定する必要がありま
す。

関連タスク

パフォーマンス イベントのアラートの追加（29ページ）
パフォーマンスしきい値ポリシーの表示（41ページ）
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（38ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（57
ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのソート（56ページ）

パフォーマンスしきい値ポリシーの表示
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページで、現在定義されているパフォーマンスしきい値ポ
リシーをすべて表示できます。

タスク概要

しきい値ポリシーのリストは、ポリシー名のアルファベット順にソートされます。このリス
トには、すべてのタイプのストレージ オブジェクトのポリシーが含まれています。列ヘッ
ダーをクリックすると、その列でポリシーをソートできます。特定のポリシーを検索する場
合は、フィルタと検索を使用して、インベントリ リストに表示するしきい値ポリシーを絞
り込むことができます。
ポリシー名と条件名にカーソルを合わせると、ポリシーの設定の詳細を確認できます。ま
た、ユーザ定義のしきい値ポリシーを作成、クローニング、編集、および削除するためのボ
タンもあります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [パフォーマンスしきい値]を選択します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページが表示されます。

関連タスク

インベントリ ページの内容のフィルタリング（20ページ）
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ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの編集
既存のパフォーマンスしきい値ポリシーのしきい値の設定を編集することができます。こ
れは、特定のしきい値条件に対するアラートが多すぎたり少なすぎたりする場合に調整する
のに役立ちます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

ポリシーの名前や既存のしきい値ポリシーで監視しているストレージ オブジェクトのタイ
プは変更できません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [パフォーマンスしきい値]を選択します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページが表示されます。

2. 変更するしきい値ポリシーを選択し、[編集]をクリックします。
[しきい値ポリシーの編集]ページが表示されます。

3. しきい値ポリシーに変更を加え、[保存]をクリックします。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページに戻ります。

タスクの結果

変更を保存すると、そのポリシーを使用するすべてのストレージ オブジェクトにすぐに反
映されます。

次のタスク

ポリシーに対して行った変更の種類に応じて、そのポリシーを使用するオブジェクトに対し
て設定されたアラート設定を[設定/アラート生成]ページで確認できます。

関連概念

パフォーマンスしきい値ポリシーが変更された場合の動作（43ページ）

ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリ
シーの削除

Unified Managerでパフォーマンス カウンタの値を監視する必要がなくなった場合は、スト
レージ オブジェクトからユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを削除できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

選択したオブジェクトから一度に削除できるポリシーは1つのみです。
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リストから複数のオブジェクトを選択すると、複数のストレージ オブジェクトから同じし
きい値ポリシーを削除できます。

手順

1. 任意のストレージ オブジェクトのインベントリ ページで、パフォーマンスしきい値ポリ
シーが少なくとも1つ適用されているオブジェクトを選択します。

対象 操作

単一のオブジェクト そのオブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

複数のオブジェクト 各オブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

ページに表示されたすべて
のオブジェクト

をクリックして、[このページにすべてのオブジェクトを選択]
を選択します。

同じタイプのすべてのオブ
ジェクト

をクリックして、[すべてのオブジェクトを選択]を選択します。

2. [パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]をクリックします。
選択したストレージ オブジェクトに割り当てられているしきい値ポリシーのリストが
[しきい値ポリシーの解除]ページに表示されます。

3. オブジェクトから削除するしきい値ポリシーを選択し、[ポリシーの解除]をクリックしま
す。
しきい値ポリシーを選択するとそのポリシーの詳細が表示され、正しいポリシーを選択
したかどうかを確認できます。

パフォーマンスしきい値ポリシーが変更された場合の動作
既存のパフォーマンスしきい値ポリシーのカウンタの値や期間を調整した場合、そのポリ
シーを使用するすべてのストレージ オブジェクトに変更が反映されます。新しい設定はす
ぐに有効になり、Unified Managerで新たに収集されるすべてのパフォーマンス データについ
て、パフォーマンス カウンタの値が新しいしきい値の設定と比較されるようになります。
変更されたしきい値ポリシーを使用しているオブジェクトに対してアクティブなイベント
がある場合、それらのイベントは「廃止」とマークされ、新たに定義されたしきい値ポリ
シーとしてカウンタの監視が開始されます。
しきい値が適用されているカウンタを[カウンタ グラフ詳細ビュー]で表示すると、重大と警
告のしきい値を示す線が現在のしきい値の設定に基づいて表示されます。このページには、
古いしきい値の設定が適用されていた期間の履歴データを表示した場合も、元のしきい値の
設定は表示されません。
注：[カウンタ グラフ詳細ビュー]には古いしきい値の設定は表示されないため、現在のし
きい値の線よりも下に履歴イベントが表示されることがあります。

オブジェクトの移動によるパフォーマンスしきい値ポリシーへ
の影響

パフォーマンスしきい値ポリシーはストレージ オブジェクトに割り当てられているため、
オブジェクトを移動した場合、割り当てられているすべてのしきい値ポリシーが移動の完了
後もオブジェクトに関連付けられたままになります。たとえば、ボリュームまたはLUNを別
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のアグリゲートに移動した場合、しきい値ポリシーは新しいアグリゲートのボリュームまた
はLUNで引き続きアクティブになります。
アグリゲートやノードに追加の条件が割り当てられているなど、セカンダリ カウンタ条件
があるしきい値ポリシー（組み合わせポリシー）の場合、ボリュームまたはLUNが移動され
た新しいアグリゲートやノードにセカンダリ カウンタ条件が適用されます。
変更されたしきい値ポリシーを使用しているオブジェクトに対して新規のアクティブなイ
ベントがある場合、それらのイベントは「廃止」とマークされ、新たに定義されたしきい値
ポリシーとしてカウンタの監視が開始されます。
ボリューム移動処理が実行されると、ONTAPから情報変更イベントが送信されます。[パ
フォーマンス エクスプローラ]ページと[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[イベ
ント]タイムラインに変更イベント アイコンが表示され、移動処理が完了した時刻が示され
ます。
注：オブジェクトを別のクラスタに移動した場合、ユーザ定義のしきい値ポリシーはオブ
ジェクトから削除されます。それらのしきい値ポリシーが必要な場合は、移動処理の完了
後にオブジェクトに割り当てる必要があります。ただし、動的なしきい値ポリシーとシス
テム定義のしきい値ポリシーは、新しいクラスタへの移動後にオブジェクトに自動的に適
用されます。

HAのテイクオーバー時とギブバック時のしきい値ポリシーの機能
ハイアベイラビリティ（HA）構成でテイクオーバー処理またはギブバック処理が発生した
場合、1つのノードから別のノードに移動されたオブジェクトのしきい値ポリシーは手動に
よる移動処理の場合と同じように保持されます。Unified Managerではクラスタの構成に変
更がないかどうかを15分間隔でチェックするため、スイッチオーバーによる新しいノードに
対する影響は、クラスタの構成のポーリングが次に行われるときまで特定されません。
注：15分間の構成の変更の収集期間内にテイクオーバーとギブバックの両方の処理が発生
した場合、ノード間の移動に関するパフォーマンス統計が表示されないことがあります。

アグリゲートの再配置時のしきい値ポリシーの機能
aggregate relocation startコマンドを使用して1つのノードから別のノードにアグリ
ゲートを移動した場合、単一および組み合わせの両方のしきい値ポリシーがすべてのオブ
ジェクトで保持され、しきい値ポリシーのノードの部分が新しいノードに適用されます。

MetroClusterのスイッチオーバー時のしきい値ポリシーの機能
MetroCluster構成で1つのクラスタから別のクラスタにオブジェクトが移動された場合、ユー
ザ定義のしきい値ポリシーの設定は保持されません。それらのしきい値ポリシーが必要な
場合は、パートナー クラスタに移動されたボリュームおよびLUNに適用できます。オブ
ジェクトが元のクラスタに戻ると、それらのユーザ定義のしきい値ポリシーが自動的に再適
用されます。
スイッチオーバーおよびスイッチバックの発生時のボリュームの動作（107ページ）
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パフォーマンス ダッシュボードからのクラスタ パ
フォーマンスの監視

Unified Managerのパフォーマンス ダッシュボードには、Unified Managerの現在のインスタン
スで監視しているすべてのクラスタのパフォーマンス ステータスの概要が表示されます。
管理対象クラスタの全体的なパフォーマンスを評価し、特定のイベントをすばやく把握して
特定し、解決策を適用することができます。

パフォーマンス ダッシュボードの概要
Unified Managerのパフォーマンス ダッシュボードには、環境内の監視対象のすべてのクラス
タのパフォーマンス ステータスの概要が表示されます。パフォーマンスの問題が発生して
いるクラスタは、重大な順にページの上部に表示されます。ダッシュボードの情報は、5分
間のパフォーマンス収集期間ごとに自動で更新されます。
次の図は、2つのクラスタを監視しているUnified Managerのパフォーマンス ダッシュボード
を示しています。
 

 

ストレージ オブジェクトを表すステータス アイコンは重大度の高い順から次のいずれかで
す。

• 重大（ ）：オブジェクトに対して1つ以上の新規の重大なパフォーマンス イベントが
報告されています。

• 警告（ ）：オブジェクトに対して1つ以上の新規の警告パフォーマンス イベントが報
告されています。
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• 正常（ ）：オブジェクトに対して新規のパフォーマンス イベントは報告されていませ
ん。

注：色はそのオブジェクトに対して新規イベントが存在するかどうかを表します。アク
ティブではなくなったイベント（廃止イベント）はアイコンの色に反映されません。

クラスタのパフォーマンス カウンタ
クラスタごとに次のパフォーマンス カテゴリが表示されます。

• レイテンシ
クラスタがクライアント アプリケーションの要求に応答している速度が処理あたりのミ
リ秒数で表示されます。

• IOPS
クラスタの処理速度が1秒あたりの入出力処理数で表示されます。

• MBps
クラスタとの間のデータの転送量が1秒あたりのメガバイト数で表示されます。

• 使用済みパフォーマンス容量
ノードまたはアグリゲートが使用可能なパフォーマンス容量を過剰に消費しているかど
うかが表示されます。

• 利用率
リソースの利用率が高いノードまたはアグリゲートがないかが表示されます。

クラスタとストレージ オブジェクトのパフォーマンスを分析するには、次のいずれかの操
作を実行します。

• [クラスタの詳細を表示]をクリックして[クラスタ ランディング]ページを表示し、選択し
たクラスタおよびストレージ オブジェクトのパフォーマンスとイベントの詳細情報を確
認します。

• オブジェクトの赤または黄色のステータス アイコンをクリックしてそのオブジェクトの
インベントリ ページを表示し、ストレージ オブジェクトの詳細を確認します。
たとえば、ボリュームのアイコンをクリックすると、[パフォーマンス / ボリューム]イン
ベントリ ページに、選択したクラスタ内のすべてのボリュームがパフォーマンスが低い
順にソートされて表示されます。

関連概念

[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページからのクラスタ パフォーマンスの監視
（49ページ）

[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパフォーマンスの監視（55ページ）
パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用したパフォーマンスの管理（87ペー
ジ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
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パフォーマンス ダッシュボードに表示されるクラスタのバナー
メッセージと説明

Unified Managerのパフォーマンス ダッシュボードには、特定のクラスタで発生しているス
テータスの問題を知らせるバナー メッセージが表示される場合があります。

バナー メッセージ 説明 解決策
パフォーマンス データが
クラスタcluster_nameか
ら収集されていません。こ
の問題を解決するには、
Unified Managerを再起
動します。

Unified Managerの収集サー
ビスが停止しており、どの
クラスタからもパフォーマ
ンス データが収集されてい
ません。

この問題を解決するには、
Unified Managerを再起動しま
す。それでも問題が解決しない
場合は、テクニカル サポートに
お問い合わせください。

x時間超の履歴パフォーマ
ンス データがクラスタ
cluster_nameから収集さ
れています。現在のパ
フォーマンス データは、履
歴データの収集後に収集さ
れます。

リアルタイムのクラスタ パ
フォーマンス収集サイクル
以外に、データの継続性収
集サイクルによるパフォー
マンス データの収集が実行
中です。

対処は不要です。現在のパ
フォーマンス データは、データ
の継続性収集サイクルの完了後
に収集されます。
データの継続性収集サイクルが
実行されるのは、新しいクラス
タが追加されたときや、Unified
Managerが何らかの理由で現在
のパフォーマンス データを収
集できなくなったときです。

パフォーマンス統計データの収集間隔の変更
パフォーマンス統計のデフォルトの収集間隔は5分です。大規模なクラスタからの収集がデ
フォルトの時間内に完了しない場合は、この間隔を10分または15分に変更できます。この設
定は、このUnified Managerインスタンスで監視しているすべてのクラスタからの統計の収集
に適用されます。

開始する前に

Unified Managerサーバのメンテナンス コンソールへのログインが許可されているユーザID
とパスワードが必要です。

タスク概要

パフォーマンス統計の収集が時間内に完了しなかった場合、「クラスタ<cluster_name>から
継続的に収集できません。」または「クラスタ<cluster_name>のデータ収集に時間がかかりすぎて
います。」というバナー メッセージが表示されます。
収集間隔の変更が必要になるのは、統計の収集に問題がある場合のみです。それ以外の場合
は変更しないでください。
重要：この値をデフォルト設定の5分から変更すると、Unified Managerでレポートされるパ
フォーマンス イベントの数や頻度に影響する可能性があります。たとえば、システム定
義のパフォーマンスしきい値ポリシーでは、ポリシーを超えた状態が30分続くとイベント
がトリガーされます。これは、収集間隔が5分であれば、6回の収集で連続してポリシーの
違反が検出された場合に相当します。一方、収集間隔が15分の場合は、2回の収集期間の
みでポリシーの違反と判断されます。
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統計データの現在の収集間隔は、[クラスタ データ ソース]ページの下部のメッセージに表示
されます。

手順

1. SSHを使用して、Unified Managerホストにメンテナンス ユーザとしてログインします。
Unified Managerのメンテナンス コンソールにプロンプトが表示されます。

2. [Performance Polling Interval Configuration]メニュー オプションの番号を入力し、Enter
キーを押します。

3. プロンプトが表示されたら、メンテナンス ユーザのパスワードをもう一度入力します。

4. 設定する新しいポーリング間隔の値を入力し、Enterキーを押します。

次のタスク

外部データ プロバイダ（Graphiteなど）への接続を現在設定してある場合は、Unified Manager
の収集間隔を10分または15分に変更したあと、データ プロバイダの送信間隔もUnified
Managerの収集間隔以上に変更する必要があります。

関連タスク

Unified Managerサーバから外部データ プロバイダへの接続の設定（148ページ）
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[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページから
のクラスタ パフォーマンスの監視

[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、Unified Managerのインスタンスで監視
している選択したクラスタのパフォーマンス ステータスの概要が表示されます。このペー
ジを使用すると、特定のクラスタの全体的なパフォーマンスを評価し、クラスタ固有のイベ
ントをすばやく把握して特定し、解決策を適用することができます。

[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページの概要
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、選択したクラスタのパフォーマンスの
概要とクラスタ内の上位10個のオブジェクトのパフォーマンス ステータスが表示されま
す。パフォーマンスの問題は、ページ上部の[このクラスタのすべてのイベント]パネルに表
示されます。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、Unified Managerのインスタンスで管理
されている各クラスタの概要が表示されます。このページでは、イベントとパフォーマンス
に関する情報が提供され、クラスタの監視とトラブルシューティングを行うことができま
す。次の図は、opm-mobilityというクラスタの[パフォーマンス クラスタ ランディング]ペー
ジの例を示しています。
 

 

[クラスタ サマリ]ページのイベント件数は、[パフォーマンス イベント インベントリ]ページ
のイベント件数と一致しない場合があります。これは、組み合わせしきい値ポリシーに違反
した場合、[クラスタ サマリ]ページでは[レイテンシ]バーと[利用率]バーにそれぞれ1つのイ
ベントを表示できるのに対して、[パフォーマンス イベント インベントリ]ページでは1つの
イベントしか表示されないためです。
注：クラスタがUnified Managerの管理対象から除外されると、ページ上部のクラスタ名の
右側に表示されるステータスが「削除」になります。
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[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページ
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、選択したクラスタのパフォーマンス
ステータスの概要が表示されます。このページを使用して、選択したクラスタ上のストレー
ジ オブジェクトの各パフォーマンス カウンタの詳細にアクセスできます。

[お気に入り]ボタン（ ）をクリックすると、このオブジェクトをお気に入りのストレー

ジ オブジェクト リストに追加できます。ボタンが青色の場合（ ）は、オブジェクトは
すでにお気に入りに登録されています。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには4つのタブがあり、クラスタの詳細が4つ
の領域に分けて表示されます。
• [サマリ]ページ

◦ [クラスタ イベント]ペイン
◦ [管理対象オブジェクト]ペイン

• [パフォーマンス上位]ページ
• [エクスプローラ]ページ
• [情報]ページ

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（77ページ）

関連資料

[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ（50ページ）
[パフォーマンス上位]ページ（52ページ）

[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ
[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページには、クラスタのアクティブなイベント、IOPSパ
フォーマンス、MBpsパフォーマンスの概要が表示されます。また、クラスタ内のストレー
ジ オブジェクトの総数も表示されます。

[クラスタ パフォーマンス イベント]ペイン
[クラスタ パフォーマンス イベント]ペインには、クラスタのパフォーマンス統計とすべての
アクティブなイベントが表示されます。これは、クラスタやクラスタ関連のすべてのパ
フォーマンスとイベントを監視する場合に特に役立ちます。

[このクラスタのすべてのイベント]ペイン
[このクラスタのすべてのイベント]ペインには、過去72時間のクラスタに関連するアクティ
ブなパフォーマンス イベントがすべて表示されます。左端に表示される[アクティブなイベ
ントの総数]の値は、このクラスタのすべてのストレージ オブジェクトに対する新規イベン
トと確認済みイベントの総数を示します。[アクティブなイベントの総数]のリンクをクリッ
クすると、[イベント インベントリ]ページに移動し、それらのイベントがフィルタリングさ
れて表示されます。
クラスタの[アクティブなイベントの総数]の棒グラフには、アクティブな重大イベントと警
告イベントの総数が表示されます。

• レイテンシ（ノード、アグリゲート、SVM、ボリューム、LUN、ネームスペースの合計）
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• IOPS（クラスタ、ノード、アグリゲート、SVM、ボリューム、LUN、ネームスペースの
合計）

• MBps（クラスタ、ノード、アグリゲート、SVM、ボリューム、LUN、ネームスペース、
ポート、LIFの合計）

• 使用済みパフォーマンス容量（ノードとアグリゲートの合計）

• 利用率（ノード、アグリゲート、ポートの合計）

• その他（ボリュームのキャッシュ ミス率）

リストには、ユーザ定義のしきい値ポリシー、システム定義のしきい値ポリシー、および動
的なしきい値からトリガーされたアクティブなパフォーマンス イベントが含まれます。

グラフのデータ（カウンタの縦棒）は、重大イベントについては赤色（ ）、警告イベント

については黄色（ ）で表示されます。各カウンタの縦棒にカーソルを合わせると、イベ
ントの実際のタイプと数が表示されます。[更新]をクリックすると、カウンタ パネルのデー
タを更新できます。
[アクティブなイベントの総数]パフォーマンス グラフで重大イベントと警告イベントの表
示と非表示を切り替えるには、凡例の[重大]と[警告]のアイコンをクリックします。特定の
イベント タイプを非表示にした場合、凡例の該当するアイコンがグレーで表示されます。

カウンタ パネル
カウンタ パネルには、過去72時間のクラスタのアクティビティとパフォーマンス イベント
が表示されます。次のカウンタがあります。
[IOPS]カウンタ パネル

IOPSは、クラスタの動作速度（1秒あたりのI/O処理数）を示します。このカウン
タ パネルでは、過去72時間のクラスタのIOPSの概要を確認できます。グラフ上の
ラインにカーソルを合わせると、その時点のIOPSの値が表示されます。

[MBps]カウンタ パネル
MBpsは、クラスタとの間で転送されたデータの量（1秒あたりのメガバイト数）
を示します。このカウンタ パネルでは、過去72時間のクラスタのMBpsの概要を確
認できます。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時点のMBpsの値が
表示されます。

グラフ右上のグレーのバーに表示される数字は、過去72時間の平均値です。トレンド グラ
フの上下に表示される数字は、過去72時間の最大値と最小値です。グラフ下のグレーのバー
には、過去72時間のアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）と廃止イベン
トの件数が表示されます。
カウンタ パネルには、2種類のイベントが表示されます。
アクティブ

現在アクティブなパフォーマンス イベント（新規または確認済みのイベント）を
示します。自己修復または解決されていないイベントで、 ストレージ オブジェク
トのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスしきい値を超えたままになってい
るものです。

廃止
アクティブではなくなったイベントを示します。自己修復または解決されたイベ
ントで、 ストレージ オブジェクトのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスし
きい値を上回らなくなったものです。

[アクティブ イベント]でイベントが1つのみの場合、イベント アイコンにカーソルを合わせ
てイベント番号のリンクをクリックすると、該当する[イベントの詳細]ページが表示されま
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す。イベントが複数ある場合は、[すべてのイベントを表示]をクリックすると[イベント イ
ンベントリ]ページが開き、選択したオブジェクト カウンタ タイプに該当するすべてのイベ
ントが表示されます。

[管理対象オブジェクト]ペイン
[パフォーマンス サマリ]タブの[管理対象オブジェクト]ペインには、クラスタのストレージ
オブジェクトのタイプおよび数が表示されます。このペインを使用すると、各クラスタのオ
ブジェクトのステータスを追跡できます。
管理対象オブジェクトの数は、前回の収集期間以降のある時点におけるデータです。新しい
オブジェクトは15分間隔で検出されます。
オブジェクト タイプの数をクリックすると、そのオブジェクト タイプの[パフォーマンス イ
ンベントリ]ページが表示されます。オブジェクトのインベントリ ページには、このクラス
タ上のオブジェクトだけが表示されます。
管理対象オブジェクトは次のとおりです。
ノード

クラスタ内の物理システムです。
アグリゲート

保護およびプロビジョニングの際に1つのユニットとして管理可能な、複数の
Redundant Array of Independent Disks（RAID）グループの集まりです。

ポート
ネットワーク上の他のデバイスへの接続に使用される、ノード上の物理接続ポイ
ントです。

SVM

一意のネットワーク アドレスでネットワーク アクセスを提供する仮想マシンで
す。SVMは、固有のネームスペースからデータを提供でき、また、クラスタの他
のエンティティとは別に管理することができます。

ボリューム
サポートされているプロトコルを使用してアクセス可能なユーザ データを格納す
る論理エンティティです。数にはFlexVolとFlexGroupボリュームはどちらも含ま
れますが、FlexGroupコンスティチュエントとInfinite Volumeは含まれません。

LUN

Fibre Channel（FC）論理ユニットまたはiSCSI論理ユニットの識別子です。一般的
にストレージ ボリュームに対応する論理ユニットで、コンピュータ オペレーティ
ング システム内ではデバイスとして表されます。

LIF

ノードへのネットワーク アクセス ポイントを表す論理ネットワーク インター
フェイスです。数にはすべてのLIFタイプが含まれます。

[パフォーマンス上位]ページ
[パフォーマンス上位]ページには、選択したパフォーマンス カウンタに基づいて、パフォー
マンスが上位または下位のストレージ オブジェクトが表示されます。たとえば、SVMカテ
ゴリには、IOPSが最大、レイテンシが最大、またはMBpsが最小のSVMを表示できます。ま
た、パフォーマンスが上位のオブジェクトでアクティブなパフォーマンス イベント（新規
または確認済みのイベント）が発生しているかどうかも表示されます。
[パフォーマンス上位]ページには、各オブジェクトが最大10個表示されます。ボリューム オ
ブジェクトには、FlexVolとFlexGroupボリュームはどちらも含まれますが、FlexGroupコンス
ティチュエントとInfinite Volumeは含まれません。
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期間
上位のオブジェクトを表示する期間を選択できます。選択した期間はすべてのス
トレージ オブジェクトに適用されます。使用可能な期間は次のとおりです。
• 過去 1 時間
• 過去 24 時間
• 過去 72 時間（デフォルト）
• 過去 7 日間

指標
別のカウンタを選択するには、[指標]メニューをクリックします。選択できるカウ
ンタはオブジェクト タイプに固有です。たとえば、[ボリューム]オブジェクトで
使用可能なカウンタは、[レイテンシ]、[IOPS]、および[MBps]です。カウンタを
変更すると、パネルのデータがリロードされ、選択したカウンタに基づいて上位
のオブジェクトが表示されます。
使用可能なカウンタは次のとおりです。
• レイテンシ
• IOPS
• MBps
• 使用済みパフォーマンス容量（ノードとアグリゲートの場合）
• 利用率（ノードとアグリゲートの場合）

ソート
選択したオブジェクトおよびカウンタを昇順または降順でソートするには、[ソー
ト]メニューをクリックします。[高い順]と[低い順]の2つのオプションがありま
す。これらのオプションを使用すると、パフォーマンスが上位または下位のオブ
ジェクトを表示できます。

カウンタ バー
グラフのカウンタ バーには、各オブジェクトのパフォーマンス統計が棒グラフで
表示されます。棒グラフは色分けされ、 カウンタがパフォーマンスしきい値に違
反していない場合は青で表示されます。しきい値の違反がアクティブ（新規また
は確認済みのイベント）な場合、バーはそのイベントの色で表示されます。警告
イベントは黄色（ ）、重大イベントは赤（ ）で表示されます。さらに、イベ
ントの重大度アイコン（警告イベントと重大イベント）も表示されます。
 

 

各グラフのX軸には、選択したオブジェクト タイプの上位のオブジェクトが表示
されます。Y軸には、選択したカウンタに対応する単位が表示されます。棒グラフ
の各要素の下にあるオブジェクト名のリンクをクリックすると、選択したオブ
ジェクトの[パフォーマンス ランディング]ページに移動します。

イベントの重大度インジケータ
上位のオブジェクトのグラフでは、オブジェクト名の左側にアクティブな重大

（ ）イベントまたは警告（ ）イベントのイベントの重大度アイコンが表示
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されます。イベントの重大度アイコンをクリックすると、次のページが表示され
ます。
1つのイベント

そのイベントの[イベントの詳細]ページに移動します。
複数のイベント

[イベント インベントリ]ページに移動します。選択したオブジェクトのすべ
てのイベントが表示されます。

[エクスポート]ボタン
カウンタ バーに表示されたデータを含む.csvファイルを作成します。表示して
いる単一のクラスタについてのファイルのほか、データセンターのすべてのクラ
スタについてのファイルを作成することもできます。
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[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパ
フォーマンスの監視

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページには、そのオブジェクト タイプ カテゴ
リ内のすべてのオブジェクトのパフォーマンス情報、パフォーマンス イベント、および健
全性が表示されます。これにより、クラスタ内の各オブジェクト（すべてのノードまたはす
べてのボリュームなど）のパフォーマンス ステータスの概要をひと目で確認できます。
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページには、オブジェクト ステータスの概要
が表示されるため、すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンスを評価して、オブジェ
クトのパフォーマンス データを比較できます。[オブジェクト インベントリ]ページの内容
は、検索、ソート、フィルタリングによって絞り込むことができます。パフォーマンスの問
題があるオブジェクトをすばやく特定してトラブルシューティング プロセスを開始できる
ため、オブジェクトのパフォーマンスを監視および管理する場合に役立ちます。
 

 

パフォーマンス インベントリ ページのオブジェクトは、デフォルトでは、オブジェクトの
パフォーマンスの重大度に基づいてソートされます。新しい重大なパフォーマンス イベン
トが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イベントが報告されたオブ
ジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に特定できます。パフォー
マンス データはいずれも72時間の平均値です。
オブジェクト名の列で名前をクリックすると、[オブジェクト インベントリ パフォーマン
ス]ページからそのオブジェクトの詳細ページに簡単に移動できます。たとえば、[パフォー
マンス / すべてのノード]インベントリ ページで、[ノード]列のノード オブジェクトをク
リックします。オブジェクトの詳細ページには、アクティブなイベントを並べた比較など、
選択したオブジェクトの詳細情報が表示されます。

[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページを使用した
オブジェクトの監視

[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページを使用して、特定のパフォーマンス カ
ウンタの値またはパフォーマンス イベントに基づいて、オブジェクトのパフォーマンスを
監視できます。パフォーマンス イベントが報告されたオブジェクトを特定することで、ク
ラスタのパフォーマンスの問題の原因を調べることができます。
[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページには、すべてのクラスタ内のすべてのオ
ブジェクトの関連するカウンタ、関連するオブジェクト、およびパフォーマンスしきい値ポ
リシーが表示されます。また、このページではパフォーマンスしきい値ポリシーをオブジェ
クトに適用できます。任意の列に基づいてページをソートしたり、結果をフィルタしてオブ
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ジェクトの数を絞り込んだりすることができます。また、すべてのオブジェクト名または
データに対して検索を実行できます。
これらのページから[エクスポート]ボタンを使用してデータをカンマ区切り値（.csv）ファ
イルまたは（.pdf）ドキュメントとしてエクスポートして、レポートの作成に使用すること
ができます。また、ページをカスタマイズしてから、 [スケジュール済みレポート]ボタン
を使用して、レポートを定期的に作成してEメールで送信するようにスケジュール設定する
こともできます。

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み
[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページには、オブジェクト インベントリ デー
タの内容を絞り込むためのツールが用意されており、データをすばやく簡単に特定できま
す。
[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページに含まれる情報は量が多く、多くの場
合、複数のページに及びます。この種の包括的なデータは、パフォーマンスの監視、追跡、
改善には非常に役立ちますが、特定のデータにたどり着くには探しているデータをすばやく
特定するためのツールが必要です。そのため、[パフォーマンス オブジェクト インベント
リ]ページには、検索、ソート、およびフィルタリングの機能が用意されています。検索と
フィルタリングを一緒に使用して、結果をさらに絞り込むこともできます。

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでの検索
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページで文字列を検索できます。ページの右
上にある[検索]フィールドを使用して、オブジェクト名またはポリシー名を基にデータをす
ばやく特定できます。オブジェクトとその関連データを特定したり、ポリシーを特定して関
連するポリシーのオブジェクト データを表示したりできます。

手順

1. 検索対象に応じて次のどちらかのオプションを実行します。

検索対象 入力する内容

特定のオブジェクト [検索]フィールドにオブジェクト名を入力して、[検索]をクリック
します。
該当するオブジェクトとその関連データが表示されます。

ユーザ定義のパフォーマン
スしきい値ポリシー

[検索]フィールドにポリシー名のすべてまたは一部を入力して、[検
索]をクリックします。
該当するポリシーに割り当てられているオブジェクトが表示され
ます。

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのソート
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでは、任意の列を基準に昇順または降順
ですべてのデータをソートできます。オブジェクト インベントリ データをすばやく特定で
きるため、パフォーマンスの調査時やトラブルシューティングの開始時に役立ちます。

タスク概要

ソート用に選択した列は列見出しが強調表示され、ソート方向を示す矢印アイコンが見出し
の右側に表示されます。上矢印は昇順、下矢印は降順を示します。デフォルトのソート順序
は[ステータス]（イベントの重大度）を基準とした降順で、最も重大なパフォーマンス イベ
ントが最初に表示されます。
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手順

1. 列名をクリックすると、昇順または降順で列のソート順序を切り替えることができます。
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページの内容は、選択した列を基準に昇順
または降順でソートされます。

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリン
グ

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでデータをフィルタリングし、特定の条
件に基づいてデータをすばやく特定できます。フィルタリングを使用すると、[オブジェク
ト インベントリ パフォーマンス]ページの内容を絞り込んで、指定した結果だけを表示でき
ます。そのため、関心のあるパフォーマンス データだけを効率的に表示できます。

タスク概要

[フィルタ]パネルを使用して、グリッド ビューをカスタマイズできます。使用可能なフィル
タ オプションは、グリッドで表示しているオブジェクト タイプによって異なります。現在
フィルタが適用されている場合は、適用されているフィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側
に表示されます。
次の3種類のフィルタ パラメータがサポートされています。

パラメータ 検証

文字列（テキス
ト）

演算子は[が次を含む]と[が次の値で始まる]です。

数値 演算子は[が次の値より大きい]と[が次の値より小さい]です。

列挙（テキスト） 演算子は[が次の値と等しい]と[が次の値と等しくない]です。

それぞれのフィルタに、[列]、[演算子]、[値]の各フィールドが必要です。使用可能なフィル
タは、現在のページのフィルタ可能な列に基づいて決まります。適用できるフィルタは4つ
までです。フィルタ パラメータの組み合わせに基づいてフィルタされた結果が表示されま
す。フィルタされた結果は、現在表示しているページだけでなく、フィルタで検索するすべ
てのページに適用されます。
フィルタは[フィルタ]パネルで追加できます。

1. ページの上部にある[フィルタ]ボタンをクリックします。[フィルタ]パネルが表示され
ます。

2. 左側のドロップダウン リストをクリックしてオブジェクト（クラスタ、パフォーマンス
カウンタなど）を選択します。

3. 中央のドロップダウン リストをクリックし、使用する演算子を選択します。

4. 最後のリストで、値を選択または入力してそのオブジェクトのフィルタを完成させます。

5. 別のフィルタを追加するには、[+フィルタを追加]をクリックします。追加のフィルタ
フィールドが表示されます。上記と同じ手順で追加のフィルタを設定します。4つ目の
フィルタを追加した時点で[+フィルタを追加]ボタンは表示されなくなります。

6. [フィルタを適用]をクリックします。フィルタ オプションがグリッドに適用されて、
フィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側に表示されます。

7. 個々のフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルで、削除するフィルタの右にあるごみ
箱のアイコンをクリックします。

[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパフォーマンスの監視 | 57



8. すべてのフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルの下部にある[リセット]をクリック
します。

フィルタリングの例
この図では、[フィルタ]パネルで3つのフィルタを設定しています。フィルタの最大数
に達していないため、[+フィルタを追加]ボタンが表示されています。

[フィルタを適用]をクリックすると、[フィルタ]パネルが閉じてフィルタが適用されま
す。

Unified Managerによるクラウドへのデータの階層化の推奨につ
いて

[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューに、ボリュームに格納されているアクセス頻
度の低いユーザ データ（コールド データ）のサイズに関する情報が表示されます。Unified
Managerが、特定のボリュームについて、アクセス頻度の低いデータをFabricPool対応アグリ
ゲートのクラウド階層（クラウド プロバイダまたはStorageGRID）に階層化することを推奨
することがあります。
重要：FabricPoolはONTAP 9.2で導入されたため、ONTAP 9.2より前のバージョンのソフト
ウェアを使用している場合、Unified Managerによるデータ階層化の推奨に従うには、
ONTAPソフトウェアのアップグレードが必要になります。また、auto階層化ポリシーは
ONTAP 9.4、all階層化ポリシーはONTAP 9.6で導入されたため、auto階層化ポリシーの
使用が推奨される場合は、ONTAP 9.4以降にアップグレードする必要があります。

[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューの次の3つのフィールドには、アクセス頻度の
低いデータをクラウド階層に移動することでストレージ システムのディスク使用率の改善
やパフォーマンス階層のスペースの削減が可能かどうかに関する情報が提供されます。
階層化ポリシー

階層化ポリシーによって、ボリュームのデータを高パフォーマンス階層に残すか、
あるいは一部のデータをパフォーマンス階層からクラウド階層に移動するかが決
まります。
このフィールドには、ボリュームに対して設定されている階層化ポリシーが、ボ
リュームが現在FabricPoolアグリゲートにない場合も含めて表示されます。階層
化ポリシーが適用されるのは、ボリュームがFabricPoolアグリゲートにある場合の
みです。

コールド データ
ボリュームに格納されているアクセス頻度の低いユーザ データ（コールド デー
タ）のサイズが表示されます。
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ボリュームが配置されたアグリゲートの「Inactive Data Reporting」パラメー
タが「有効」に設定されていること、およびアクセスがなかった最小日数のしきい
値を満たしていること（「Snashot のみ」または「自動」の階層化ポリシーを使用
するボリュームの場合）が前提となるため、このフィールドに値が表示されるの
はONTAP 9.4以降のソフトウェアを使用している場合のみです。それ以外の場合
は「N/A」と表示されます。

クラウドに関する推奨事項
ボリュームのデータ アクティビティに関して十分な情報が収集されると、Unified
Managerは、対処が不要か、またはアクセス頻度の低いデータをクラウド階層に移
動することでパフォーマンス階層のスペースを削減できるかを判断することがで
きます。

注：[コールド データ]フィールドは15分ごとに更新されますが、[クラウドに関する推奨事
項]フィールドは7日ごと（ボリューム上でコールド データ分析が実行されるとき）に更新
されます。そのため、コールド データの正確な量はフィールド間で異なる可能性があり
ます。[クラウドに関する推奨事項]フィールドには、分析が実行された日付が表示されま
す。

Inactive Data Reportingが有効になっている場合、[コールド データ]フィールドにアクセス頻
度の低いデータの正確な量が表示されます。Inactive Data Reporting機能を使用できない場
合、Unified Managerはパフォーマンス統計に基づいてアクセス頻度の低いデータがボリュー
ムにあるかどうかを判断します。この場合、アクセス頻度の低いデータの量は[コールド
データ]フィールドには表示されませんが、「階層」という単語にカーソルを合わせてクラウ
ドに関する推奨事項を表示すると表示されます。
クラウドに関する推奨事項には、次のいずれかが表示されます。
• 学習中：推奨事項を利用できるだけの十分なデータが収集されていません。
• 階層：分析の結果、アクセス頻度の低いコールド データがボリュームにあり、そのデー
タをクラウド階層に移動するようにボリュームを設定することが推奨されます。一部の
ケースでは、ボリュームをまずFabricPool対応アグリゲートに移動する必要があります。
ボリュームがすでにFabricPoolアグリゲートにあれば、階層化ポリシーの変更だけで済み
ます。

• 操作なし：アクセス頻度の低いデータがボリュームにほとんどない、FabricPoolアグリ
ゲートでボリュームがすでに「auto」階層化ポリシーに設定されている、またはボリュー
ムがデータ保護ボリュームです。この値は、ボリュームがオフラインの場合や
MetroCluster構成で使用されている場合にも表示されます。

ボリュームを移動したり、ボリュームの階層化ポリシーやアグリゲートのInactive Data
Reportingの設定を変更するには、ONTAP System Manager、ONTAP CLIコマンド、またはこ
の2つを組み合わせて使用します。
Unified Managerに管理者またはストレージ管理者のロールでログインしている場合、「階層」
という語にカーソルを合わせると、クラウドに関する推奨事項で[ボリュームの設定]リンク
が有効になります。このボタンをクリックすると、System Managerの[ボリューム]ページが
開き、推奨される変更を実施することができます。
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[パフォーマンス エクスプローラ]ページを使用したパ
フォーマンスの監視

[パフォーマンス エクスプローラ]ページには、クラスタ内の各オブジェクトのパフォーマン
スの詳細情報が表示されます。すべてのクラスタ オブジェクトのパフォーマンスの詳細を
表示でき、さまざまな期間にわたる特定のオブジェクトのパフォーマンス データを選択し
て比較できます。
すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンスを評価したり、オブジェクトのパフォーマ
ンス データを並べて表示して比較したりできます。

ルート オブジェクトの概要
ルート オブジェクトは、他のオブジェクトを比較する際のベースラインです。他のオブ
ジェクトのデータを表示してルート オブジェクトと比較することで、パフォーマンス デー
タを分析してオブジェクトのパフォーマンスのトラブルシューティングや向上に利用でき
ます。
ルート オブジェクトは[比較]ペインの上部に表示されます。その他のオブジェクトはルー
ト オブジェクトの下に表示されます。[比較]ペインに追加できるオブジェクトの数に制限
はありませんが、ルート オブジェクトは1つだけです。ルート オブジェクトのデータは、[カ
ウンタ グラフ]ペインのグラフに自動的に表示されます。
ルート オブジェクトを変更することはできず、表示中のオブジェクト ページに常に表示さ
れます。たとえばボリューム1の[ボリューム パフォーマンス エクスプローラ]ページを開く
と、ボリューム1がルート オブジェクトになり、変更できません。別のルート オブジェクト
と比較する場合は、オブジェクトのリンクをクリックして、そのランディング ページを開
く必要があります。
注：イベントとしきい値はルート オブジェクトに対してのみ表示されます。

フィルタによるグリッドの関連オブジェクトのリストの絞り込
み

フィルタを使用してグリッドに表示されるオブジェクトのサブセットを絞り込むことがで
きます。たとえば、グリッドにボリュームが25個ある場合、フィルタを使用することで、そ
れらのボリュームの中からスループットが90MBps未満のボリュームのみを表示したり、レ
イテンシが1ミリ秒/処理を超えるボリュームだけを表示したりできます。

関連タスク

インベントリ ページの内容のフィルタリング（20ページ）
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関連オブジェクトの期間の指定
[パフォーマンス エクスプローラ]ページの[期間]セレクタを使用して、オブジェクト データ
を比較する期間を指定できます。期間を指定すると、[パフォーマンス エクスプローラ]ペー
ジの内容が絞り込まれ、指定した期間内のオブジェクト データだけが表示されます。

タスク概要

期間を絞り込むと、関心のあるパフォーマンス データだけを効率的に表示できます。事前
定義の期間を選択するか、またはカスタムの期間を指定できます。デフォルトの期間は過去
72時間です。

事前定義の期間の選択
事前定義の期間を選択すると、クラスタ オブジェクトのパフォーマンス データを表示する
際に、すばやく効率的にデータ出力をカスタマイズして絞り込むことができます。事前定義
された期間を選択する場合、最大で13カ月分のデータを利用できます。

手順

1. [パフォーマンス エクスプローラ]ページの右上にある[期間]をクリックします。

2. [期間の選択]パネルの右側で、事前定義の期間を選択します。

3. [期間を適用]をクリックします。

カスタムの期間の指定
[パフォーマンス エクスプローラ]ページを使用して、パフォーマンス データの期間を指定で
きます。カスタムの期間を指定すると、クラスタ オブジェクトのデータを絞り込む際に、
事前定義の期間を使用するよりも柔軟に設定できます。

タスク概要

期間は1時間から390日の間で選択できます。1カ月は30日としてカウントされるため、390日
は13カ月に相当します。日時の範囲を指定することで、特定のパフォーマンス イベントや
一連のイベントにフォーカスして詳細を確認することができます。また、日時の範囲を指定
すると、パフォーマンス イベントに関連するデータがより詳しく表示されるため、潜在的
なパフォーマンスの問題のトラブルシューティングにも役立ちます。[期間]画面を使用して
事前定義された範囲を選択するか、カスタムの範囲（最大390日）を独自に指定します。事
前定義された範囲は、[過去 1 時間]から[過去 13 カ月]まで用意されています。
[過去 13 カ月]オプションを選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定した場合、期間が
30日を超えるパフォーマンス データのグラフでは、5分ごとにポーリングされたデータでは
なく、1時間の平均値を使用してグラフが表示されることを示す警告ダイアログ ボックスが
表示されます。そのため、タイムラインには要約された情報が表示される可能性がありま
す。ダイアログ ボックスで[今後表示しない]をクリックすると、[過去 13 カ月]オプションを
選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定したときにメッセージが表示されなくなり
ます。期間が30日以内でも、現在の日付から1カ月以上あとの日時が期間に含まれている場
合には要約データが表示されます。
選択した期間（カスタムまたは事前定義）が30日以内の場合、5分ごとのデータ サンプルに
基づいてデータが表示されます。30日を超える場合は、1時間ごとのデータ サンプルに基づ
いてデータが表示されます。
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1. [期間]ドロップダウン ボックスをクリックすると、[期間]パネルが表示されます。

2. 事前定義された期間を選択するには、[期間]パネルの右側にあるいずれかの[過去...]ボタ
ンをクリックします。事前定義された期間を選択する場合、最大で13カ月分のデータを
利用できます。選択したボタンが強調表示され、対応する日付と時間がカレンダーと時
刻フィールドに表示されます。

3. カスタムの日付範囲を選択するには、左側の[開始]のカレンダーで開始日をクリックしま
す。[<]または[>]をクリックして、カレンダーの前後の月に移動できます。終了日を指定
するには、右側の[～]のカレンダーで日付をクリックします。終了日は、別の日付を指定
しないかぎり、デフォルトでは現在の日付になります。[期間]パネルの右側で[任意の期
間]ボタンが強調表示され、カスタムの日付範囲が選択されていることが示されます。

4. カスタムの期間を選択するには、[開始]のカレンダーの下にある[時間]コントロールをク
リックして開始時間を選択します。終了時間を指定するには、[～]のカレンダーの下にあ
る[時間]コントロールをクリックして終了時間を選択します。[期間]パネル右側の[任意
の期間]ボタンが強調表示され、カスタムの期間が選択されていることが示されます。

5. 事前定義された日付範囲を選択し、開始時間と終了時間を指定することもできます。前
述の説明に従って事前定義された日付範囲を選択したあと、上記と同じ方法で開始時間
と終了時間を選択します。選択した日付がカレンダーで強調表示され、指定した開始時
間と終了時間が[時間]フィールドに表示され、[任意の期間]ボタンが強調表示されます。

6. 日時の範囲を選択したら、[期間を適用]をクリックします。グラフと[イベント]タイムラ
インに、その期間のパフォーマンス統計が表示されます。

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義
[カウンタ グラフ]ペインでは、データおよびパフォーマンスを比較する関連オブジェクトの
リストを定義できます。たとえば、Storage Virtual Machine（SVM）でパフォーマンスの問題
が発生した場合は、SVM内のすべてのボリュームを比較して、問題の原因となったボリュー
ムを特定できます。

タスク概要

関連オブジェクト グリッド内の任意のオブジェクトを[比較]ペインと[カウンタ グラフ]ペ
インに追加できます。これにより、複数のオブジェクト同士、およびルート オブジェクト
との間でデータを表示して比較できます。関連オブジェクト グリッドではオブジェクトを
追加および削除できますが、[比較]ペイン内のルート オブジェクトは削除できません。
注：[比較]ペインにオブジェクトを追加しすぎると、パフォーマンスが低下する可能性が
あります。パフォーマンスを維持するには、データ比較用チャートを何個も選択しないで
ください。
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手順

1. オブジェクト グリッドで、追加するオブジェクトを選択して[追加]ボタンをクリックし
ます。
[追加]ボタンがグレーに変わり、オブジェクトが[比較]ペイン内の追加オブジェクト リス
トに追加されます。オブジェクトのデータは、[カウンタ グラフ]ペイン内のグラフに追
加されます。オブジェクトの目のアイコン（ ）の色は、グラフ内のオブジェクトの
データ ラインの色に対応しています。

2. オプション：選択したオブジェクトのデータを表示または非表示にします。

作業 処理

選択したオブジェクトを非
表示にする

[比較]ペインで、選択したオブジェクトの目のアイコン（ ）を
クリックします。
オブジェクトのデータが非表示になり、そのオブジェクトの目のア
イコンがグレーに変わります。

非表示のオブジェクトを表
示する

[比較]ペインで、選択したオブジェクトのグレーの目のアイコンを
クリックします。
目のアイコンが元の色に戻り、オブジェクトのデータが[カウンタ
グラフ]ペイン内のグラフに再び追加されます。

3. オプション：選択したオブジェクトを[比較]ペインから削除します。

作業 処理

選択したオブジェクトを1
つ削除する

[比較]ペインで選択したオブジェクトの名前にマウス ポインタを
合わせ、オブジェクトの削除ボタン（[X]）を表示してクリックし
ます。
オブジェクトが[比較]ペインから削除され、データがカウンタ
チャートから消去されます。

選択したオブジェクトをす
べて削除する

[比較]ペインの上部にあるすべてのオブジェクトの削除ボタン
（[X]）をクリックします。
選択したすべてのオブジェクトとそのデータが削除され、ルート
オブジェクトだけが残ります。

カウンタ グラフの概要
[カウンタ グラフ]ペイン内のグラフを使用して、ルート オブジェクト、および関連オブジェ
クト グリッドから追加したオブジェクトのパフォーマンス データを表示および比較できま
す。パフォーマンスの傾向を把握して、パフォーマンスの問題を特定および解決するのに便
利です。
デフォルトで表示されるカウンタ グラフは、[イベント]、[レイテンシ]、[IOPS]、[MBps]で
す。オプションで表示できるグラフには、[利用率]、[使用済みパフォーマンス容量]、[使用
可能な IOPS]、[IOPS/TB]、[キャッシュ ミス率]があります。さらに、[レイテンシ]、[IOPS]、
[MBps]、[使用済みパフォーマンス容量]の各グラフについては、合計の値や内訳の値を表示
するように選択することができます。
デフォルトでは、[パフォーマンス エクスプローラ]にはストレージ オブジェクトでサポート
されているかどうかに応じて特定のカウンタ グラフが表示されます。サポートされていな
いカウンタ グラフは空で、「適用対象外：<オブジェクト>」というメッセージが表示されます。

グラフには、ルート オブジェクトおよび[比較]ペインで選択したすべてのオブジェクトのパ
フォーマンスの傾向が表示されます。各グラフには次のようにデータが表示されます。
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X軸
指定した期間が表示されます。期間を指定しなかった場合のデフォルトの期間は
過去72時間です。

Y軸
選択したオブジェクトに固有のカウンタ単位が表示されます。

ラインの色は、[比較]ペインに表示されているオブジェクト名の色と同じです。ラインの特
定のポイントにカーソルを合わせると、そのポイントの時間と値の詳細を表示できます。
グラフ内の特定の期間について調査するには、次のいずれかを実行します。

• [<]ボタンを使用して[カウンタ グラフ]ペインを展開し、ページの幅を広げる。

• カーソルを使用して（虫眼鏡に変わる）グラフ内の一部の期間を選択し、拡大する。[グ
ラフのズームをリセット]をクリックするとデフォルトの期間に戻ります。

• [ズーム ビュー]ボタンを使用して1つのカウンタ グラフを拡大し、より詳細なデータとし
きい値のインジケータを表示する。

注：ラインが連続しておらず、切れ目が表示されることがあります。その期間はUnified
Managerがストレージ システムからパフォーマンス データを収集できなかったか、または
Unified Managerが停止していた可能性があります。

関連タスク

表示するパフォーマンス チャートの選択（66ページ）
[カウンタ グラフ]ペインの拡大（67ページ）
カウンタ グラフに表示する期間の絞り込み（67ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューの表示（69ページ）

パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ
標準のパフォーマンス グラフには、選択したストレージ オブジェクトのカウンタの値が表
示されます。内訳カウンタ グラフには、合計値が読み取り、書き込み、およびその他のカ
テゴリに分けて表示されます。さらに、一部の内訳カウンタ グラフには、その他の詳細情
報が表示されます（グラフがズーム ビューに表示される場合）。
次の表は、使用可能なパフォーマンス カウンタ グラフを示しています。

使用可能なグラフ グラフの説明

イベント ルート オブジェクトの統計グラフに関連し、重大、エラー、警
告、情報のイベントが表示されます。パフォーマンス イベント
に加えて健全性イベントも表示されるため、パフォーマンスに
影響する可能性がある原因を総合的に確認できます。

レイテンシ - 合計 アプリケーションの要求に応答するまでのミリ秒数。
平均レイテンシの値は、I/Oの重み付きの値です。

レイテンシ - 内訳 [レイテンシ - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマン
ス データが読み取り、書き込み、その他のレイテンシに分けて
表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリ
ゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースである場合
にのみ表示されます。
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使用可能なグラフ グラフの説明

レイテンシ - クラスタ
コンポーネント

[レイテンシ - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマン
ス データがクラスタ コンポーネントごとのレイテンシに分け
て表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にの
み表示されます。

IOPS - 合計 1秒あたりの入出力処理数。
特定のノードに対して表示される場合、「合計」を選択すると、
そのノードを経由する（ローカル ノードまたはリモート ノード
上の）データのIOPSが表示されます。「合計（ローカル）」を選
択すると、現在のノード上のデータのIOPSが表示されます。

IOPS - 内訳 [IOPS - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマンス
データが読み取りIOPS、書き込みIOPS、その他のIOPSに分けて
表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリ
ゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースである場合
にのみ表示されます。
ズーム ビューに表示される場合、ボリュームのグラフにはQoS
最小 / 最大スループット値が表示されます（ONTAPで設定され
ている場合）。
特定のノードに対して表示される場合、「内訳」を選択すると、
そのノードを経由する（ローカル ノードまたはリモート ノード
上の）データのIOPSの内訳が表示されます。「内訳（ローカル）」
を選択すると、現在のノード上のデータのIOPSの内訳が表示さ
れます。

IOPS - プロトコル [IOPS - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマンス
データがCIFS、NFS、FCP、NVMe、iSCSIのプロトコル トラ
フィックの個々のグラフに分けて表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVMの場合にのみ表示
されます。

IOPS/TB - 合計 ワークロードで消費される合計スペース（TB）に基づく、1秒間
に処理される入出力処理数。I/O密度とも呼ばれます。このカウ
ンタは、所定のストレージ容量で提供可能なパフォーマンスを
示します。
ズーム ビューに表示される場合、ボリュームのグラフにはQoS
想定 / ピーク スループット値が表示されます（ONTAPで設定さ
れている場合）。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にの
み表示されます。

MBps - 合計 オブジェクトとの間で転送される1秒あたりのデータ量（MB）
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使用可能なグラフ グラフの説明

MBps - 内訳 [MBps]グラフと同じ情報が表示されますが、MBpsデータがディ
スク読み取り、Flash Cache読み取り、書き込み、その他に分け
て表示されます。
ズーム ビューに表示される場合、ボリュームのグラフにはQoS
最大スループット値が表示されます（ONTAPで設定されている
場合）。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリ
ゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースである場合
にのみ表示されます。
注：Flash Cacheのデータは、ノードにFlash Cacheモジュールが
インストールされている場合にノードについてのみ表示され
ます。

使用済みパフォーマン
ス容量 - 合計

ノードまたはアグリゲートによるパフォーマンス容量の消費
率。

使用済みパフォーマン
ス容量 - 内訳

使用済みパフォーマンス容量。ユーザ プロトコルおよびシステ
ムのバックグラウンド プロセスに分けて表示されます。また、
空きパフォーマンス容量が表示されます。

使用可能な IOPS - 合計 このオブジェクトで現在使用可能な（空き）1秒あたりの入出力
処理数。この数値は、Unified Managerで計算された（オブジェク
トが実行可能な）合計IOPSから現在使用されているIOPSを引い
たものです。
このグラフは、選択したオブジェクトがノードまたはアグリ
ゲートの場合にのみ表示されます。

使用状況 - 合計 オブジェクトの使用可能なリソースの利用率。利用率は、ノー
ドの利用率（ノードの場合）、ディスクの利用率（アグリゲート
の場合）、および帯域幅の利用率（ポートの場合）を示します。
このグラフは、選択したオブジェクトがノード、アグリゲート、
またはポートの場合にのみ表示されます。

キャッシュ ミス率 - 合
計

クライアント アプリケーションからの読み取り要求に対して
キャッシュからではなくディスクからデータが返される割合。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にの
み表示されます。

表示するパフォーマンス チャートの選択
[グラフを選択]ドロップダウン リストを使用して、[カウンタ グラフ]ペインに表示するパ
フォーマンス カウンタ チャートのタイプを選択できます。パフォーマンス要件に基づい
て、特定のデータやカウンタを表示できます。

手順

1. [カウンタ グラフ]ペインで、[グラフを選択]ドロップダウン リストをクリックします。

2. チャートを追加または削除します。

目的 操作

チャートを個別に追加また
は削除する

表示または非表示にするチャートの横のチェック ボックスをオン
にします。
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目的 操作

すべてのチャートを追加す
る

[すべて選択]をクリックします。

すべてのチャートを削除す
る

[すべて選択解除]をクリックします。

選択したチャートは[カウンタ グラフ]ペインに表示されます。チャートを追加すると、
追加したチャートが[グラフを選択]ドロップダウン リストと同じ順番で[カウンタ グラ
フ]ペインに挿入されます。チャートを選択するにはスクロールが必要な場合がありま
す。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（24ページ）

関連資料

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（30ページ）

[カウンタ グラフ]ペインの拡大
[カウンタ グラフ]ペインを拡大して、チャートをより大きく読みやすくすることができま
す。

タスク概要

カウンタに使用する比較オブジェクトと期間の定義が完了したら、[カウンタ グラフ]ペイン
を拡大できます。ペインを拡大するには、[パフォーマンス エクスプローラ]ウィンドウの中
央にある[<]ボタンを使用します。

手順

1. [カウンタ グラフ]ペインを拡大または縮小します。

目的 操作

[カウンタ グラフ]ペインをページの幅に合わせて拡大す
る

[<]ボタンをクリックします。

[カウンタ グラフ]ペインをページの右半分に縮小する [>]ボタンをクリックします。

カウンタ グラフに表示する期間の絞り込み
[カウンタ グラフ]ペインや[カウンタ グラフ ズーム ビュー]ウィンドウでは、マウスを使用
して期間を短くすることで、特定の期間に絞って情報を表示できます。これにより、タイム
ラインの任意の部分について、パフォーマンス データ、イベント、およびしきい値をより
細かく確認することができます。

開始する前に

この機能がアクティブになっているときは、カーソルが虫眼鏡に変わります。
注：この機能を使用すると、タイムラインの値の表示が変わり、細かい表示に対応した値
が表示されますが、[期間]セレクタの時刻と日付の範囲はグラフの元の値のまま変わりま
せん。
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手順

1. 特定の期間を拡大して表示するには、虫眼鏡を使用してクリックしてドラッグし、詳細
を表示する部分を囲みます。
選択した期間のカウンタの値が、カウンタ グラフに拡大して表示されます。

2. [期間]で設定された元の期間に戻すには、[グラフのズームをリセット]ボタンをクリック
します。
カウンタ グラフの表示が元の状態に戻ります。

イベント タイムラインでのイベント詳細の表示
[パフォーマンス エクスプローラ]の[イベント タイムライン]ペインでは、すべてのイベント
と関連する詳細を表示できます。指定した期間内にルート オブジェクトで発生したすべて
の健全性イベントとしきい値イベントをすばやく効率的に表示できるため、パフォーマンス
の問題のトラブルシューティングに役立ちます。

タスク概要

[イベント タイムライン]ペインには、選択した期間内にルート オブジェクトで発生した重
大、エラー、警告、情報イベントが表示されます。イベントの重大度ごとに独自のタイムラ
インがあり、 単一または複数イベントがタイムライン上に点で表されます。イベントを示
す点にカーソルを合わせると、イベントの詳細を確認できます。複数イベントについてより
詳細に表示するには、期間を縮小します。複数イベントが複数の単一のイベントとして表示
されるため、各イベントを個々に表示して確認することができます。
[イベント タイムライン]の各パフォーマンス イベントの点は、[イベント タイムライン]の下
に表示されるカウンタ グラフのラインでイベントが急増している対応するポイントと縦の
位置を揃えて表示されます。イベントと全体的なパフォーマンスの間に直接的な相関関係
があることを確認できます。健全性イベントもタイムラインに表示されますが、これらのタ
イプのイベントはいずれかのパフォーマンス グラフのイベントが急増しているポイントと
揃うとはかぎりません。

手順

1. [イベント タイムライン]ペインで、タイムライン上のイベントの点にカーソルを合わせ
ると、対応するイベントの概要が表示されます。
イベント タイプ、イベントが発生した日時、状態、イベントの期間に関する情報がポッ
プアップ ダイアログに表示されます。

2. 1つまたは複数のイベントの詳細を表示します。

作業 オプション

単一イベントの詳細を表示する ポップアップ ダイアログの[イベントの詳細を表示]

複数イベントの詳細を表示する ポップアップ ダイアログの[イベントの詳細の表示]

注：複数イベントのダイアログで単一のイベントをク
リックすると、該当する[イベントの詳細]ページが表
示されます。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（24ページ）
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カウンタ グラフ ズーム ビュー
[カウンタ グラフ]のズーム ビューを使用すると、指定した期間のパフォーマンスの詳細を拡
大して表示できます。これによりパフォーマンスの詳細やイベントをより細かく確認でき
るため、パフォーマンスの問題のトラブルシューティングを行うときに便利です。
ズーム ビューで表示した場合、一部の内訳グラフでは、ズーム ビュー以外では表示されな
い追加の情報が表示されます。たとえば、IOPS、IOPS/TB、およびMBpsの内訳グラフのズー
ム ビュー ページには、ONTAPで設定されている場合、ボリュームおよびLUNのQoSポリシー
の値が表示されます。
注：[ポリシー]リストでは、システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの「利用率
の高いノード リソース」ポリシーと「QoS スループット制限を超過」ポリシーのみを選
択できます。システム定義の他のしきい値ポリシーは、現時点では利用できません。

カウンタ グラフ ズーム ビューの表示
[カウンタ グラフ ズーム ビュー]には、選択したカウンタ グラフのより詳細な情報と関連す
るタイムラインが表示されます。カウンタ グラフのデータが拡大して表示され、パフォー
マンス イベントやその原因を詳しく調べることができます。

タスク概要

[カウンタ グラフ ズーム ビュー]は、いずれのカウンタ グラフについても表示できます。

手順

1. [ズーム ビュー]をクリックすると、選択したグラフが新しいブラウザ ウィンドウで開き
ます。

2. 内訳グラフを表示している場合に[ズーム ビュー]をクリックすると、内訳グラフがズー
ム ビューで表示されます。ズーム ビューで[合計]を選択すると、表示オプションが切り
替わります。

ズーム ビューでの期間の指定
[カウンタ グラフ ズーム ビュー]ウィンドウの[期間]コントロールを使用して、選択した
チャートの期間を指定できます。これにより、設定済みの期間またはカスタムの期間に基づ
いてデータをすばやく特定できます。

タスク概要

期間は1時間から390日の間で選択できます。1カ月は30日としてカウントされるため、390日
は13カ月に相当します。日時の範囲を指定することで、特定のパフォーマンス イベントや
一連のイベントにフォーカスして詳細を確認することができます。また、日時の範囲を指定
すると、パフォーマンス イベントに関連するデータがより詳しく表示されるため、潜在的
なパフォーマンスの問題のトラブルシューティングにも役立ちます。[期間]画面を使用して
事前定義された範囲を選択するか、カスタムの範囲（最大390日）を独自に指定します。事
前定義された範囲は、[過去 1 時間]から[過去 13 カ月]まで用意されています。
[過去 13 カ月]オプションを選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定した場合、期間が
30日を超えるパフォーマンス データのグラフでは、5分ごとにポーリングされたデータでは
なく、1時間の平均値を使用してグラフが表示されることを示す警告ダイアログ ボックスが
表示されます。そのため、タイムラインには要約された情報が表示される可能性がありま
す。ダイアログ ボックスで[今後表示しない]をクリックすると、[過去 13 カ月]オプションを
選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定したときにメッセージが表示されなくなり
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ます。期間が30日以内でも、現在の日付から1カ月以上あとの日時が期間に含まれている場
合には要約データが表示されます。
選択した期間（カスタムまたは事前定義）が30日以内の場合、5分ごとのデータ サンプルに
基づいてデータが表示されます。30日を超える場合は、1時間ごとのデータ サンプルに基づ
いてデータが表示されます。
 

 

1. [期間]ドロップダウン ボックスをクリックすると、[期間]パネルが表示されます。

2. 事前定義された期間を選択するには、[期間]パネルの右側にあるいずれかの[過去...]ボタ
ンをクリックします。事前定義された期間を選択する場合、最大で13カ月分のデータを
利用できます。選択したボタンが強調表示され、対応する日付と時間がカレンダーと時
刻フィールドに表示されます。

3. カスタムの日付範囲を選択するには、左側の[開始]のカレンダーで開始日をクリックしま
す。[<]または[>]をクリックして、カレンダーの前後の月に移動できます。終了日を指定
するには、右側の[～]のカレンダーで日付をクリックします。終了日は、別の日付を指定
しないかぎり、デフォルトでは現在の日付になります。[期間]パネルの右側で[任意の期
間]ボタンが強調表示され、カスタムの日付範囲が選択されていることが示されます。

4. カスタムの期間を選択するには、[開始]のカレンダーの下にある[時間]コントロールをク
リックして開始時間を選択します。終了時間を指定するには、[～]のカレンダーの下にあ
る[時間]コントロールをクリックして終了時間を選択します。[期間]パネル右側の[任意
の期間]ボタンが強調表示され、カスタムの期間が選択されていることが示されます。

5. 事前定義された日付範囲を選択し、開始時間と終了時間を指定することもできます。前
述の説明に従って事前定義された日付範囲を選択したあと、上記と同じ方法で開始時間
と終了時間を選択します。選択した日付がカレンダーで強調表示され、指定した開始時
間と終了時間が[時間]フィールドに表示され、[任意の期間]ボタンが強調表示されます。

6. 日時の範囲を選択したら、[期間を適用]をクリックします。グラフと[イベント]タイムラ
インに、その期間のパフォーマンス統計が表示されます。

カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択
カウンタ グラフ ズーム ビューでしきい値を適用すると、該当するパフォーマンスしきい値
イベントに関する詳細が表示されます。しきい値を適用または削除してすぐに結果を表示
でき、トラブルシューティングが必要かどうかを判断する際に役立ちます。

タスク概要

カウンタ グラフ ズーム ビューでしきい値を選択すると、パフォーマンスしきい値イベント
に関する正確なデータを確認できます。カウンタ グラフ ズーム ビューの[ポリシー]領域に
表示される任意のしきい値を適用することができます。
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カウンタ グラフ ズーム ビューでは、オブジェクトに一度に1つずつポリシーを適用できま
す。

手順

1. ポリシーに関連付けられている を選択または選択解除します。
選択したしきい値がカウンタ グラフ ズーム ビューに適用されます。重大のしきい値は
赤色の線、警告のしきい値は黄色の線で表示されます。

クラスタ コンポーネント別のボリューム レイテンシの表示
[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページで、ボリュームのレイテンシについて
の詳細情報を表示できます。[レイテンシ - 合計]カウンタ グラフには、ボリュームでの合計
レイテンシが表示されます。このグラフは、ボリュームでの読み取りと書き込みのレイテン
シの影響を特定する場合に便利です。

タスク概要

さらに、[レイテンシ - クラスタ コンポーネント]グラフには、クラスタ コンポーネントごと
のレイテンシの詳細な比較が表示されます。これは、ボリュームでの合計レイテンシに各ク
ラスタがどのように影響しているかを特定するのに役立ちます。以下のクラスタ コンポー
ネントが表示されます。
• ネットワーク
• QoSポリシー
• ネットワーク処理
• クラスタ インターコネクト
• データ処理
• アグリゲートの処理
• MetroClusterのリソース
• クラウド レイテンシ
• 同期SnapMirror

手順

1. 選択したボリュームの[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページで、レイテン
シ グラフのドロップダウン メニューから[クラスタ コンポーネント]を選択します。
[レイテンシ - クラスタ コンポーネント]グラフが表示されます。

2. グラフを拡大するには、[ズーム ビュー]を選択します。
クラスタ コンポーネント別のグラフが表示されます。各クラスタ コンポーネントに関
連付けられている を選択または選択解除して、比較対象を調整することができます。

3. 特定の値を表示するには、グラフ内にカーソルを移動してポップアップ ウィンドウを表
示します。

プロトコル別のSVMのIOPSトラフィックの表示
[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページで、SVMの詳細なIOPS情報を表示できます。
[IOPS - 合計]カウンタ グラフには、SVMでのIOPS使用量の合計が表示されます。[IOPS - 内
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訳]カウンタ グラフは、SVM上の読み取り、書き込み、その他のIOPSの影響を特定する場合
に便利です。

タスク概要

さらに、[IOPS - プロトコル]グラフには、SVMで使用されているプロトコルごとのIOPSトラ
フィックの詳細な比較が表示されます。使用できるプロトコルは次のとおりです。
• CIFS
• NFS
• FCP
• iSCSI
• NVMe

手順

1. 選択したSVMの[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページで、IOPSグラフのドロッ
プダウン メニューから[プロトコル]を選択します。
[IOPS - プロトコル]グラフが表示されます。

2. 拡大版のグラフを表示するには、[ズーム ビュー]を選択します。
プロトコル別の詳細なIOPSグラフが表示されます。プロトコルに関連付けられている
を選択または選択解除して、比較対象を調整することができます。

3. 特定の値を表示するには、いずれかのグラフのグラフ領域内にカーソルを移動してポッ
プアップ ウィンドウを表示します。

ボリュームおよびLUNのレイテンシ グラフでのパフォーマンス
保証の確認

「パフォーマンス保証」プログラムに登録しているボリュームやLUNについて、レイテンシ
が保証されたレベルを超えていないことを確認することができます。

タスク概要

レイテンシのパフォーマンス保証は、1処理あたりの時間（ミリ秒）で定義され、レイテン
シがその値を超えないように保証するものです。値は、デフォルトの5分間のパフォーマン
ス収集期間ではなく、1時間あたりの平均値です。

手順

1. [パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューまたは[パフォーマンス / すべての LUN]
ビューで、目的のボリュームまたはLUNを選択します。

2. 選択したボリュームまたはLUNの[パフォーマンス エクスプローラ]ページで、[統計の表
示：]セレクタから[1 時間平均]を選択します。
レイテンシ グラフの表示が5分間隔の収集データから1時間あたりの平均値に変わり、グ
ラフの振れ幅が少なくなります。

3. 同じアグリゲートにパフォーマンス保証の対象となるボリュームがほかにもある場合
は、それらのボリュームを追加して同じグラフでレイテンシの値を確認できます。
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ローカル ノード上にのみ存在するワークロードに基づくノード
IOPSの表示

ノードのIOPSカウンタ グラフでは、リモート ノード上のボリュームに対する読み取り / 書
き込み処理を実行するために、処理がネットワークLIFを使用してローカル ノードのみを経
由する箇所を特定できます。IOPSの「合計（ローカル）」グラフと「IOPS - 内訳（ローカル）」
グラフには、現在のノード上のみのローカル ボリュームに含まれるデータのIOPSが表示さ
れます。

タスク概要

これらのカウンタ グラフの「ローカル」バージョンは、ローカル ボリューム上のデータの
統計のみを表示するパフォーマンス容量と利用率のノード グラフに似ています。
これらのカウンタ グラフの「ローカル」バージョンと通常の「合計」バージョンのカウン
タ グラフを比較することで、ローカル ノードを経由してリモート ノード上のボリュームに
アクセスしているトラフィックが大量にあるかどうかを確認できます。ローカル ノードを
経由してリモート ノード上のボリュームにアクセスしている処理が多すぎるとパフォーマ
ンスの問題を引き起こすことがあり、ノードにおける高利用率として報告される可能性があ
ります。このような場合は、ボリュームをローカル ノードに移動したり、ホストからその
ボリュームにアクセスしているトラフィックを接続可能なリモート ノードにLIFを作成し
たりすることができます。

手順

1. 選択したノードの[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページで、IOPSグラフのド
ロップダウン メニューから[合計]を選択します。
[IOPS - 合計]グラフが表示されます。

2. [ズーム ビュー]をクリックして、新しいブラウザ タブに拡大したグラフを表示します。

3. [パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページに戻り、IOPSグラフのドロップダウン
メニューから[合計（ローカル）]を選択します。
[IOPS - 合計（ローカル）]グラフが表示されます。

4. [ズーム ビュー]をクリックして、新しいブラウザ タブに拡大したグラフを表示します。

5. グラフを並べて表示し、IOPS値が大きく異なっている領域を特定します。

6. これらの領域にカーソルを合わせて、特定の時点におけるローカルと合計のIOPSを比較
します。

[オブジェクト ランディング]ページの構成要素
[オブジェクト ランディング]ページには、重大、警告、および情報のすべてのイベントにつ
いての詳細が表示されます。すべてのクラスタ オブジェクトのパフォーマンスの詳細が表
示され、個々のオブジェクトを選択してさまざまな期間のデータを比較することができま
す。
[オブジェクト ランディング]ページでは、すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンス
を確認したり、オブジェクトのパフォーマンス データを並べて表示して比較したりできま
す。これはパフォーマンスの評価やイベントのトラブルシューティングを行うときに便利
です。
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注：カウンタの概要パネルおよび[カウンタ グラフ]には、5分間のサンプリング間隔に基
づくデータが表示されます。ページの左側にあるオブジェクトのインベントリ グリッド
には、1時間のサンプリング間隔に基づくデータが表示されます。

次の図は、[エクスプローラ]の情報が表示された[オブジェクト ランディング]ページの例を
示しています。
 

 

[オブジェクト ランディング]ページでは、表示するストレージ オブジェクトに応じて、オブ
ジェクトに関するパフォーマンス データが次のタブに表示されます。

• サマリ
各オブジェクトの過去72時間のイベントやパフォーマンスを示すカウンタ チャートが3
つか4つ表示されます。チャートには、その期間の高い値と低い値の傾向を示す線も表示
されます。

• エクスプローラ
現在のオブジェクトに関連するストレージ オブジェクトがグリッド形式で表示され、現
在のオブジェクトと関連オブジェクトのパフォーマンスの値を比較することができま
す。このタブには最大11個のカウンタ チャートと期間セレクタが表示され、さまざまな
比較が可能です。

• 情報
ストレージ オブジェクトに関するパフォーマンス以外の構成の属性が表示されます。イ
ンストールされているONTAPソフトウェアのバージョン、HAパートナーの名前、ポート
やLIFの数などが含まれます。

• パフォーマンス上位
クラスタの場合：選択したパフォーマンス カウンタに基づいて、パフォーマンスが上位
または下位のストレージ オブジェクトが表示されます。

• フェイルオーバー プラン
ノードの場合：ノードのHAパートナーで障害が発生した場合のノードのパフォーマンス
に対する影響の推定値が表示されます。
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• 詳細
ボリュームの場合：選択したボリュームのワークロードに対するすべてのI/Oアクティビ
ティと処理について、詳細なパフォーマンス統計が表示されます。このタブは、FlexVol、
FlexGroupボリューム、およびFlexGroupのコンスティチュエントに対して表示されます。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（24ページ）
[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（77ページ）

関連タスク

イベント タイムラインでのイベント詳細の表示（68ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（75ページ）
[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ（50ページ）
[パフォーマンス上位]ページ（52ページ）
[ノード フェイルオーバー プラン]ページの概要と使用方法（95ページ）

[サマリ]ページ
[サマリ]ページには、過去72時間を対象に、オブジェクト別のイベントとパフォーマンスの
詳細を含むカウンタ グラフが表示されます。このデータは自動では更新されず、最後に
ページがロードされた時点のデータです。[サマリ]ページ内のグラフを基に、さらに詳しい
調査が必要かどうかを判断します。
サマリ グラフには、過去72時間の概要が表示され、さらに調査が必要な潜在的な問題の特
定に役立ちます。

グラフとカウンタの統計
[サマリ]ページのカウンタ値はグラフに表示されます。
グラフ上のラインにカーソルを合わせると、特定の時点のカウンタ値を表示できます。サマ
リ グラフには、以下のカウンタについて、過去72時間のアクティブな重大イベントと警告
イベントの合計数も表示されます。
レイテンシ

すべてのI/O要求の平均応答時間。処理あたりのミリ秒で表されます。
すべてのオブジェクト タイプについて表示されます。

IOPS

平均処理速度。1秒あたりの入出力処理数で表されます。
すべてのオブジェクト タイプについて表示されます。

MBps

平均スループット。1秒あたりのメガバイト数で表されます。
すべてのオブジェクト タイプについて表示されます。

使用済みパフォーマンス容量
ノードまたはアグリゲートによるパフォーマンス容量の平均消費率。
ノードとアグリゲートについてのみ表示されます。このグラフは、ONTAP 9.0以降
のソフトウェアを使用している場合にのみ表示されます。

利用率
ノードとアグリゲートのオブジェクト利用率、またはポートの帯域幅利用率。
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ノード、アグリゲート、およびポートについてのみ表示されます。
アクティブなイベントのイベント件数にカーソルを合わせると、各イベントのタイプと数が
表示されます。重大イベントは赤（ ）、警告イベントは黄色（ ）で表示されます。
グラフ右上のグレーのバーに表示される数字は、過去72時間の平均値です。トレンド グラ
フの上下に表示される数字は、過去72時間の最大値と最小値です。グラフ下のグレーのバー
には、過去72時間のアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）と廃止イベン
トの件数が表示されます。
 

 

[レイテンシ]カウンタ グラフ
[レイテンシ]カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトのレイテンシの概
要を確認できます。レイテンシは、すべてのI/O要求の平均応答時間（処理あたり
のミリ秒）を表し、クラスタ ストレージ コンポーネントのデータ パケットまたは
ブロックの処理時間、待機時間、またはその両方が考慮されます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間の平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のレイテ
ンシの最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、そ
の時点のレイテンシの値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[IOPS]カウンタ グラフ
[IOPS]カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトのIOPSの概要を確認で
きます。IOPSは、ストレージ システムの処理速度（1秒あたりのI/O処理数）を示
します。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間の平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のIOPS
の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時
点のIOPSの値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[MBps]カウンタ グラフ
[MBps]カウンタのグラフには、オブジェクトのMBpsパフォーマンスが表示されま
す。これは、オブジェクトとの間で転送されたデータの量（1秒あたりのメガバイ
ト数）を示します。[MBps]カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトの
MBpsの概要を確認できます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間のMBpsの平均値です。
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中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のMBps
の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時
点のMBpsの値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[使用済みパフォーマンス容量]カウンタのグラフ
[使用済みパフォーマンス容量]カウンタのグラフには、オブジェクトが消費してい
るパフォーマンス容量の割合が表示されます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間のパフォーマンス容量使用率の
平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のパフォー
マンス容量使用率の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合
わせると、その時点のパフォーマンス容量使用率の値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[利用率]カウンタ グラフ
[利用率]カウンタのグラフには、オブジェクトの利用率が表示されます。[利用率]
カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトまたは帯域幅の利用率の概要
を確認できます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間の利用率の平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間の利用率
の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時
点の利用率の値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

イベント
該当する場合、イベント履歴テーブルに、そのオブジェクトで発生した最近のイベントが表
示されます。イベント名をクリックすると、[イベントの詳細]ページにイベントの詳細が表
示されます。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素
[パフォーマンス エクスプローラ]ページを使用すると、クラスタに含まれるすべてのボ
リュームなど、クラスタ内の同様のオブジェクトのパフォーマンスを比較することができま
す。これは、パフォーマンス イベントのトラブルシューティングやオブジェクトのパ
フォーマンスの微調整を行う際に便利です。各オブジェクトを他のオブジェクトとの比較
でベースラインとなるルート オブジェクトと比較することもできます。

[お気に入り]ボタン（ ）をクリックすると、このオブジェクトをお気に入りのストレー

ジ オブジェクト リストに追加できます。ボタンが青色の場合（ ）は、オブジェクトは
すでにお気に入りに登録されています。
[健全性ビューに切り替え]ボタンをクリックすると、このオブジェクトの[健全性の詳細]
ページを表示できます。このオブジェクトのストレージ設定に関して、問題のトラブル
シューティングに役立つ重要な情報が得られる場合があります。
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The [パフォーマンス エクスプローラ]ページには、クラスタ オブジェクトとそのパフォーマ
ンス データのリストが表示されます。このページでは、同じタイプのすべてのクラスタ オ
ブジェクト（ボリュームとそのオブジェクト固有のパフォーマンス統計など）が表形式で表
示されます。このビューで、クラスタ オブジェクトのパフォーマンスの概要を効率的に確
認することができます。
注：表のセルに「N/A」と表示される場合は、そのオブジェクトに対するI/Oがまだないた
め、その時点ではそのカウンタの値を利用できないことを意味します。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素は次のとおりです。
期間

オブジェクト データの期間を選択できます。
事前定義の範囲を選択できるほか、カスタムの期間を独自に指定することもでき
ます。

表示して比較
グリッドに表示する関連オブジェクトのタイプを選択できます。
使用可能なオプションは、ルート オブジェクトのタイプと利用可能なデータに
よって異なります。[表示して比較]ドロップダウン リストをクリックしてオブ
ジェクトのタイプを選択できます。選択したオブジェクトのタイプがリストに表
示されます。

フィルタ
受け取るデータの量を設定に基づいて絞り込むことができます。
IOPSが4を超えるオブジェクトに限定するなど、オブジェクト データに適用する
フィルタを作成することができます。フィルタは最大で4つまで同時に追加でき
ます。

比較
ルート オブジェクトと比較する対象として選択したオブジェクトのリストが表示
されます。
[比較]ペインに表示されたオブジェクトのデータが[カウンタ グラフ]に表示され
ます。

統計の表示
ボリュームとLUNについて、統計情報を各収集サイクル（デフォルトは5分）後に
表示するか、または1時間ごとの平均値として表示するかを選択できます。この機
能を使用してレイテンシ グラフを表示することで、ネットアップの「パフォーマ
ンス保証」プログラムの状況を確認することができます。

カウンタ チャート
オブジェクトのパフォーマンスのカテゴリ別にグラフ形式のデータが表示されま
す。
通常、デフォルトではチャートが3つか4つのみ表示されます。[グラフを選択]構成
要素で、追加のチャートを表示したり、特定のチャートを非表示にしたりできま
す。[イベント タイムライン]の表示と非表示を切り替えることもできます。

イベント タイムライン
[期間] 構成要素で選択したタイムラインについて、発生したパフォーマンス イベ
ントが表示されます。

関連概念

カウンタ グラフの概要（63ページ）
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関連タスク

事前定義の期間の選択（61ページ）
カスタムの期間の指定（61ページ）
インベントリ ページの内容のフィルタリング（20ページ）
イベント タイムラインでのイベント詳細の表示（68ページ）
比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（62ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（66ページ）
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QoSポリシー グループ情報を使用したパフォーマン
スの管理

Unified Managerでは、監視しているすべてのクラスタで使用可能なQoSポリシー グループを
表示できます。ポリシーは、ONTAPソフトウェアを使用して定義されている場合もあれば、
NetApp OnCommand API Servicesで定義されている場合もあります。Unified Managerには、
QoSポリシー グループが割り当てられているボリュームとLUNも表示されます。
Unified ManagerとOnCommand API Services（SLM）を、接続または統合する必要はありませ
ん。SLMで定義されたQoSポリシーはクラスタに伝達され、Unified Managerは、ONTAPで直
接定義されたQoSポリシーと同様に、接続されたクラスタからそのQoSポリシー設定を取得
します。
QoS設定の調整の詳細については、NetApp OnCommand API Servicesのドキュメントおよび
『ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド』を参照してください。
ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド

ストレージQoSがワークロード スループットを制御する仕組み
QoSポリシー グループを作成して、ポリシー グループに含まれるワークロードの1秒あたり
のI/O処理数（IOPS）やスループット（MBps）の上限を制御できます。ワークロードが属す
るポリシー グループに上限が設定されていない場合（デフォルトのポリシー グループな
ど）、あるいは設定された上限がニーズに合わない場合は、上限を引き上げるか、適切な上
限が設定された新規または既存のポリシー グループにワークロードを移動できます。
「従来の」QoSポリシー グループは、単一のボリュームやLUNなど、個々のワークロードに
割り当てることができます。この場合、そのワークロードがスループットを上限まで使用で
きます。また、QoSポリシー グループを複数のワークロードに割り当てることもできます。
この場合は、スループットの上限がそれらのワークロードで「共有」されます。たとえば、
3つのワークロードに9,000 IOPSのQoS制限を割り当てた場合、IOPSの合計が9,000 IOPSを超
えないように制限されます。
「アダプティブ」QoSポリシー グループも、個々のワークロードと複数のワークロードのど
ちらにも割り当てることができます。ただし、複数のワークロードに割り当てられている場
合も、スループットの値を他のワークロードと共有するのではなく、各ワークロードでス
ループットが上限まで使用されます。さらに、アダプティブQoSポリシーは、スループット
の設定をワークロードごとにボリューム サイズに基づいて自動的に調整し、ボリューム サ
イズが変わっても容量に対するIOPSの比率を維持します。たとえば、アダプティブQoSポリ
シーでピークが5,000 IOPS/TBに設定されている場合、10TBのボリュームのスループットの
上限は50,000 IOPSになります。ボリュームのサイズが20TBに変更されると、アダプティブ
QoSによって上限が100,000 IOPSに調整されます。
ONTAP 9.5以降では、アダプティブQoSポリシーを定義する際にブロック サイズを指定でき
ます。これにより、ワークロードが非常に大きなブロック サイズを使用していて、その結
果スループットの大半を使用しているケースでは、ポリシーのしきい値がIOPS/TBからMBps
に変換されます。
グループでQoSポリシーを共有している場合、ポリシー グループ内のすべてのワークロード
のIOPSまたはMBpsが設定された上限を超えると、ワークロードが調整されてそのアクティ
ビティが制限されます。その結果、ポリシー グループ内の全ワークロードのパフォーマン
スが低下することがあります。ポリシー グループの調整によって動的なパフォーマンス イ
ベントが生成されると、イベントの説明に関係するポリシー グループの名前が表示されま
す。

80

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-perf-mon/home.html


[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューでは、影響を受けたボリュームをIOPSとMBps
でソートすることで、イベントの原因となった可能性がある使用率が最も高いワークロード
を確認できます。[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページで、他のボリューム
またはボリューム上のLUNを選択して、影響を受けたワークロードについてIOPSまたは
MBpsのスループットの使用状況を比較することができます。
ノード リソースを過剰に消費しているワークロードは、より制限の厳しいポリシー グルー
プに割り当てます。これにより、ポリシー グループによる調整でワークロードのアクティ
ビティが制限されて、そのノードでのリソースの使用が削減されます。一方、ワークロード
で使用できるノードのリソースを増やす場合は、ポリシー グループの値を大きくすること
ができます。
System Manager、ONTAPコマンド、またはNSLMを使用してポリシー グループを管理できま
す。これには次のタスクが含まれます。
• ポリシー グループの作成
• ポリシー グループ内のワークロードの追加または削除
• ポリシー グループ間でのワークロードの移動
• ポリシー グループのスループット制限の変更
• 別のアグリゲートやノードへのワークロードの移動

すべてのクラスタで使用可能なすべてのQoSポリシー グループ
の表示

Unified Managerによって監視されているクラスタで使用可能なすべてのQoSポリシー グ
ループのリストを表示できます。これには、従来のQoSポリシー、アダプティブQoSポリ
シー、およびNetApp Service Level Manager（NSLM）によって管理されるQoSポリシーが含
まれます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[QoS]をクリックします。
[パフォーマンス / 従来の QoS ポリシー グループ]ビューはデフォルトで表示されます。

2. 使用可能な従来の各QoSポリシー グループの詳細な設定を表示します。

3. QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリックして、そのポリシー グ
ループに関する詳細情報を表示します。

4. [表示]メニューで、その他のいずれかのオプションを選択して、アダプティブQoSポリ
シー グループまたはNSLMツールで作成されたQoSポリシー グループをすべて表示しま
す。

同じQoSポリシー グループ内のボリュームまたはLUNの表示
同じQoSポリシー グループに割り当てられているボリュームおよびLUNのリストを表示で
きます。

タスク概要

複数のボリュームで「共有」されている従来のQoSポリシー グループでは、この方法を使用
することでポリシー グループに定義されたスループットを特定のボリュームが過剰に使用
しているかどうかを確認できます。また、他のボリュームに悪影響を及ぼすことなくポリ
シー グループにボリュームを追加できるかどうかを判断することもできます。
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アダプティブQoSポリシーとNSLMポリシーでは、ポリシー グループを使用しているすべて
のボリュームまたはLUNを表示して、QoSポリシーの設定を変更した場合に影響を受けるオ
ブジェクトを確認できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[QoS]をクリックします。
[パフォーマンス / 従来の QoS ポリシー グループ]ビューはデフォルトで表示されます。

2. 従来のポリシー グループを対象とする場合は、このページを表示したままにします。そ
れ以外の場合は、その他のいずれかの[表示]オプションを選択して、アダプティブQoSポ
リシー グループまたはNSLMツールで作成されたQoSポリシー グループをすべて表示し
ます。

3. 目的のQoSポリシーで、QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリッ
クして詳細情報を表示します。

4. [ボリューム]リンクまたは[LUN]リンクをクリックして、このQoSポリシーを使用してい
るオブジェクトを表示します。
ボリュームまたはLUNの[パフォーマンス]インベントリ ページに、QoSポリシーを使用し
ているオブジェクトのリストが表示されます。

特定のボリュームまたはLUNに適用されたQoSポリシー グルー
プ設定の表示

ボリュームおよびLUNに適用されたQoSポリシー グループを表示できます。また、[パ
フォーマンス / QoS ポリシー グループ]ビューにアクセスして、各QoSポリシーの詳細な設定
を表示できます。

タスク概要

ボリュームに適用されたQoSポリシーを表示する手順を次に示します。LUNについても同
様です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。
[健全性 / すべてのボリューム]ビューはデフォルトで表示されます。
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2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [QoS ポリシー グループのボリューム]を選択しま
す。
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループのボリューム]ビューが表示されます。

3. 確認するボリュームを探し、[QoS ポリシー グループ]列が表示されるまで右にスクロー
ルします。

4. QoSポリシー グループ名をクリックします。
従来のQoSポリシー、アダプティブQoSポリシー、またはNSLMツールで作成されたQoS
ポリシーに対応する[QoS]ページが表示されます。

5. QoSポリシー グループの詳細な設定を表示します。

6. QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリックして、そのポリシー グ
ループに関する詳細情報を表示します。

パフォーマンス グラフを使用した同じQoSポリシー グループ内
のボリュームまたはLUNの比較

同じQoSポリシー グループ内のボリュームとLUNを表示し、1つの[IOPS]、[MBps]、または
[IOPS/TB]グラフ上でパフォーマンスを比較して問題を特定できます。

タスク概要

同じQoSポリシー グループ内のボリュームのパフォーマンスを比較する手順を次に示しま
す。LUNについても同様です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。
[健全性 / すべてのボリューム]ビューはデフォルトで表示されます。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [QoS ポリシー グループのボリューム]を選択しま
す。
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループのボリューム]ビューが表示されます。

3. 確認するボリュームの名前をクリックします。
ボリュームの[パフォーマンス エクスプローラ]ページが表示されます。

4. [表示して比較]メニューで、[同じ QoS ポリシー グループのボリューム]を選択します。
同じQoSポリシーを共有する他のボリュームが下のテーブルに表示されます。

5. [追加]ボタンをクリックしてこれらのボリュームをグラフに追加します。これで、選択し
たすべてのボリュームについて、IOPS、MBps、IOPS/TB、およびその他のパフォーマン
ス カウンタをグラフ内で比較できます。
パフォーマンスを表示する期間はデフォルトの72時間以外に変更できます。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なる
QoSポリシーの表示方法

[パフォーマンス エクスプローラ]のIOPS、IOPS/TB、およびMBpsの各グラフでは、ボリュー
ムやLUNに適用されているONTAPで定義されたQuality of Service（QoS;サービス品質）ポリ
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シーの設定を確認することができます。グラフに表示される情報は、ワークロードに適用さ
れているQoSポリシーのタイプによって異なります。
スループットの「上限」は、ワークロードに許容される最大スループットを定義する設定
で、競合するワークロードのシステム リソースへの影響を抑制するために使用されます。
スループットの「下限」は、ワークロードに必要な最小スループットを定義する設定で、競
合するワークロードによる要求に関係なく、重要なワークロードに最小限のスループットを
確保するために使用されます。
IOPSおよびMBpsの共有と非共有のQoSポリシーでは、「最小」と「最大」という用語が下限
と上限の意味で使用されます。ONTAP 9.3で導入されたIOPS/TBのアダプティブQoSポリ
シーでは、「予想」と「ピーク」という用語が下限と上限の意味で使用されます。
ONTAPではそれらの2つのタイプのQoSポリシーを作成できますが、パフォーマンス グラフ
には、ワークロードへの適用方法に応じて3通りの方法でQoSポリシーが表示されます。

ポリシーのタイプ 機能 Unified Managerのインター
フェイスでの表示

単一のワークロードに割り
当てられた共有のQoSポリ
シー、単一のワークロードま
たは複数のワークロードに
割り当てられた非共有の
QoSポリシー

指定されたスループットの
設定を各ワークロードで消
費可能

「(QoS)」と表示

複数のワークロードに割り
当てられた共有のQoSポリ
シー

指定されたスループットの
設定をすべてのワークロー
ドで共有

「（QoS 共有）」と表示

単一のワークロードまたは
複数のワークロードに割り
当てられたアダプティブ
QoSポリシー

指定されたスループットの
設定を各ワークロードで消
費可能

「（QoS アダプティブ）」と表
示

次の図は、カウンタ グラフでの3通りの表示方法の例を示したものです。

IOPSで定義された標準のQoSポリシーをワークロードのIOPS/TBグラフに表示するときは、
IOPSの値がIOPS/TBの値にONTAPで換算され、そのポリシーがUnified ManagerのIOPS/TBグ
ラフに「QoS（IOPS）」というテキスト付きで表示されます。
IOPS/TBで定義されたアダプティブQoSポリシーをワークロードのIOPSグラフに表示すると
きは、ピークIOPSの割り当て設定の設定方法に応じて、IOPS/TBの値がIOPSの値にONTAP
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で換算され、そのポリシーがUnified ManagerのIOPSグラフに「QoS アダプティブ（IOPS/使
用済み TB）」または「QoS アダプティブ（IOPS/割り当て済み TB）」というテキスト付きで
表示されます。割り当て設定が「割り当て済みスペース」の場合は、ボリュームのサイズに
基づいてピークIOPSが計算されます。割り当て設定が「使用済みスペース」の場合は、
Storage Efficiency機能の効果を考慮し、ボリュームに格納されているデータの量に基づいて
ピークIOPSが計算されます。
注：[IOPS/TB]グラフにパフォーマンス データが表示されるのは、ボリュームで使用され
ている論理容量が1TB以上のときだけです。選択した期間に使用容量が1TBを下回る期間
がある場合、その間のデータはグラフに表示されません。

関連タスク

[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoSの下限と上限の設定の表示
（85ページ）

[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoS
の下限と上限の設定の表示

[パフォーマンス エクスプローラ]のグラフでは、ボリュームやLUNに対してONTAPで定義
されているQuality of Service（QoS;サービス品質）ポリシーの設定を確認することができま
す。最大スループット設定は、競合するワークロードによるシステム リソースへの影響を
抑制するために使用されます。最小スループット設定は、競合するワークロードによる要求
に関係なく、重要なワークロードに最小限のスループットを確保するために使用されます。

タスク概要

QoSスループットの「下限」と「上限」のIOPSおよびMBpsの設定は、ONTAPで設定されて
いる場合にのみカウンタ グラフに表示されます。最小スループット設定は、ONTAP 9.2以降
のソフトウェアを実行しているシステムでのみ使用できます。対象はAFFシステムのみで、
現時点ではIOPSについてのみ設定できます。
アダプティブQoSポリシーはONTAP 9.3以降で使用できる機能で、IOPSの代わりにIOPS/TB
が使用されます。アダプティブ ポリシーは、QoSポリシーの値をワークロードごとにボ
リューム サイズに基づいて自動的に調整し、ボリューム サイズが変わっても容量に対する
IOPSの比率を維持します。アダプティブQoSポリシー グループはボリュームにのみ適用で
きます。アダプティブQoSポリシーでは、最小と最大の代わりに、「想定」と「ピーク」と
いうQoSの用語が使用されます。
Unified Managerでは、定義されているQoS最大ポリシーの設定を超えるワークロードが過去
1時間の各パフォーマンス収集期間で見つかった場合に、QoSポリシーの違反とみなして警
告イベントを生成します。ワークロードのスループットが各収集期間に短時間だけQoSの
しきい値を超えることがありますが、Unified Managerのグラフには収集期間全体の「平均」
のスループットが表示されます。そのため、QoSのイベントが表示された場合でも、グラフ
ではワークロードのスループットがポリシーのしきい値を超えていないように見えること
があります。

手順

1. QoSの上限と下限の設定を確認するには、選択したボリュームまたはLUNの[パフォーマ
ンス エクスプローラ]ページで次のいずれかを実行します。

状況 操作

IOPSの上限（QoS最大）を
表示する

IOPSの[合計]グラフまたは[内訳]グラフで、[ズーム ビュー]をク
リックします。
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状況 操作

MBpsの上限（QoS最大）を
表示する

MBpsの[合計]グラフまたは[内訳]グラフで、[ズーム ビュー]をク
リックします。

IOPSの下限（QoS最小）を
表示する

IOPSの[合計]グラフまたは[内訳]グラフで、[ズーム ビュー]をク
リックします。

IOPS/TBの上限（QoSピー
ク）を表示する

ボリュームの場合は、[IOPS/TB]グラフで[ズーム ビュー]をクリッ
クします。

IOPS/TBの下限（QoS想定）
を表示する

ボリュームの場合は、[IOPS/TB]グラフで[ズーム ビュー]をクリッ
クします。

ONTAPで設定されている最大スループットと最小スループットの値が横方向の点線で示
されます。QoS値に対する変更がいつ実装されたかも確認できます。

2. IOPSおよびMBpsの具体的な値をQoS設定と比較して確認するには、グラフ領域にカーソ
ルを合わせてポップアップ ウィンドウを参照します。

次のタスク

特定のボリュームまたはLUNのIOPSやMBpsが非常に高く、システム リソースを圧迫してい
る場合は、System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、それらのワークロードが他のワー
クロードのパフォーマンスに影響しないようにQoS設定を調整することができます。
QoS設定の調整の詳細については、『ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド 』を参照し
てください。
ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なるQoSポリシーの表示方法（83
ページ）
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パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用
したパフォーマンスの管理

パフォーマンス容量は、あるリソースの有用なパフォーマンスを超過しない範囲で、そのリ
ソースから引き出すことのできるスループットの量を示します。既存のパフォーマンス カ
ウンタを使用した場合、レイテンシの問題が発生することなく、ノードまたはアグリゲート
を最大限利用可能なポイントがパフォーマンス容量です。
Unified Managerは、各クラスタ内のノードとアグリゲートからパフォーマンス容量の統計を
収集します。使用済みパフォーマンス容量は、使用中のパフォーマンス容量の割合です。空
きパフォーマンス容量は使用可能な残りのパフォーマンス容量の割合です。
空きパフォーマンス容量は使用可能な残りのリソースの割合を示すのに対し、使用可能な
IOPSは最大パフォーマンス容量に達するまでにリソースに追加できるIOPS（ワークロード）
の数を示します。この指標を使用すると、あらかじめ決めた数のIOPSのワークロードを安心
してリソースに追加できます。
パフォーマンス容量情報を監視する利点は次のとおりです。

• ワークフローのプロビジョニングとバランシングに役立つ。

• ノードの過負荷や、ノードのリソースが最適ポイントを超えるのを回避して、トラブル
シューティングの必要性を減らす。

• ストレージ機器の追加が必要なケースを正確に判断する。

使用済みパフォーマンス容量とは
使用済みパフォーマンス容量カウンタは、それ以上ワークロードが増えるとパフォーマンス
が低下する可能性があるポイントにノードまたはアグリゲートのパフォーマンスが達して
いないかどうかを特定するのに役立ちます。また、特定の期間のノードまたはアグリゲート
の使用率が高すぎないかどうかを調べることもできます。使用済みパフォーマンス容量は、
利用率と似ていますが、特定のワークロードに使用できる物理リソースのパフォーマンス容
量に関するより詳しい情報を提供します。
注：パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェ
アがインストールされている場合にのみ表示されます。

ノードまたはアグリゲートの利用率とレイテンシ（応答時間）が最適で、効率的に使用され
ているポイントが、使用済みパフォーマンス容量の最適ポイントとなります。アグリゲート
のレイテンシと利用率の関係を示す曲線の例を次の図に示します。
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この例では、運用ポイントから、アグリゲートの現在の利用率は50%で、レイテンシは1.0ミ
リ秒/処理です。アグリゲートからキャプチャされたUnified Managerの統計によると、このア
グリゲートでは追加のパフォーマンス容量を利用できます。この例では、最適ポイントは、
アグリゲートの利用率が80%で、レイテンシが2.0ミリ秒/処理のポイントです。したがって、
このアグリゲートにさらにボリュームやLUNを追加することで、システムをより効率的に使
用することができます。
パフォーマンス容量にはレイテンシへの影響が加味されるため、使用済みパフォーマンス容
量カウンタの値は「利用率」カウンタの値よりも通常は大きくなります。たとえば、ノード
またはアグリゲートの利用率が70%の場合、使用済みパフォーマンス容量の値はレイテンシ
の値に応じて80～100%になると想定されます。
ただし、[ダッシュボード/パフォーマンス]ページでは、利用率カウンタの値の方が大きくな
ることがあります。これは、このダッシュボードには、Unified Managerのユーザ インター
フェイスの他のページのような一定期間の平均値ではなく、各収集期間の最新のカウンタの
値が更新されて表示されるためです。使用済みパフォーマンス容量カウンタは一定期間の
パフォーマンスの平均を確認するのに適した指標であり、利用率カウンタは特定の時点での
リソースの使用状況を確認するのに適した指標です。

使用済みパフォーマンス容量の値の意味
使用済みパフォーマンス容量の値は、利用率が高い状態や低い状態のノードやアグリゲート
を特定するのに役立ちます。この情報に基づいて、ストレージ リソースをより効率的に活
用できるようにワークロードを再分配することができます。
次の図は、リソースのレイテンシと利用率の関係を示す曲線を示したものです。現在の運用
ポイントを色付きの3つの点で示してあります。
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• 使用済みパフォーマンス容量が100%の状態が最適ポイントです。
このポイントであれば、リソースが効率的に使用されています。

• 使用済みパフォーマンス容量が100%を超えている場合は、ノードまたはアグリゲートの
利用率が高く、ワークロードのパフォーマンスが最適な状態ではないことを示します。
新しいワークロードをリソースに追加することは推奨されず、既存のワークロードの再
分配が必要になる可能性があります。

• 使用済みパフォーマンス容量が100%未満の場合は、ノードまたはアグリゲートの利用率
が低く、リソースが効率的に活用されていないことを示します。
リソースにワークロードをさらに追加することができます。

注：利用率とは異なり、使用済みパフォーマンス容量は100%を超えることがあります。こ
の値に上限はありませんが、一般に、リソースの利用率が高いときで110～140%ほどにな
ります。この値が大きいほど、リソースの問題が深刻であることを示します。

使用可能なIOPSとは
使用可能なIOPSカウンタは、リソースの上限に達するまでにノードまたはアグリゲートに追
加できる残りのIOPSの数を示します。ノードで提供可能な合計IOPSは、CPUの数、CPUの
速度、RAMの容量など、ノードの物理仕様に基づきます。アグリゲートで提供可能な合計
IOPSは、ディスクがSATA、SAS、またはSSDのいずれであるかなど、ディスクの物理特性
に基づきます。
空きパフォーマンス容量カウンタは使用可能な残りのリソースの割合を示すのに対し、使用
可能なIOPSカウンタは最大パフォーマンス容量に達するまでにリソースに追加できるIOPS
（ワークロード）の正確な数を示します。
たとえば、FAS2520とFAS8060のストレージ システムを使用している場合、空きパフォーマ
ンス容量の値が30%であれば、空きパフォーマンス容量がいくらか残っていることがわかり
ます。ただし、この値からは、それらのノードに追加で導入できるワークロードの数はわか
りません。使用可能なIOPSカウンタの場合は、使用可能なIOPSがFAS8060には500あり、
FAS2520には100だけのように、正確な数が示されます。
注：使用可能なIOPSのデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェアが
インストールされている場合にのみ表示されます。

ノードのレイテンシとIOPSの関係を示す曲線の例を次の図に示します。
 

 

リソースで提供可能な最大IOPSは、使用済みパフォーマンス容量カウンタが100%（最適ポ
イント）の時点のIOPSの数です。運用ポイントから、このノードの現在のIOPSは100Kで、
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レイテンシは1.0ミリ秒/処理です。ノードからキャプチャされたUnified Managerの統計によ
ると、このノードの最大IOPSは160Kであり、あと60KのIOPSを利用できます。したがって、
このノードにさらにワークロードを追加することで、システムをより効率的に使用すること
ができます。
注：ユーザ アクティビティが少ないリソースについては、一般的なワークロードを想定
し、CPUコアあたりのIOPSを約4,500として使用可能なIOPSの値が計算されます。これは、
配分されるワークロードの特性を正確に見積もるためのデータがUnified Managerで得ら
れないためです。

ノードとアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量の値の表
示

クラスタ内のすべてのノードまたはアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量の値、また
は、1つのノードあるいはアグリゲートの詳細を表示できます。
使用済みパフォーマンス容量の値は、パフォーマンス ダッシュボード、[パフォーマンス イ
ンベントリ]ページ、[パフォーマンス上位]ページ、[しきい値ポリシーの作成]ページ、[パ
フォーマンス エクスプローラ]ページ、および詳細チャートに表示されます。たとえば、[パ
フォーマンス / アグリゲート インベントリ]ページの[使用済みパフォーマンス容量]列には、
すべてのアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量の値が表示されます。
 

 

ノードにONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされていない場合は、「N/A」ステー
タスが表示されます。
使用済みパフォーマンス容量のカウンタを監視すると、次の項目を特定できます。

• クラスタ上に使用済みパフォーマンス容量の値が大きいノードまたはアグリゲートがな
いか

• クラスタ上にアクティブな使用済みパフォーマンス容量のイベントが発生しているノー
ドまたはアグリゲートがないか

• 使用済みパフォーマンス容量の値がクラスタ内で最も大きい、または小さいノードとア
グリゲート

• 使用済みパフォーマンス容量の値が大きいノードまたはアグリゲートにおける[レイテ
ンシ]カウンタと[利用率]カウンタの値
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• HAペアのどちらかのノードに障害が発生した場合のノードの使用済みパフォーマンス
容量への影響

• 使用済みパフォーマンス容量の値が大きいアグリゲート上の最も負荷の高いボリューム
とLUN

ノードとアグリゲートの使用可能なIOPSの値の表示
クラスタ内のすべてのノードまたはアグリゲートの使用可能なIOPSの値、または、1つのノー
ドあるいはアグリゲートの詳細を表示できます。
使用可能なIOPSの値は、[パフォーマンス エクスプローラ]ページのチャートに表示されま
す。たとえば、[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページでノードを表示している場
合に、「使用可能な IOPS」カウンタ チャートをリストから選択して、そのノード上の複数の
アグリゲートの使用可能なIOPSの値を比較できます。
 

 

[使用可能な IOPS]カウンタを監視すると、次の項目を特定できます。

• 使用可能なIOPSの値が最も大きいノードまたはアグリゲート。今後ワークロードを導入
可能な場所を判断します。

• 使用可能なIOPSの値が最も小さいノードまたはアグリゲート。今後発生する可能性のあ
るパフォーマンスの問題について監視が必要なリソースを特定します。

• 使用可能なIOPSの値が小さいアグリゲート上の最も負荷の高いボリュームとLUN。
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問題を特定するためのパフォーマンス容量カウンタ グラフの表
示

[パフォーマンス エクスプローラ]ページには、ノードとアグリゲートの使用済みパフォーマ
ンス容量グラフを表示できます。選択したノードとアグリゲートの特定の期間にわたる詳
細なパフォーマンス容量データを確認できます。

タスク概要

標準のカウンタ グラフには、選択したノードまたはアグリゲートの使用済みパフォーマン
ス容量の値が表示されます。内訳カウンタ グラフには、ルート オブジェクトのパフォーマ
ンス容量の値の合計が、ユーザ プロトコルとバックグラウンドのシステム プロセスに分け
て表示されます。また、空きパフォーマンス容量も表示されます。
注：システムとデータの管理に関連する一部のバックグラウンド アクティビティはユーザ
ワークロードとみなされ、ユーザ プロトコルに分類されるため、これらのプロセスの実
行時にはユーザ プロトコルの割合が一時的に高く見えることがあります。通常、これら
のプロセスはクラスタの使用量が少ない午前0時頃に実行されます。ユーザ プロトコル
のアクティビティが午前0時頃に急増している場合は、その時間にクラスタのバックアッ
プ ジョブまたはその他のバックグラウンド アクティビティの実行が設定されていないか
どうかを確認してください。

手順

1. ノードまたはアグリゲートの[ランディング] ページから[エクスプローラ]タブを選択し
ます。

2. [カウンタ グラフ]ペインで、[グラフを選択]をクリックし、[ 使用済みパフォーマンス容
量]グラフをクリックします。

3. グラフが表示されるまで下にスクロールします。
標準グラフには、最適な範囲内のオブジェクトは黄色、利用率が低いオブジェクトは緑、
利用率が高いオブジェクトは赤で表示されます。内訳グラフには、ルート オブジェクト
についてのみパフォーマンス容量の詳細が表示されます。
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4. いずれかのグラフをフルサイズで表示するには、[ズーム ビュー]をクリックします。
このように複数のカウンタ グラフを別々のウィンドウで開くことで、使用済みパフォー
マンス容量の値を同じタイムラインでIOPSやMBpsの値と比較することができます。

使用済みパフォーマンス容量のパフォーマンスしきい値条件
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを作成して、ノードまたはアグリゲートの使
用済みパフォーマンス容量の値が定義されている使用済みパフォーマンス容量しきい値の
設定を超えたときにイベントがトリガーされるようにすることができます。
また、ノードには「使用済みパフォーマンス容量 - テイクオーバー」しきい値ポリシーを設
定することもできます。このしきい値ポリシーは、HAペアの両方のノードの使用済みパ
フォーマンス容量の値を合計して、一方のノードで障害が発生した場合にもう一方のノード
の容量が不足するかどうかを判断します。フェイルオーバー中のワークロードは2つのパー
トナー ノードのワークロードの組み合わせであるため、同じ「使用済みパフォーマンス容
量 - テイクオーバー」ポリシーを両方のノードに適用できます。
注：ノード間では、一般に使用済みパフォーマンス容量は同等になります。ただし、一方
のノードからそのフェイルオーバー パートナーへのノード間トラフィックが大量にある
場合、一方のパートナー ノードですべてのワークロードを実行している場合と、もう一
方のパートナー ノードですべてのワークロードを実行している場合の使用済みパフォー
マンス容量の合計は、どちらのノードで障害が発生したかによっては多少異なる可能性が
あります。

LUNとボリュームのしきい値を定義する場合は、使用済みパフォーマンス容量の条件を2つ
目のパフォーマンスしきい値の設定として使用して、組み合わせしきい値ポリシーを作成す
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ることもできます。使用済みパフォーマンス容量の条件は、ボリュームやLUNが格納されて
いるアグリゲートまたはノードに適用されます。たとえば、次の条件を使用して組み合わせ
しきい値ポリシーを作成できます。

ストレージ オ
ブジェクト

パフォーマンス
カウンタ

警告のしきい値 重大のしきい値 期間

ボリューム レイテンシ 15ms/op 25ms/op 20分
アグリゲート 使用済みパ

フォーマンス容
量

80% 95%

組み合わせしきい値ポリシーでは、期間全体を通じて両方の条件に違反した場合にのみイベ
ントが生成されます。

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（38ページ）
ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（40ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（35ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（37ページ）

[使用済みパフォーマンス容量]カウンタを使用したパフォーマン
スの管理

通常、組織では、使用済みパフォーマンス容量の割合を100%未満に抑えて、リソースを効
率的に使用しつつ、同時にピーク時の需要に対応するパフォーマンス容量を確保する必要が
あります。しきい値ポリシーを使用して、使用済みパフォーマンス容量の値が高い場合にア
ラートを送信するタイミングを設定できます。
パフォーマンスの要件に基づいて具体的な目標を設定できます。たとえば、金融機関では、
取り引きをタイミングよく実行するために、より多くのパフォーマンス容量を確保すること
が考えられます。このような企業は、使用済みパフォーマンス容量のしきい値を70～80%の
範囲に設定する必要があります。小規模な製造業で、ITコストを低減するためにパフォーマ
ンスを犠牲にしてもよいと考えている場合、確保するパフォーマンス容量を少なくするとい
う選択もあります。このような企業では、使用済みパフォーマンス容量のしきい値を85～
95%の範囲に設定する必要があります。
使用済みパフォーマンス容量の値がユーザ定義のしきい値ポリシーで設定した割合を超え
ると、Unified ManagerはアラートEメールを送信し、[イベント インベントリ]ページにイベ
ントを追加します。これにより、パフォーマンスに影響が及ぶ前に潜在的な問題に対応でき
ます。これらのイベントを、ノードやアグリゲート内でワークロードを移動および変更する
タイミングを図るインジケータとして使用することもできます。
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[ノード フェイルオーバー プラン]ページの概要と使
用方法

[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページでは、あるノードのハイアベイラ
ビリティ（HA）パートナー ノードで障害が発生した場合の、そのノードのパフォーマンス
への影響を見積もります。Unified Managerは、HAペアの各ノードのパフォーマンス履歴に
基づいて見積もりを行います。
フェイルオーバーのパフォーマンスへの影響を見積もることで、次のシナリオに備えて計画
することができます。

• フェイルオーバーによって、テイクオーバー ノードの推定パフォーマンスが常に許容で
きないレベルまで低下する場合は、フェイルオーバーによるパフォーマンスへの影響を
軽減する対応策を実施することを検討できます。

• ハードウェアのメンテナンス タスクを実行するために手動フェイルオーバーを開始する
前に、フェイルオーバーがテイクオーバー ノードのパフォーマンスに及ぼす影響を見積
もって、タスクを実行する最適なタイミングを判断できます。

関連概念

[ノード フェイルオーバー プラン]ページを使用した対処策の決定（95ページ）
[ノード フェイルオーバー プラン]ページでのしきい値ポリシーの使用（97ページ）

関連タスク

[使用済みパフォーマンス容量（内訳）]グラフを使用したフェイルオーバーの計画（98
ページ）

関連資料

[ノード フェイルオーバー プラン]ページの構成要素（96ページ）

[ノード フェイルオーバー プラン]ページを使用した対処策の決
定

[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページに表示される情報に基づいて、
フェイルオーバーによってHAペアのパフォーマンスが許容可能なレベルを下回らないよう
に対処することができます。
たとえば、フェイルオーバーによって予測されるパフォーマンスへの影響を軽減するため
に、一部のボリュームまたはLUNをHAペアのノードからクラスタの他のノードに移動でき
ます。これにより、プライマリ ノードはフェイルオーバー後も許容されるパフォーマンス
を引き続き提供できます。
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[ノード フェイルオーバー プラン]ページの構成要素
[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページの構成要素は、グリッドと[比較]
ペインに表示されます。これらのセクションで、ノードのフェイルオーバーによるテイク
オーバー ノードのパフォーマンスに対する影響を評価することができます。

パフォーマンス統計グリッド
[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページのグリッドには、レイテンシ、
IOPS、利用率、および使用済みパフォーマンス容量の統計が表示されます。
注：このページに表示されるレイテンシとIOPSの値が[パフォーマンス / ノード パフォー
マンス エクスプローラ]ページと一致しない場合があります。これは、ノードのフェイル
オーバー予測では異なるパフォーマンス カウンタを使用してこれらの値が算出されるた
めです。

グリッドでは、各ノードに次のいずれかのロールが割り当てられます。

• プライマリ
HAパートナーで障害が発生した場合にパートナーをテイクオーバーするノードです。
ルート オブジェクトは常にプライマリ ノードになります。

• パートナー
フェイルオーバー シナリオで障害が発生したノードです。

• 推定テイクオーバー
プライマリ ノードと同じです。このノードに対して表示されるパフォーマンス統計は、
障害が発生したパートナーをテイクオーバーしたあとのテイクオーバー ノードのパ
フォーマンスを示します。

注：テイクオーバー ノードのワークロードはフェイルオーバー後の両方のノードのワーク
ロードの合計に相当しますが、推定テイクオーバー ノードの統計はプライマリ ノードと
パートナー ノードの統計の合計にはなりません。たとえば、プライマリ ノードのレイテ
ンシが2ミリ秒/処理でパートナー ノードのレイテンシが3ミリ秒/処理の場合に、推定テイ
クオーバー ノードのレイテンシが4ミリ秒/処理になることがあります。この値はUnified
Managerで計算されます。

パートナー ノードをルート オブジェクトにする場合は、そのノードの名前をクリックしま
す。[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]ページが表示されたら、[フェ
イルオーバー プラン]タブをクリックして、このノードのフェイルオーバー シナリオにおけ
るパフォーマンスの変化を確認できます。たとえば、Node1がプライマリ ノードでNode2が
パートナー ノードの場合、Node2をクリックしてプライマリ ノードに切り替えることができ
ます。これにより、どちらのノードで障害が発生したかに応じて、予想されるパフォーマン
スの変化を確認することが可能です。

[比較]ペイン
[比較]ペインにデフォルトで表示される構成要素を次に示します。
イベント グラフ

[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]ページと同じ形式で表
示されます。プライマリ ノードのみが対象になります。

カウンタ グラフ
グリッドに表示されるパフォーマンス カウンタの過去の統計が表示されます。各
チャートの推定テイクオーバー ノードのグラフには、フェイルオーバーが特定の
時点で発生した場合の予想されるパフォーマンスが表示されます。

96 | ワークフロー ガイド - クラスタ パフォーマンス管理



たとえば、利用率のチャートに、推定テイクオーバー ノードの2月8日の午前11時
の利用率が73%と 表示されているとします。これは、その時刻にフェイルオー
バーが発生した場合にテイクオーバー ノードの利用率が73%になることを示して
います。
過去の統計は、テイクオーバー ノードに過大な負荷をかけずにフェイルオーバー
を開始する最適な時刻を特定するのに役立ちます。テイクオーバー ノードの予測
パフォーマンスを確認して、許容される時間にフェイルオーバーをスケジュール
することができます。

[比較]ペインには、デフォルトではルート オブジェクトとパートナー ノードの両方の統計が
表示されます。このページには、[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]
ページとは異なり、統計を比較するオブジェクトを追加するための[追加]ボタンはありませ
ん。
[比較]ペインは、[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]ページと同じ方法
でカスタマイズすることが可能です。チャートをカスタマイズする例を次に示します。

• ノード名をクリックすると、カウンタ チャートでそのノードの表示と非表示が切り替わ
ります。

• [ズーム ビュー]をクリックすると、特定のカウンタの詳細なチャートが新しいウィンド
ウに表示されます。

関連概念

ルート オブジェクトの概要（60ページ）
カウンタ グラフの概要（63ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（69ページ）
イベント タイムラインでのイベント詳細の表示（68ページ）

[ノード フェイルオーバー プラン]ページでのしきい値ポリシー
の使用

ノードしきい値ポリシーを作成すると、フェイルオーバーによってテイクオーバー ノード
のパフォーマンスが許容できないレベルまで低下する可能性がある場合に、[パフォーマン
ス / ノード フェイルオーバー プラン]ページに通知が表示されます。
「利用率の高いノード HA ペア」という名前のシステム定義のパフォーマンスしきい値ポリ
シーは、6回の収集期間（30分間）に連続してしきい値を超えた場合に警告イベントを生成
します。HAペアのノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が200%を超えると、しきい
値を超えたと認識されます。
このシステム定義のしきい値ポリシーで生成されたイベントは、フェイルオーバーによって
テイクオーバー ノードのレイテンシが許容できないレベルまで上昇することを警告しま
す。特定のノードについてこのポリシーで生成されたイベントが表示された場合は、その
ノードの[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページに移動して、フェイル
オーバーによるレイテンシの予測値を確認できます。
このシステム定義のしきい値ポリシーの使用に加え、「使用済みパフォーマンス容量 - テイ
クオーバー」カウンタを使用してしきい値ポリシーを作成し、選択したノードに適用できま
す。200%を下回るしきい値を指定すると、システム定義のポリシーのしきい値を超える前
にイベントを受け取ることができます。システム定義のポリシーのイベントが生成される
前に通知を受け取るには、しきい値を超える最低期間を30分未満に指定することもできま
す。
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たとえば、HAペアのノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が10分以上にわたって
175%を超えた場合に警告イベントが生成されるようにしきい値ポリシーを定義できます。
HAペアのノード1とノード2にこのポリシーを適用できます。ノードまたはノードについて
警告イベント通知を受信したら、そのノードの[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー
プラン]ページを確認して、テイクオーバー ノードへのパフォーマンスへの影響を評価でき
ます。実際にフェイルオーバーが発生した場合は、テイクオーバー ノードの過負荷を回避
するための対処を実行できます。ノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が200%を下
回っている間に対処を行うと、この期間にフェイルオーバーが発生してもテイクオーバー
ノードのレイテンシが許容できないレベルに到達することはありません。

関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの仕組み（33ページ）
パフォーマンスしきい値ポリシーを超えた場合の動作（35ページ）

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（38ページ）

[使用済みパフォーマンス容量（内訳）]グラフを使用したフェイル
オーバーの計画

[使用済みパフォーマンス容量（内訳）]グラフには、プライマリ ノードとパートナー ノード
の使用済みパフォーマンス容量が表示されます。また、推定テイクオーバー ノードの空き
パフォーマンス容量も表示されます。この情報から、パートナー ノードで障害が発生した
場合にパフォーマンスの問題が生じる可能性があるかどうかを判断できます。

タスク概要

内訳グラフでは、ノードの使用済みパフォーマンス容量の合計に加えて、各ノードの値が
ユーザ プロトコルとバックグラウンド プロセスに分けて表示されます。

• ユーザ プロトコルは、ユーザ アプリケーションとクラスタとの間のI/O処理です。

• バックグラウンド プロセスは、ストレージ効率化、データ レプリケーション、およびシ
ステム健全性に関連する内部システム プロセスです。

これらの詳細情報を確認することにより、パフォーマンスの問題の原因がユーザ アプリ
ケーションのアクティビティとバックグラウンドのシステム プロセス（重複排除、RAIDの
再構築、ディスク スクラビング、SnapMirrorコピーなど）のどちらにあるかを判断できま
す。

手順

1. 推定テイクオーバー ノードとなるノードの[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー
プラン]ページに移動します。

2. [期間]セレクタで、カウンタ グリッドとカウンタ グラフに過去の統計を表示する期間を
選択します。
カウンタ グラフにプライマリ ノード、パートナー ノード、推定テイクオーバー ノード
の統計が表示されます。

3. [グラフを選択]リストで、[ 使用済みパフォーマンス容量]を選択します。

4. [ 使用済みパフォーマンス容量]グラフで、[内訳]を選択し、[ズーム ビュー]をクリックし
ます。
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[ 使用済みパフォーマンス容量]の詳細グラフが表示されます。
 

 

5. 詳細グラフにカーソルを合わせて、ポップアップ ウィンドウに表示される使用済みパ
フォーマンス容量の情報を確認します。
[ 空きパフォーマンス容量]の割合は、推定テイクオーバー ノードで使用可能なパフォー
マンス容量です。これは、フェイルオーバー後にテイクオーバー ノードに残っているパ
フォーマンス容量を示します。0%の場合は、フェイルオーバーによってテイクオーバー
ノードのレイテンシが許容できないレベルまで増加します。

6. その場合、空きパフォーマンス容量の割合の低下を回避するための対処を検討します。
ノードのメンテナンスのためにフェイルオーバーを予定している場合は、空きパフォー
マンス容量の割合が0でない時間帯にパートナー ノードを停止するようにします。

関連概念

使用済みパフォーマンス容量とは（87ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）

関連タスク

表示するパフォーマンス チャートの選択（66ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューの表示（69ページ）
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データの収集とワークロード パフォーマンスの監視
Unified Managerでは、ワークロード アクティビティを5分間隔で収集および分析してパ
フォーマンス イベントを特定するほか、構成の変更を15分間隔で検出します。5分ごとのパ
フォーマンスとイベントの履歴データが最大30日分保持され、そのデータを使用して監視対
象のすべてのワークロードの想定範囲が予測されます。
注：この章では、動的なしきい値の仕組みと、それらを使用してワークロードのパフォー
マンスを監視する方法について説明します。この章の内容は、ユーザ定義またはシステム
定義のパフォーマンスしきい値の違反による統計やイベントには該当しません。

Unified Managerでは、少なくとも3日分のワークロード アクティビティを収集して分析して
から、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページおよび[イベントの詳細]ページに表示する
I/O応答時間と処理の想定範囲を決定します。このアクティビティを収集して表示される想
定範囲には、ワークロード アクティビティにおける変化がすべて反映されるわけではあり
ません。3日間のアクティビティを収集したあと、Unified Managerでは想定範囲を24時間ご
とに午前12時に調整し、ワークロード アクティビティの変化が反映された、より正確なパ
フォーマンスしきい値を設定します。
Unified Managerでボリュームの監視を開始してから最初の4日間に、前回のデータ収集から
の経過時間が24時間を超える期間がある場合、そのボリュームの想定範囲は[パフォーマン
ス / ボリュームの詳細]ページのチャートに表示されません。前回の収集よりも前に検出さ
れたイベントは引き続き表示されます。
注：システム時間が夏時間（DST）に切り替わると、監視しているワークロードのパフォー
マンスの統計で使用する想定範囲が変わります。Unified Managerは、想定範囲の修正を即
座に開始しますが、完了までに15日間ほどかかります。その間もUnified Managerの使用は
継続できますが、Unified Managerは想定範囲を使用してイベントを検出するため、一部の
イベントは正確でなくなる可能性があります。時間の変更前に検出されたイベントは影
響を受けません。クラスタまたはUnified Managerサーバの時間を以前の時間に手動で変
更した場合も、イベントの分析結果に影響が出ます。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（103ページ）

関連資料

ワークロードのパフォーマンスの測定値（101ページ）

Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ
Unified Managerでは、ユーザ定義とシステム定義の2種類のワークロードのパフォーマンス
を監視できます。
ユーザ定義のワークロード

アプリケーションからクラスタへのI/Oスループット。読み取り要求と書き込み
要求に関連するプロセスで、 FlexVolまたはFlexGroupボリュームはユーザ定義の
ワークロードです。
注：Unified Managerは、クラスタ内のワークロードだけを監視します。アプリ
ケーションやクライアント、アプリケーションとクラスタ間のパスは監視しま
せん。

次の条件が1つ以上該当するワークロードは、Unified Managerで監視できません。
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• 読み取り専用モードのデータ保護（DP）コピーである （DPボリュームについ
てはユーザ生成のトラフィックが監視されます）。

• Infinite Volumeである。

• オフライン データのクローンである。

• MetroCluster構成でミラーリングされたボリュームである。

システム定義のワークロード
次のストレージ効率化、データ レプリケーション、およびシステム健全性に関係
する内部プロセスです。

• ストレージ効率化（重複排除など）

• ディスク健全性（RAIDの再構築、ディスク スクラビングなど）

• データ レプリケーション（SnapMirrorコピーなど）

• 管理アクティビティ

• ファイルシステム健全性（各種WAFLアクティビティなど）

• ファイルシステム スキャナ（WAFLスキャンなど）

• コピー オフロード（VMwareホストからオフロードされたストレージ効率化処
理など）

• システム健全性（ボリューム移動、データ圧縮など）

• 監視対象外のボリューム

システム定義のワークロードのパフォーマンス データは、これらのワークロードで使用さ
れるクラスタ コンポーネントが競合状態の場合にのみ表示されます。たとえば、システム
定義のワークロードの名前を検索して、そのパフォーマンス データを表示することはでき
ません。同じ種類のシステム定義ワークロードが複数表示される場合は、ワークロード名に
アルファベットが付け加えられます。この文字は、サポート担当者が参照するためのもので
す。

関連概念

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

ワークロードのパフォーマンスの測定値
Unified Managerでは、過去の統計値と想定される統計値から決定されるワークロードの値の
想定範囲に基づいて、クラスタのワークロードのパフォーマンスを測定します。ワークロー
ドの実際の統計値を想定範囲と比較することで、ワークロードのパフォーマンスが高すぎた
り低すぎたりしないかが判別されます。ワークロードのパフォーマンスが想定される範囲
外になった場合、パフォーマンス イベント レポートがトリガーされてユーザに通知されま
す。
次の図では、期間内に実際に測定されたパフォーマンス統計の実測値を赤色で示してありま
す。この実測値はパフォーマンスしきい値を超えており、想定範囲の上限よりも上に表示さ
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れています。ピークは期間内における実測値の最大値です。偏差は想定値と実測値の差を
測定したもので、ピーク偏差は想定値と実測値の差の最大値を示します。
 

 

次の表に、ワークロードのパフォーマンスの測定値を示します。

測定値 説明

アクティビティ ポリシー グループのワークロードで使用されているQoS制限の
割合です。
注：ボリュームの追加や削除、QoS制限の変更など、ポリシー
グループに対する変更がUnified Managerで検出されると、実測
値や想定値が設定された上限の100%を超えることがあります。
設定された上限の100%を超える場合、値は「>100%」と表示さ
れます。設定された上限の1%に満たない場合は「<1%」と表示
されます。

実測値 特定の時点に測定された特定のワークロードのパフォーマンス
の値です。

偏差 想定値と実測値の差です。想定範囲の上限値から想定値を引い
た値を実測値から想定値を引いた値で割った比率で示されます。
注：負の偏差値はワークロードのパフォーマンスが想定より小
さく、正の偏差値はワークロードのパフォーマンスが想定より
大きいことを、それぞれ示します。 （百分単位や千分単位な
ど）想定値と実測値がどちらも小さい場合、偏差にはN/Aと表
示されます。

想定 特定のワークロードについての過去のパフォーマンス データの
分析に基づく想定値です。Unified Managerでは、これらの統計値
を分析して値の想定範囲を決定します。

想定範囲 想定される値の範囲とは、特定の時間において見込まれる上限と
下限のパフォーマンス値の予測、または予想です。ワークロード
のレイテンシについては、パフォーマンスしきい値を上回る値で
す。実測値がパフォーマンスしきい値を超えると、Unified
Managerによってパフォーマンス イベントのアラートがトリガー
されます。

ピーク 一定の期間に測定された最大値です。
ピーク偏差 一定の期間に測定された偏差の最大値です。
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測定値 説明

キュー深度 インターコネクト コンポーネントで待機している保留中のI/O要
求の数です。

利用率 ネットワーク処理、データ処理、およびアグリゲート コンポーネ
ントのワークロード処理を完了するためにビジー状態になる一
定期間における時間の割合です。たとえば、ネットワーク処理や
データ処理のコンポーネントでI/O要求を処理するのにかかる時
間の割合や、アグリゲートで読み取りや書き込みの要求に対応す
るのにかかる時間の割合などがあります。

書き込みスループッ
ト

MetroCluster構成におけるローカル クラスタのワークロードから
パートナー クラスタへの書き込みスループットです。1秒あたり
のメガバイト数（Mbps）で示されます。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（103ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

パフォーマンスの想定範囲とは
想定される値の範囲とは、特定の時間において見込まれる上限と下限のパフォーマンス値の
予測、または予想です。ワークロードのレイテンシについては、パフォーマンスしきい値を
上回る値です。実測値がパフォーマンスしきい値を超えると、Unified Managerによってパ
フォーマンス イベントのアラートがトリガーされます。
たとえば、午前9時から午後5時までの通常の業務時間のうち、ほとんどの従業員が午前9時
から午前10時30分までの間にEメールをチェックするとします。この場合、この時間帯にE
メール サーバの負荷が増加し、バックエンド ストレージのワークロード アクティビティが
増えることになります。そのため、従業員のEメール クライアントからの応答時間が長くな
る可能性があります。
昼休みの午後12時から午後1時までの間と終業時間の午後5時以降は、ほとんどの従業員がコ
ンピュータを使用しません。この時間帯は、一般にEメール サーバの負荷が減り、バックエ
ンド ストレージの負荷も低下します。一方、ストレージのバックアップやウィルス スキャ
ンなどのワークロード処理を午後5時以降に実行するようにスケジュールしている場合は、
バックエンド ストレージのアクティビティが増加します。
ワークロード アクティビティの増加と減少を数日間にわたって監視した結果から、アク
ティビティの想定範囲が特定され、ワークロードの上限と下限が決まります。オブジェクト
に対する実際のワークロード アクティビティが上限と下限の範囲から外れ、その状態が一
定の期間にわたって続く場合は、オブジェクトの使用率が高すぎるか低すぎる可能性があり
ます。

想定範囲が決定される仕組み
Unified Managerでは、少なくとも3日分のワークロード アクティビティを収集して分析して
から、GUIに表示するI/O応答時間と処理の想定範囲を決定します。この期間で収集される
データには、ワークロード アクティビティにおける変化がすべて反映されるわけではあり
ません。最初の3日間のアクティビティを収集したあと、Unified Managerでは想定範囲を24
時間ごとに午前12時に調整し、ワークロード アクティビティの変化が反映された、より正
確なパフォーマンスしきい値を設定します。
注：システム時間が夏時間（DST）に切り替わると、監視しているワークロードのパフォー
マンスの統計で使用する想定範囲が変わります。Unified Managerは、想定範囲の修正を即
座に開始しますが、完了までに15日間ほどかかります。その間もUnified Managerの使用は
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継続できますが、Unified Managerは想定範囲を使用してイベントを検出するため、一部の
イベントは正確でなくなる可能性があります。時間の変更前に検出されたイベントは影
響を受けません。クラスタまたはUnified Managerサーバの時間を以前の時間に手動で変
更した場合も、イベントの分析結果に影響が出ます。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（117ページ）

関連資料

想定範囲がパフォーマンス分析で使用される仕組み（104ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）
ワークロードのパフォーマンスの測定値（101ページ）

想定範囲がパフォーマンス分析で使用される仕組み
Unified Managerの想定範囲は、監視対象のワークロードの典型的なI/Oレイテンシ（応答時
間）とIOPS（処理数）アクティビティを表します。ワークロードの実際のレイテンシが想定
範囲の上限を上回るとアラートが生成されてパフォーマンス イベントがトリガーされるた
め、パフォーマンスの問題を分析して解決することができます。
想定範囲は、ワークロードのパフォーマンス ベースラインを設定します。Unified Managerは
過去のパフォーマンス測定値から学習して、ワークロードの想定されるパフォーマンスとア
クティビティ レベルを予測します。想定範囲の上限によってパフォーマンスしきい値が設
定されます。Unified Managerでは、このベースラインを使用して、実際のレイテンシまたは
処理数がしきい値を上回る、下回る、あるいは想定範囲外になったかどうかを判断します。
実測値と想定値の比較を基に、ワークロードのパフォーマンス プロファイルが作成されま
す。
あるワークロードの実際のレイテンシがクラスタ コンポーネントの競合が原因でパフォー
マンスしきい値を超えると、レイテンシが高くなり、ワークロードの処理速度は想定よりも
遅くなります。同じクラスタ コンポーネントを共有する他のワークロードのパフォーマン
スも想定より遅くなる可能性があります。
Unified Managerは、しきい値を超えるイベントを分析して、そのアクティビティがパフォー
マンス イベントに該当するかどうかを判断します。高ワークロードのアクティビティが長
期間（たとえば数時間）にわたって継続した場合、Unified Managerはこれを正常なアクティ
ビティとみなし、想定範囲を動的に調整して新しいパフォーマンスしきい値を作成します。
処理数またはレイテンシの想定範囲が時間が経過しても大きく変化することがない、アク
ティビティが一貫して低いワークロードもあります。このような低アクティビティのボ
リュームについては、イベント アラートの数を最小限に抑えるために、パフォーマンス イ
ベントの分析中、Unified Managerは処理数およびレイテンシが想定よりもはるかに高いイベ
ントのみをトリガーします。
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この例のボリュームのレイテンシの想定範囲（グレーで表示）は、処理あたり0～5ms/opで
す。ネットワーク トラフィックの一時的な急増やクラスタ コンポーネントの競合が原因で
実際のレイテンシ（青）が突然10ms/opまで増加した場合、想定範囲を上回り、パフォーマ
ンスしきい値を超過します。
ネットワーク トラフィックが減少するか、クラスタ コンポーネントの競合が解消されると、
レイテンシは想定範囲内に戻ります。レイテンシが長期間にわたって10ms/op以上のままの
場合、イベントを解決するための対処が必要となることがあります。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（103ページ）
データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（117ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）
ワークロードのパフォーマンスの測定値（101ページ）

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパ
フォーマンスの問題を特定する仕組み

ワークロードのレイテンシ（応答時間）は、クラスタ上のボリュームがクライアント アプ
リケーションからのI/O要求に応答するまでの時間です。Unified Managerは、レイテンシを使
用してパフォーマンス イベントを検出し、アラートを生成します。
高レイテンシは、アプリケーションからクラスタ上のボリュームへの要求に通常よりも時間
がかかっていることを意味します。高レイテンシの原因はクラスタ自体、具体的にはいくつ
かのクラスタ コンポーネントでの競合にある可能性があります。また、クラスタ外の問題
（ネットワークのボトルネックなど）、アプリケーションをホストしているクライアントの問
題、またはアプリケーション自体の問題が原因の場合もあります。
注：Unified Managerは、クラスタ内のワークロードだけを監視します。アプリケーション
やクライアント、アプリケーションとクラスタ間のパスは監視しません。

クラスタに対する処理（バックアップの作成や重複排除の実行など）も他のワークロードと
共有しているクラスタ コンポーネントへの負荷を増大させるため、高レイテンシの原因に
なります。実際のレイテンシが想定範囲のパフォーマンスしきい値を超えると、Unified
Managerはイベントを分析して、解決が必要なパフォーマンス イベントであるかどうかを判
断します。レイテンシは処理あたりのミリ秒（ms/op）単位で測定されます。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、レイテンシ統計の分析を表示して、個々
のプロセス（読み取り / 書き込み要求など）のアクティビティを全体的なレイテンシに照ら
して比較できます。この比較により、最もアクティビティが高い処理を特定したり、ボ
リュームのレイテンシに影響を及ぼしている異常なアクティビティがある特定の処理がな
いかを判断できます。パフォーマンス イベントを分析するにあたっては、レイテンシの統
計値を使用してイベントの原因がクラスタ上の問題にあるかどうかを判断できます。また、
イベントに関係しているワークロードのアクティビティまたはクラスタ コンポーネントを
特定することもできます。
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この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[レイテンシ]チャートを示していま
す。実際の応答時間（レイテンシ）アクティビティは青い線、想定範囲はグレーで表されて
います。
注：Unified Managerでデータを収集できなかった期間は、青い線が途切れています。これ
は、クラスタまたはボリュームと通信できなかったか、Unified Managerがその時間にオフ
になっていたか、データの収集に5分以上かかった場合に起こります。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（103ページ）
クラスタでの処理によるワークロードのレイテンシへの影響（106ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（125ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（117ページ）
ワークロードの応答時間低下の調査（118ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

クラスタでの処理によるワークロードのレイテンシへの影響
処理（IOPS）には、クラスタで実行されるユーザ定義とシステム定義のすべてのワークロー
ドのアクティビティが含まれます。IOPSの統計は、クラスタでの処理（バックアップの作成
や重複排除の実行など）がワークロードのレイテンシ（応答時間）に影響を及ぼしていない
かどうかやパフォーマンス イベントの原因となっていないかどうかを確認するのに役立ち
ます。
パフォーマンス イベントを分析するときは、IOPSの統計を使用して、クラスタにおける問
題がパフォーマンス イベントの原因となっていないかどうかを確認できます。パフォーマ
ンス イベントの原因となった可能性がある具体的なワークロード アクティビティを特定す
ることができます。IOPSは1秒あたりの処理数（処理数/秒）として測定されます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[IOPS]チャートを示しています。
実際の処理の統計が青い線で示され、処理の想定範囲がグレーで示されます。
注：Unified Managerでは、クラスタが過負荷状態の場合、「クラスタcluster_nameのデータ
収集に時間がかかりすぎています」というメッセージが表示されることがあります。これは、
Unified Managerで分析に使用する統計が十分に収集されていないことを意味します。ク
ラスタで使用しているリソースを減らして統計を収集できるようにする必要があります。
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関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（103ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（125ページ）

関連タスク

ワークロードの応答時間低下の調査（118ページ）

MetroCluster構成のパフォーマンス監視
Unified Managerを使用してMetroCluster構成のクラスタ間の書き込みスループットを監視し、
大量の書き込みスループットを生成しているワークロードを特定できます。このような負
荷の高いワークロードが原因でローカル クラスタの他のボリュームのI/O応答時間が長くな
ると、Unified Managerはパフォーマンス イベントを生成してユーザに通知します。
MetroCluster構成のローカル クラスタがデータをパートナー クラスタにミラーリングする
と、データはNVRAMに書き込まれてからインタースイッチ リンク（ISL）経由でリモート
アグリゲートに転送されます。Unified ManagerはNVRAMを分析し、大量の書き込みスルー
プットがNVRAMを過剰に使用してNVRAMを競合状態にしているワークロードを特定しま
す。
応答時間の偏差がパフォーマンスしきい値を超えたワークロードはVictimと呼ばれ、
NVRAMへの書き込みスループットの偏差が通常より高く、競合を引き起こしているワーク
ロードはBullyと呼ばれます。パートナー クラスタにミラリーングされるのは書き込み要求
のみであるため、Unified Managerは読み取りスループットを分析しません。
Unified Managerは、MetroCluster構成のクラスタを個別のクラスタとして扱います。クラスタ
がパートナーかどうかは区別されず、各クラスタからの書き込みスループットが関連付けら
れることもありません。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析（137ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

スイッチオーバーおよびスイッチバックの発生時のボリュームの動作
スイッチオーバーまたはスイッチバックをトリガーするイベントが発生すると、ディザスタ
リカバリ グループの一方のクラスタからもう一方のクラスタにアクティブなボリュームが
切り替わります。クライアントにデータを提供していたアクティブなクラスタのボリュー
ムは停止され、代わりにアクティブになったもう一方のクラスタのボリュームからデータの
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提供が開始されます。Unified Managerでは、実行中のアクティブなボリュームのみが監視さ
れます。
ボリュームが一方のクラスタからもう一方のクラスタに切り替わるため、両方のクラスタを
監視することを推奨します。Unified Managerでは単一のインスタンスでMetroCluster構成の
両方のクラスタを監視できますが、監視する2つのクラスタ間の距離によっては、両方のク
ラスタを監視するためにUnified Managerインスタンスが2つ必要になる場合もあります。次
の図は、Unified Managerの単一のインスタンスを示しています。
 

 

名前に「p」が付いているボリュームはプライマリ ボリュームで、「b」が付いているボリュー
ムはSnapMirrorで作成されたバックアップ用のミラー ボリュームです。
通常運用時の状態は次のとおりです。

• クラスタAの2つのボリュームがアクティブ：Vol1pおよびVol2p

• クラスタBの2つのボリュームがアクティブ：Vol3pおよびVol4p

• クラスタAの2つのボリュームが非アクティブ：Vol3bおよびVol4b
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• クラスタBの2つのボリュームが非アクティブ：Vol1bおよびVol2b

Unified Managerにより、アクティブなボリュームのそれぞれに関する情報（統計やイベント
など）が収集されます。Vol1pとVol2pの統計がクラスタAから収集され、Vol3pとVol4pの統計
がクラスタBから収集されます。
重大な障害が発生してアクティブなボリュームがクラスタBからクラスタAにスイッチオー
バーされると次のようになります。

• クラスタAの4つのボリュームがアクティブ：Vol1p、Vol2p、Vol3b、およびVol4b

• クラスタBの4つのボリュームが非アクティブ：Vol3p、Vol4p、Vol1b、およびVol2b

通常運用時と同様に、Unified Managerでアクティブなボリュームのそれぞれに関する情報が
収集されます。ただし、この場合は、Vol1pとVol2pの統計がクラスタAから収集され、Vol3b
とVol4bの統計もクラスタAから収集されます。
Vol3pとVol3bは異なるクラスタにあり、同じボリュームではないことに注意してください。
Unified Managerに表示されるVol3pの情報は、Vol3bと同じにはなりません。

• クラスタAにスイッチオーバーしている間は、Vol3pの統計とイベントは表示されません。

• スイッチオーバーの発生直後は、履歴情報がないため、Vol3bは新規のボリュームのよう
に見えます。

クラスタBが復旧してスイッチバックが実行されると、クラスタBのVol3pが再びアクティブ
になり、スイッチオーバーしていた期間を除いた状態で過去の統計が表示されます。クラス
タAのVol3bの情報は、次にスイッチオーバーが発生するまでは表示されません。
 

 

注：

• MetroClusterのアクティブでないボリューム（スイッチバック後のクラスタAのVol3bな
ど）に対しては、「このボリュームは削除されました。」というメッセージが表示され
ます。このボリュームは、実際には削除されていませんが、アクティブなボリューム
でないためUnified Managerで現在監視されていません。

• 単一のUnified ManagerでMetroCluster構成の両方のクラスタを監視している場合にボ
リュームを検索すると、その時点でアクティブなボリュームの情報が返されます。た
とえば、スイッチオーバーが発生してクラスタAでVol3がアクティブになっている場
合、「Vol3」を検索するとクラスタAのVol3bの統計とイベントが返されます。
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パフォーマンス イベントとは
パフォーマンス イベントとは、クラスタでのワークロード パフォーマンスに関連するイン
シデントです。応答時間が長いワークロードを特定するのに役立ちます。同時に発生した
健全性イベントと一緒に確認することで、応答時間が長くなった原因と考えられる関連する
問題を特定することができます。
Unified Managerでは、同じクラスタ コンポーネントに対する同じ状況についての一連のイベ
ントを検出すると、それらのすべてのイベントを個別のイベントではなく1つのイベントと
して扱います。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（103ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（25ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

パフォーマンス イベントの分析と通知
パフォーマンス イベントは、クラスタ コンポーネントの競合に起因するボリューム ワーク
ロードのI/Oパフォーマンスの問題を管理者に通知します。Unified Managerはイベントを分
析して、関連するすべてのワークロード、競合状態のコンポーネント、および解決する必要
のある問題かどうかを特定します。
Unified Managerは、クラスタ上のボリュームのI/Oレイテンシ（応答時間）とIOPS（処理数）
を監視します。たとえば、他のワークロードがクラスタ コンポーネントを過剰に使用して
いる場合、そのコンポーネントは競合状態となってワークロードの要件を満たす最適なパ
フォーマンス レベルを提供できません。同じコンポーネントを使用している他のワーク
ロードのパフォーマンスに影響が及び、レイテンシが増加する可能性があります。レイテン
シがパフォーマンスしきい値を超えると、Unified Managerはパフォーマンス イベントをトリ
ガーして、Eメール アラートをユーザに送信します。

イベント分析
Unified Managerは、過去15日間のパフォーマンス統計を使用して次の分析を実行し、Victim
ワークロード、Bullyワークロード、およびイベントに関連するクラスタ コンポーネントを
特定します。

• レイテンシが想定範囲の上限であるパフォーマンスしきい値を超えたVictimワークロー
ドを特定します。

◦ HDDまたはFlash Pool（ハイブリッド）アグリゲートのボリュームの場合、レイテン
シが5ミリ秒を超え、かつIOPSが1秒あたり10件（ops/sec）を超えた場合にのみイベン
トがトリガーされます。

◦ オールSSDアグリゲートまたはFabricPool（複合）アグリゲートのボリュームの場合、
レイテンシが1ミリ秒を超え、かつIOPSが100ops/秒を超えた場合にのみイベントがト
リガーされます。
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• 競合状態のクラスタ コンポーネントを特定します。
注：クラスタ インターコネクトでVictimワークロードのレイテンシが1ミリ秒を超えた
場合、Unified Managerはこれを重大な状況とみなしてクラスタ インターコネクトのイ
ベントをトリガーします。

• クラスタ コンポーネントを過剰に使用し、競合状態を引き起こしているBullyワークロー
ドを特定します。

• クラスタ コンポーネントの利用率またはアクティビティの偏差に基づいて関連するワー
クロードをランク付けし、クラスタ コンポーネントの使用量の変化が最も大きいBully
ワークロードと最も影響を受けたVictimワークロードを特定します。

ごく短時間しか発生せず、コンポーネントの競合状態が解消した時点で自己修復されるイベ
ントもあります。継続的なイベントとは、5分以内に同じクラスタ コンポーネントについて
再発し、アクティブな状態のままのイベントのことです。Unified Managerは、連続する2つ
の分析期間に同じイベントを検出するとアラートをトリガーします。イベントに関与する
ワークロードの変化に伴って、未解決のままのイベント（状態は新規）に異なる説明メッ
セージが表示される可能性があります。
解決されたイベントは、ボリュームの過去のパフォーマンス問題の記録としてUnified
Managerで引き続き参照できます。各イベントには、イベント タイプとボリューム、クラス
タ、および関連するクラスタ コンポーネントを識別する一意のIDが割り当てられます。
注：1つのボリュームが複数のイベントに同時に関連している場合があります。

イベントの状態
イベントは次のいずれかの状態になります。
アクティブ

現在アクティブなパフォーマンス イベント（新規または確認済みのイベント）を
示します。自己修復または解決されていないイベントで、 ストレージ オブジェク
トのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスしきい値を超えたままになってい
るものです。

廃止
アクティブではなくなったイベントを示します。自己修復または解決されたイベ
ントで、 ストレージ オブジェクトのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスし
きい値を上回らなくなったものです。

イベント通知
イベントのアラートは[ダッシュボード/概要]ページ、[ダッシュボード/パフォーマンス]ペー
ジ、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示され、指定したEメール アドレスに
送信されます。[イベントの詳細]ページでは、イベントに関する詳細な分析情報を表示して、
推奨される解決方法を確認できます。
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この例では、イベントが赤のドット（ ）で[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの
[レイテンシ]グラフに示されています。このドットにマウス カーソルを合わせると、イベン
トの詳細と分析するためのオプションがポップアップに表示されます。

イベントの操作
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、次の方法でイベントを操作できます。

• 赤いドットにカーソルを合わせると、イベントID、レイテンシ、1秒あたりの処理数、お
よびイベントが検出された日時が表示されます。
同じ期間にイベントが複数ある場合は、イベントの数と、ボリュームの平均レイテンシ
および1秒あたりの処理数が表示されます。

• 単一のイベントをクリックすると、イベントの詳細情報（関連するクラスタ コンポーネ
ントなど）がダイアログ ボックスに表示されます。この情報は、[イベントの詳細]ペー
ジの[サマリ]セクションにも表示されます。
競合状態のコンポーネントは赤い丸で囲んで表示されます。イベントIDまたは[完全な
分析を表示]をクリックすると、[イベントの詳細]ページに詳細な分析が表示されます。
同じ期間にイベントが複数ある場合は、最新の3つのイベントの詳細がダイアログ ボック
スに表示されます。イベントIDをクリックすると、[イベントの詳細]ページにイベント分
析が表示されます。同じ期間に4つ以上のイベントがある場合、赤のドットをクリックし
てもダイアログ ボックスは表示されません。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み
Unified Managerは、ワークロードについてそのアクティビティ、利用率、書き込みスルー
プット、クラスタ コンポーネントの使用量、またはI/Oレイテンシ（応答時間）の偏差を使
用して、ワークロード パフォーマンスへの影響のレベルを判定します。この情報によって、
各ワークロードのイベントにおける役割と[イベントの詳細]ページでのランク付けが決まり
ます。
Unified Managerは、ワークロードの最新の分析値を値の想定範囲と比較します。最新の分析
値と値の想定範囲の差が最も大きいワークロードが、イベントによってパフォーマンスに最
も影響を受けたワークロードです。
たとえば、クラスタに2つのワークロード（ワークロードAとワークロードB）が含まれてい
るとします。ワークロードAの想定範囲は5～10ms/opで、実際のレイテンシは通常で約
7ms/opです。ワークロードBの想定範囲は10～20ms/opです。実際のレイテンシは通常で約
15ms/opです。どちらのワークロードのレイテンシも想定範囲内です。クラスタでの競合が
原因で両方のワークロードのレイテンシが40ms/opに上昇し、想定範囲の上限であるパ
フォーマンスしきい値を超えた結果イベントがトリガーされたとします。レイテンシの偏
差（想定される値とパフォーマンスしきい値を上回った値の差）はワークロードAで約33ms/
op、ワークロードBで25ms/opです。どちらのワークロードもレイテンシが40ms/opまで急増
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しましたが、ワークロードAの方がレイテンシの偏差が大きい（33ms/op）ため、パフォーマ
ンスへの影響も大きかったことが判断できます。
[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションでは、クラスタ コンポーネントのアク
ティビティ、利用率、またはスループットの偏差でワークロードをソートできます。また、
レイテンシでソートすることもできます。ソート オプションを選択すると、Unified Manager
は、アクティビティ、利用率、スループット、またはレイテンシについて、想定される値と
イベント検出後の値の差を分析して、ワークロードのソート順序を決定します。レイテンシ
の赤のドット（ ）は、Victimワークロードがパフォーマンスしきい値を超えたこと、およ
び以降のレイテンシへの影響を表しています。ドットが多いほどレイテンシの偏差が大き
いことを示しており、イベントによってレイテンシが最も影響を受けたVictimワークロード
を特定するのに役立ちます。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

クラスタ コンポーネントとその競合要因
クラスタ コンポーネントの競合の原因となるクラスタのパフォーマンスの問題を特定する
ことができます。コンポーネントを使用するボリュームのワークロードのパフォーマンス
が低下し、クライアント要求に対する応答時間（レイテンシ）が長くなると、Unified Manager
でイベントがトリガーされます。
競合状態のコンポーネントは、最適なレベルのパフォーマンスを提供できません。そのコン
ポーネント自体のパフォーマンスが低下するほか、他のクラスタ コンポーネントやワーク
ロード（Victimと呼ばれます）のレイテンシが増大することもあります。コンポーネントの
競合状態を解消するには、ワークロードを減らすか処理能力を高めることでパフォーマンス
を通常のレベルまで戻す必要があります。Unified Managerでは、ワークロードのパフォーマ
ンスの収集と分析が5分間隔で行われるため、クラスタ コンポーネントの利用率が高い状態
が長時間続いたときにのみ検出されます。利用率が高い状態が5分間のうちの短時間しか続
かないような一時的な利用率の急増は検出されません。
たとえば、ストレージ アグリゲートに対するワークロードがそれぞれのI/O要求を満たそう
と競合している場合、そのアグリゲートは競合状態になることがあります。この場合、その
アグリゲートに対する他のワークロードが影響を受けてパフォーマンスが低下する可能性
があります。アグリゲートのアクティビティを減らす方法はいくつかあり、たとえば、1つ
以上のワークロードを負荷の低いアグリゲートに移動し、現在のアグリゲートに対する全体
的なワークロードの負荷を低くすることができます。QoSポリシー グループについては、ス
ループット制限を調整したりワークロードを別のポリシー グループに移動したりすること
で、ワークロードが調整されないようにすることができます。
Unified Managerは次のクラスタ コンポーネントを監視し、競合状態になるとアラートを生成
します。
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ネットワーク
クラスタ上でのiSCSIプロトコルまたはファイバチャネル（FC）プロトコルによる
I/O要求の待機時間を表します。待機時間とは、クラスタがI/O要求に応答できるよ
うになるまでに、iSCSI Ready to Transfer（R2T）またはFCP Transfer Ready
（XFER_RDY）トランザクションが待つ時間です。ネットワーク コンポーネント
が競合状態にある場合、ブロック プロトコル レイヤでの長い待機時間は、1つ以
上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。

ネットワーク処理
プロトコル レイヤとクラスタ間のI/O処理に関与する、クラスタ内のソフトウェア
コンポーネントを表します。ネットワーク処理を実行するノードが、イベント検
出後に変更された可能性があります。ネットワーク処理コンポーネントが競合状
態にある場合、ネットワーク処理ノードでの高利用率は、1つ以上のワークロード
のレイテンシに影響していることを意味します。

QoSポリシー
ワークロードがメンバーになっているストレージQoSポリシー グループを表しま
す。ポリシー グループ コンポーネントが競合状態にある場合、ポリシー グループ
内のすべてのワークロードに、スループットの制限によってスロットルが適用さ
れ、1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。

クラスタ インターコネクト
クラスタ ノードを物理的に接続するケーブルとアダプタを表します。クラスタ
インターコネクト コンポーネントが競合状態にある場合は、クラスタ インターコ
ネクトでのI/O要求の長い待機時間がワークロードのレイテンシに影響している
ことを意味します。

データ処理
クラスタとストレージ アグリゲート間でワークロードを含むI/O処理に関与する、
クラスタ内のソフトウェア コンポーネントを表します。データ処理を扱うノード
が、イベント検出後に変更された可能性があります。データ処理コンポーネント
が競合状態にある場合、データ処理ノードでの高利用率は、1つ以上のワークロー
ドのレイテンシに影響していることを意味します。

MetroClusterのリソース
NVRAMとインタースイッチ リンク（ISL）を含むMetroClusterリソースを表しま
す。MetroCluster構成のクラスタ間でデータをミラーリングするのに使用します。
MetroClusterコンポーネントが競合状態にある場合は、ローカル クラスタのワーク
ロードによる大量の書き込みスループットまたはリンクの不具合が、ローカル ク
ラスタの1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。
クラスタがMetroCluster構成に含まれていない場合は、このアイコンは表示されま
せん。

アグリゲートまたはSSDアグリゲートの処理
ワークロードが実行されているストレージ アグリゲートを表します。アグリゲー
ト コンポーネントが競合状態にある場合は、アグリゲートの高利用率が1つ以上の
ワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。アグリゲートに
は、HDDのみで構成されるものと、HDDとSSDが混在するもの（Flash Poolアグリ
ゲート）があります。「SSDアグリゲート」には、SSDのみで構成されるもの（オー
ルフラッシュ アグリゲート）と、SSDとクラウド階層が混在するもの（FabricPool
アグリゲート）があります。

クラウド レイテンシ
クラスタとユーザ データ格納先のクラウド階層の間のI/O処理に関与する、クラス
タ内のソフトウェア コンポーネントを表します。クラウド レイテンシ コンポー
ネントが競合状態にある場合、クラウド階層でホストされたボリュームからの大
量の読み取りが1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味
します。
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同期SnapMirror

SnapMirror同期関係でのプライマリ ボリュームからセカンダリ ボリュームへの
ユーザ データのレプリケーションに関係する、クラスタ内のソフトウェア コン
ポーネントを表します。同期SnapMirrorコンポーネントが競合状態にある場合、
SnapMirror同期処理のアクティビティが1つ以上のワークロードのレイテンシに影
響していることを意味します。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割
Unified Managerでは、役割を使用して、パフォーマンス イベントにワークロードがどのよう
に関連しているかを特定します。役割にはVictim、Bully、Sharkがあります。ユーザ定義の
ワークロードは同時にVictim、Bully、Sharkとなることがあります。
次の表にワークロードの役割を示します。

役割 説明
Victim クラスタ コンポーネントを過剰に消費している他のワークロード（Bully）

のためにパフォーマンスが低下しているユーザ定義のワークロードです。
Victimとみなされるのはユーザ定義のワークロードのみです。Unified
Managerはレイテンシの偏差に基づいて、イベント中のレイテンシの実測
値が想定範囲から大幅に増加しているワークロードをVictimワークロード
として特定します。

Bully クラスタ コンポーネントの過剰な消費によって他のワークロード
（Victim）のパフォーマンスを低下させるユーザ定義またはシステム定義の
ワークロードです。Unified Managerはクラスタ コンポーネントの使用量
の偏差に基づいて、イベント中の使用量の実測値が想定範囲から大幅に増
加しているワークロードをBullyワークロードとして特定します。

Shark イベントに関連するすべてのワークロードの中でクラスタ コンポーネン
トの使用量が最も多いユーザ定義のワークロードです。Unified Managerは
イベント中のクラスタ コンポーネントの使用量に基づいてSharkワーク
ロードを特定します。

クラスタのワークロードは、クラスタを構成する多数のコンポーネント（ストレージ アグ
リゲート、ネットワーク処理やデータ処理を行うCPUなど）を共有します。そのため、ある
ワークロード（ボリュームなど）が使用するクラスタ コンポーネントの量が、他のワーク
ロードに必要な量を効率的に確保できないところまで増加すると、そのコンポーネントは競
合状態になります。この、クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードが
「Bully」で、同じコンポーネントを共有しているため、Bullyによってパフォーマンスに影響
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が出ているワークロードが「Victim」です。重複排除やSnapshotコピーなど、システム定義
のワークロードのアクティビティも、場合によっては「Bully」になります。
Unified Managerでイベントが検出されると、関連するすべてのワークロードとクラスタ コン
ポーネント（イベントの原因となったBullyワークロード、競合状態のクラスタ コンポーネ
ント、およびBullyワークロードのアクティビティが増加したためにパフォーマンスが低下
しているVictimワークロード）が特定されます。
注：Unified ManagerがBullyワークロードを特定できない場合は、Victimワークロードと関
連するクラスタ コンポーネントに関するアラートだけが生成されます。

Unified ManagerはBullyワークロードのVictimワークロードを特定でき、同じワークロードが
Bullyワークロードになった場合にも特定できます。ワークロードは自身に対してBullyワー
クロードになることがあります。たとえば、負荷の高いワークロードがポリシー グループ
の制限によって調整される場合、そのワークロードが含まれるポリシー グループ内のすべ
てのワークロードが調整されます。継続的なパフォーマンス イベントでは、Bullyワーク
ロードまたはVictimワークロードは役割が変わったり、あるいはイベントに関連しなくなる
場合があります。[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[イベント]リストテーブル
では、選択したボリュームの役割が変わった場合、その日時が表示されます。

関連概念

クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）
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ワークロードのパフォーマンスの分析
Unified Managerを使用して、クラスタ上のボリュームのワークロードのI/Oパフォーマンスを
監視して分析することができます。クラスタにパフォーマンスの問題がないかどうかやス
トレージに問題がないかどうかを確認できます。
注：この章では、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページと[イベントの詳細]ページを
使用してワークロードのパフォーマンスを分析する方法について説明します。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうか
の判断

Unified Managerを使用して、検出されたパフォーマンス イベントの原因が本当にクラスタ上
のパフォーマンスの問題であったかどうかを判断できます。イベントの原因はアクティビ
ティの急増である場合があります。たとえばその結果として応答時間が増加したが、現在は
通常レベルに戻っている場合などです。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• Unified Managerで最低5日間のパフォーマンス統計がクラスタから収集されて分析され
ている必要があります。

タスク概要

[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名のリンクをクリックして[パ
フォーマンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリューム名の最初の3文字以上を入力します。
ボリューム名が検索結果に表示されます。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. [履歴データ]チャートで、[5日]をクリックして、過去5日間の履歴データを表示します。

4. [レイテンシ]チャートから次の情報を確認します。

• 新規パフォーマンス イベントがあるか。

• 以前にボリュームで問題が発生したことを示す過去のパフォーマンス イベントがあ
るか。
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• 応答時間の急増はあるか（想定範囲内での急増も含む）。

• パフォーマンスに影響した可能性のあるクラスタ構成への変更があったか。

パフォーマンス イベント、アクティビティの急増、または応答時間に影響した可能性の
ある最近の構成変更がボリュームの応答時間に表示されない場合は、クラスタが原因の
パフォーマンスの問題は除外できます。

関連概念

Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（125ページ）

関連タスク

ワークロードの応答時間低下の調査（118ページ）

ワークロードの応答時間低下の調査
Unified Managerを使用すると、クラスタでの処理がボリューム ワークロードの応答時間（レ
イテンシ）低下の一因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• Unified Managerで最低5日間のパフォーマンス統計がクラスタから収集されて分析され
ている必要があります。

タスク概要

[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名をクリックして、[パフォーマ
ンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリュームの名前を入力します。
ボリューム名が検索結果に表示されます。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. 履歴データ チャートで、[5日]をクリックして、過去5日間の履歴データを表示します。

4. [IOPS]チャートから次の情報を確認します。

• アクティビティの急増はあるか。

• アクティビティの急減はあるか。

• 処理パターンの異常な変化はあるか。

アクティビティの急増や急減がなく、この期間にクラスタ構成への変更がない場合、他
のワークロードによるボリューム パフォーマンスへの影響はないと判断できます。
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5. [データ内訳の基準]メニューの[IOPS]で、[読み取り / 書き込み / その他]を選択します。

6. [送信]をクリックします。
[読み取り / 書き込み / その他]チャートが[IOPS]チャートの下に表示されます。

7. [読み取り / 書き込み / その他]チャートを確認して、ボリュームの読み取り量または書き
込み量の急増または急減がないか確認します。
読み取りや書き込みの急増または急減がない場合、クラスタのI/Oは正常に動作している
と判断できます。パフォーマンスの問題は、ネットワークまたは接続されているクライ
アントで発生している可能性があります。

関連概念

Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（100ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（125ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（117ページ）

クラスタ コンポーネントでのI/O応答時間の傾向の特定
Unified Managerを使用して、あるボリューム ワークロードについて、すべての監視対象クラ
スタ コンポーネントのパフォーマンスの傾向を表示できます。使用率が最も高いコンポー
ネント、その使用率が読み取り要求と書き込み要求のどちらに起因しているか、およびワー
クロードの応答時間にどのように影響したかを時系列で確認できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• 30日間のパフォーマンス統計を表示するには、Unified Managerで最低30日間のパフォー
マンス統計がクラスタから収集されて分析されている必要があります。

タスク概要

クラスタ コンポーネントのパフォーマンスの傾向を特定することで、管理者はクラスタの
利用率が高すぎる / 低すぎる状況を判断できます。
[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名をクリックして、[パフォーマ
ンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリュームの名前を入力します。
ボリューム名が検索結果に表示されます。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. 履歴データ チャートで、[30 日]をクリックして、過去30日間の履歴データを表示します。

4. [データ内訳の基準]をクリックします。
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5. [レイテンシ]で、[クラスタ コンポーネント]と[読み取り / 書き込みレイテンシ]を選択し
ます。

6. [送信]をクリックします。
両方のチャートが[レイテンシ]チャートの下に表示されます。

7. [クラスタ コンポーネント]チャートを確認します。
このチャートには応答時間のクラスタ コンポーネント別の内訳が表示されます。アグリ
ゲートでの応答時間が最も長くなります。

8. [クラスタ コンポーネント]チャートと[レイテンシ]チャートを比較します。
[レイテンシ]チャートに表示される合計応答時間の急増は、アグリゲートの応答時間の急
増に対応しています。30日間の最後に数回パフォーマンスしきい値を超えています。

9. [読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートを確認します。
このチャートでは、読み取り要求よりも書き込み要求の応答時間が長く、クライアント
アプリケーションが書き込み要求の完了を通常よりも長く待機していることがわかりま
す。

10. [読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートと[レイテンシ]チャートを比較します。
[クラスタ コンポーネント]チャートのアグリゲートに対応する合計応答時間の急増は、
[読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートの書き込み応答時間の急増にも対応していま
す。管理者は、ワークロードを使用しているクライアント アプリケーションへの対処が
必要かどうか、またはアグリゲートの利用率が高すぎるどうかを判断する必要がありま
す。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（123ページ）

ボリュームの移動によるパフォーマンス向上の分析
Unified Managerでは、ボリューム移動処理によってクラスタ上の他のボリュームのレイテン
シ（応答時間）にどのような影響が及ぶかを調査できます。負荷の高いボリュームを負荷の
低いアグリゲートまたはフラッシュ ストレージが有効なアグリゲートに移動すると、ボ
リュームの効率が向上します。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。
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• Unified Managerで7日間のデータを収集および分析しておく必要があります。

タスク概要

Unified Managerは、アグリゲート間でのボリューム移動を特定し、ボリューム移動が発生、
完了、または失敗したタイミングを検出できます。[パフォーマンス / ボリュームの詳細]
ページには、ボリューム移動のそれぞれの状態の変更イベント アイコンが表示されます。
これにより、移動処理が発生したタイミングを追跡し、それが原因で発生したパフォーマン
ス イベントがないかどうかを確認できるようになります。
[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名をクリックして、[パフォーマ
ンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリュームの名前を入力します。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. [履歴データ]チャートで、スライダを調整して前の週のアクティビティを表示します。

4. [レイテンシ]チャートと[IOPS]チャートを分析して、過去数日間にわたるボリュームのパ
フォーマンスを確認します。
パフォーマンス イベントから、平均応答時間が非常に長い（42ms/op以上）パターンを毎
日継続的に確認し、ボリュームを負荷の低いアグリゲートに移動してパフォーマンスを
向上することを決定したとします。ONTAP System Managerを使用して、Flash Poolが有効
なアグリゲートにボリュームを移動してパフォーマンスを向上させます。ボリューム移
動の完了から約1時間後、Unified Managerに戻って、移動処理が正常に完了し、レイテン
シが低減したことを確認できます。

5. [パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されない場合は、表示するボリューム
を検索します。

6. [履歴データ]チャートで、[1日]をクリックして、1日前（ボリューム移動が完了して数時
間後）のアクティビティを表示します。

ページの下部の[イベント]タイムラインで、変更イベントのアイコン（ ）が表示され
ます。このアイコンは、ボリューム移動処理が完了した時間を示します。変更イベント
のアイコンからは[レイテンシ]チャートに向けて黒の縦線も表示されます。

7. 変更イベントのアイコンにカーソルを合わせると、[イベント]リストでイベントの詳細を
確認できます。
Flash Poolが有効なアグリゲートにボリュームが移動されたため、キャッシュに対する読
み取りと書き込みのI/Oの変化を確認できます。

8. [データ内訳の基準]メニューの[MBps]で、[キャッシュ ヒット率]を選択します。
[キャッシュ ヒット率]チャートにキャッシュに対する読み取りと書き込みの統計が表示
されます。
ボリュームは負荷の低いアグリゲートに移動され、変更イベントが右側の[イベント]リス
トで強調表示されます。平均レイテンシは、42ms/opから約24ms/opに大きく低減しまし
た。現在のレイテンシは、約1.5ms/opです。ボリュームはFlash Poolが有効なアグリゲー
ト上にあるため、[キャッシュ ヒット率]チャートのキャッシュに対する成功した読み取
りと書き込みのヒット率は現在100%になっています。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（100ページ）
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パフォーマンス イベントとは（110ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（25ページ）
パフォーマンス イベントの分析（128ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（123ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

FlexVolの移動
FlexVolの移動の仕組みを理解しておくと、ボリュームの移動がサービスレベル契約を満たす
かの判断や、ボリューム移動がボリュームの移動プロセスのどの段階にあるかを把握するの
に役立ちます。
1つのアグリゲートまたはノードから同じStorage Virtual Machine（SVM）内の別のアグリゲー
トまたはノードにFlexVolを移動できます。ボリュームを移動しても、移動中にクライアント
アクセスが中断されることはありません。
ボリュームの移動は次のように複数のフェーズで行われます。

• 新しいボリュームがデスティネーション アグリゲート上に作成されます。

• 元のボリュームのデータが新しいボリュームにコピーされます。
この間、元のボリュームはそのままで、クライアントからアクセス可能です。

• 移動プロセスの最後に、クライアント アクセスが一時的にブロックされます。
この間にソース ボリュームからデスティネーション ボリュームへの最後のレプリケー
ションが実行され、ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームのIDがスワップ
され、デスティネーション ボリュームがソース ボリュームに変更されます。

• 移動が完了すると、クライアント トラフィックが新しいソース ボリュームにルーティン
グされ、クライアント アクセスが再開されます。

クライアント アクセスのブロックはクライアントが中断とタイムアウトを認識する前に終
了するため、移動によってクライアント アクセスが中断されることはありません。デフォ
ルトでは、クライアント アクセスは35秒間ブロックされます。アクセスがブロックされて
いる間にボリューム移動操作が完了しなかった場合、この最終フェーズは中止されてクライ
アント アクセスが許可されます。デフォルトでは、最終フェーズは3回試行され、それでも
成功しなかった場合、1時間待ってからもう一度最終フェーズのシーケンスが繰り返されま
す。ボリューム移動操作の最終フェーズは、ボリューム移動が完了するまで実行されます。

[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ
このページには、選択したFlexVol、FlexGroupボリューム、またはFlexGroupコンスティチュ
エント ワークロードのすべてのI/Oアクティビティと処理について、詳細なパフォーマンス
統計が表示されます。ボリュームの統計およびイベントを表示する期間を選択できます。
イベントは、パフォーマンス イベントとI/Oパフォーマンスに影響を及ぼしている可能性の
ある変更を表しています。

履歴データ チャート
選択したボリュームのパフォーマンス分析の履歴データを表示します。スライダをクリッ
クしてドラッグすることで期間を指定でき、スライダを動かすと期間が増減します。期間外
のデータはグレー表示になります。チャートの下部にあるスライダを使用して、履歴データ
の範囲内で期間を動かすことができます。表示されているチャートとイベントを含めた
ページ全体には、期間内の使用可能なデータが反映されます。Unified Managerがこのページ
に保持できる履歴データは最大30日分です。
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注：履歴データ チャートで2日以上の期間を選択すると、画面の解像度によっては、その
期間における応答時間とIOPSの最大値が表示されます。

オプション
[時間]セレクタ

ページ全体でボリュームのパフォーマンス統計を表示する期間を指定します。1
日（[1日]）～30日（[30日]）をクリックするか、または[カスタム]をクリックして
カスタムの期間を選択できます。カスタム期間を指定するには、開始日と終了日
を選択し、[更新]をクリックしてページ全体を更新します。
注：[イベントの詳細]ページでボリューム名のリンクをクリックして[パフォー
マンス / ボリュームの詳細]ページにアクセスすると、現在の日付の1日前または
5日前までなどの期間が自動的に選択されます。履歴データ チャートのスライ
ダを移動するとカスタム期間に変わりますが、[カスタム]時間セレクタは選択さ
れず、デフォルトの時間セレクタが選択されたままです。

データ内訳の基準
選択したボリュームのより詳細なパフォーマンス統計を表示するために[パ
フォーマンス / ボリュームの詳細]ページに追加できるチャートのリストが表示さ
れます。

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計
グラフを使用してボリュームのパフォーマンスの傾向を表示できます。また、読み取りと書
き込みの統計、ネットワーク プロトコルのアクティビティ、QoSポリシー グループの調整
によるレイテンシへの影響、キャッシュ ストレージへの読み取りと書き込みの比率、ワー
クロードで使用されているクラスタの合計CPU時間、および特定のクラスタ コンポーネント
も表示できます。
以下のビューに現在の日付から最大30日間の統計が表示されます。履歴データ チャートで
2日以上の期間を選択すると、画面の解像度によっては、その期間におけるレイテンシとIOPS
の最大値が表示されます。
注：[すべて選択]チェック ボックスを使用して、チャート オプションをまとめて選択また
は選択解除できます。

レイテンシ
以下のチャートに、選択したワークロードのレイテンシ（応答時間）の詳細情報
が表示されます。
クラスタ コンポーネント

選択したボリュームが使用している各クラスタ コンポーネントで費やされた
時間がグラフに表示されます。
このチャートは、合計レイテンシのうちの各コンポーネントによるレイテン
シへの影響を判断する際に役立ちます。各コンポーネントの横のチェック
ボックスを使用して、グラフの表示と非表示を切り替えることができます。
QoSポリシー グループについては、ユーザ定義のポリシー グループのデータ
のみが表示されます。デフォルト ポリシー グループなどのシステム定義の
ポリシー グループについてはゼロと表示されます。

読み取り / 書き込みレイテンシ
選択した期間における、選択したボリューム ワークロードからの成功した読
み取り要求と書き込み要求のレイテンシがグラフに表示されます。
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書き込み要求はオレンジ、読み取り要求は青の線で表されます。クラスタの
すべてのワークロードではなく、選択したボリューム ワークロードのレイテ
ンシに関連した要求についてのデータです。
注：読み取りと書き込みの合計が、[レイテンシ]チャートに表示される合計
レイテンシと異なる場合があります。これは想定された動作で、Unified
Managerによるワークロードの読み取りと書き込みの統計を収集および分
析する方法によるものです。

ポリシー グループの影響
選択したボリューム ワークロードのレイテンシのうち、QoSポリシー グルー
プのスループット制限による影響の割合がグラフに表示されます。
ワークロードが調整されている場合、ある時点において調整がレイテンシに
影響した割合を示し、それぞれ次の調整量に該当します。

• 0% = 調整なし

• 0%超 = 調整あり

• 20%超 = 重大な調整あり

クラスタの処理量に余裕がある場合は、ポリシー グループの制限を増やすこ
とで調整を減らすことができます。あるいは、負荷の低いアグリゲートに
ワークロードを移動します。
注：このチャートは、スループット制限が設定されているユーザ定義のQoS
ポリシー グループ内のワークロードについてのみ表示されます。システム
定義のポリシー グループ（デフォルト ポリシー グループなど）や、QoS制
限のないポリシー グループ内のワークロードについては表示されません。
QoSポリシー グループについては、カーソルをポリシー グループの名前に
置くと、スループット制限と最終変更時刻が表示されます。関連するクラ
スタがUnified Managerに追加される前にポリシー グループが変更された場
合、最終変更時刻は、Unified Managerが最初にクラスタを検出した日付と
時刻です。

IOPS

以下のチャートに、選択したワークロードのIOPSデータの詳細が表示されます。
読み取り / 書き込み / その他

選択した期間における、1秒あたりの読み取り / 書き込みIOPS、およびその他
のIOPSがグラフに表示されます。
その他のIOPSは、クライアントによって開始された読み取りまたは書き込み
以外のプロトコル アクティビティです。たとえばNFS環境の場合、getattr、
setattr、fsstatなどのメタデータ処理がこれに該当します。CIFS環境の場合は、
属性のルックアップ、ディレクトリの表示、またはウィルス スキャンなどで
す。書き込みIOPSはオレンジ、読み取りIOPSは青の線で表されます。クラス
タのすべての処理ではなく、選択したボリューム ワークロードのすべての処
理のIOPSについてのデータです。

MBps

以下のチャートに、選択したワークロードのスループット データの詳細が表示さ
れます。
キャッシュ ヒット率

選択した期間における、クライアント アプリケーションからの読み取り要求
のうち、キャッシュで処理された割合がグラフに表示されます。
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キャッシュにはFlash CacheカードまたはFlash Poolアグリゲートのソリッドス
テート ドライブ（SSD）を使用できます。青はキャッシュ ヒットでキャッ
シュから読み取られた要求、オレンジはキャッシュ ミスでアグリゲート内の
ディスクから読み取られた要求を表します。クラスタのすべてのワークロー
ドではなく、選択したボリューム ワークロードに関連した要求についての
データです。
ボリューム キャッシュ使用量のより詳細な情報は、Unified Managerの[健全
性]ページおよびONTAP System Managerで確認できます。

コンポーネント
以下のチャートに、選択したワークロードで使用されているクラスタ コンポーネ
ント別のデータの詳細が表示されます。
クラスタ CPU 時間

選択したワークロードで使用されているクラスタ内のすべてのノードのCPU
使用時間（ミリ秒）がグラフに表示されます。
このグラフには、ネットワーク処理とデータ処理に使用されたCPU時間の合
計が表示されます。選択したワークロードに関連していて、データ処理に同
じノードを使用しているシステム定義のワークロードのCPU時間も含まれま
す。このチャートを使用して、ワークロードがクラスタ上のCPUリソースを
大量に消費しているかどうかを判断できます。また、このチャートと[レイテ
ンシ]チャートの下の[読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートまたは[IOPS]
チャートの下の[読み取り / 書き込み / その他]チャートと組み合わせて使用す
ると、ワークロードのアクティビティの変化がクラスタのCPU利用率に与え
た影響を判断できます。

ディスク利用率
選択した期間における、ストレージ アグリゲート内のデータ ディスクの利用
率がグラフに表示されます。
この利用率には、選択したボリューム ワークロードからのディスクの読み取
り / 書き込み要求だけが含まれ、キャッシュからの読み取りは含まれません。
ディスクのすべてのワークロードではなく、選択したボリューム ワークロー
ドに関連した利用率についてのデータです。監視対象のボリュームがボ
リューム移動の対象であった場合、このチャートの利用率の値は移動先のア
グリゲートの値になります。

パフォーマンス データのグラフの仕組み
Unified Managerでは、指定した期間のボリュームのパフォーマンス統計やイベントがグラフ
やチャートで表示されます。
グラフにデータを表示する期間はカスタマイズが可能です。グラフの横軸は期間、縦軸はカ
ウンタを表し、各ポイントのデータが線でつながれて表示されます。縦軸は想定値または実
測値の最大値に合わせて動的に調整されます。

期間の選択
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、このページのすべてのグラフの期間を履
歴データ チャートで選択できます。[1日]、[5日]、[10日]、[30日]のボタンを使用して1～30
日（1カ月）の期間を指定できるほか、[カスタム]ボタンを使用して30日以内のカスタムの期
間を指定することもできます。グラフの各ポイントは5分間隔で収集されたパフォーマンス
データを表し、最大30日分のデータが履歴として保持されます。ネットワーク遅延やその他
の異常が発生している間のデータも含まれることに注意してください。
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この例では、履歴データ チャートの期間が3月の初めから終わりまでの1カ月に設定されて
います。選択した期間に含まれない3月よりも前の履歴データはすべてグレー表示になって
います。

データ ポイントの情報の表示
グラフでデータ ポイントの情報を確認するには、グラフ内で特定のポイントにカーソルを
合わせます。そのポイントの値と日付および時刻の情報がポップアップ ボックスに表示さ
れます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページで[IOPS]チャートにカーソルを合わ
せたものです。10月20日の午前3時50分から 午前3時55分までの 応答時間と処理数が表示さ
れています。

パフォーマンス イベントの情報の表示
グラフでイベントの情報を確認するには、イベント アイコンにカーソルを合わせます。イ
ベントの概要情報がポップアップ ボックスに表示されます。また、イベント アイコンをク
リックすると詳細を確認することができます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページで[レイテンシ]チャートのイベント
アイコンをクリックしたものです。ポップアップ ボックスにイベントの詳細が表示されて
います。[イベント]リストでも該当するイベントが強調表示されます。
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関連概念

Unified ManagerのGUIで実行するパフォーマンス ワークフロー（13ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（123ページ）
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パフォーマンス イベントの分析
パフォーマンス イベントを分析して、イベントが検出されたタイミング、アクティブなイ
ベント（新規または確認済みのイベント）か廃止イベントか、関連するワークロードとクラ
スタ コンポーネント、およびイベントを解決するためのオプションを特定できます。

関連概念

クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

パフォーマンス イベントに関する情報の表示
[イベント]インベントリ ページを使用して、Unified Managerで監視されているクラスタ上の
すべての新規および廃止のパフォーマンス イベントのリストを表示できます。この情報を
表示することにより、最も重大なイベントを特定し、詳細情報を確認してイベントの原因を
特定できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

タスク概要

イベントのリストは検出時刻でソートされ、最新のイベントが最初に表示されます。列ヘッ
ダーをクリックすると、その列でイベントをソートできます。たとえば、[ステータス]列で
ソートして重大度別にイベントを表示できます。特定のイベントまたは特定のタイプのイ
ベントを探している場合、フィルタと検索を使用して、リストに表示するイベントを絞り込
むことができます。
このページにはすべてのソースのイベントが表示されます。

• ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシー

• システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシー

• 動的なパフォーマンスしきい値

[イベント タイプ]列には、イベントのソースが表示されます。イベントを選択すると、イベ
ントに関する詳細を[イベントの詳細]ページで確認できます。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[イベント]をクリックします。

2. 分析するイベントを特定し、イベント名をクリックします。
イベントの詳細ページが表示されます。
注：[パフォーマンス エクスプローラ]ページおよびアラートEメールのイベント名のリ
ンクをクリックして、イベントの詳細ページを表示することもできます。

関連概念

パフォーマンス イベントの分析（128ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの
分析

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントは、特定のストレージ オブ
ジェクト（アグリゲートやボリュームなど）のパフォーマンス カウンタが、ポリシーに定
義されたしきい値を超えた場合に発生します。これは、クラスタ オブジェクトでパフォー
マンスの問題が発生していることを示しています。
[イベントの詳細]ページを使用してパフォーマンス イベントを分析し、必要に応じてイベン
トに対処してパフォーマンスを正常な状態に戻します。

関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理（33ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの重大度タイプ（25ページ）

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値イベントへの対処
Unified Managerを使用して、パフォーマンス カウンタがユーザ定義の警告または重大のしき
い値を超えたことに起因するパフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified
Managerを使用してクラスタ コンポーネントの健全性を確認し、コンポーネントで検出され
た最近の健全性イベントがパフォーマンス イベントに関与しているかどうかを判断できま
す。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
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たとえば、「レイテンシの値 456 ms/op がしきい値 400ms/op を超えたため、警告イベント
がトリガーされました」というメッセージは、オブジェクトに対してレイテンシの警告
イベントが発生したことを示しています。

3. ポリシー名にカーソルを合わせて、イベントをトリガーしたしきい値ポリシーの詳細を
表示します。
詳細には、ポリシー名、使用されるパフォーマンス カウンタ、超過した場合に重大また
は警告イベントが生成されるカウンタ値、および対象となる期間が含まれます。

4. このイベントの一因となった可能性のある他のイベントが同時に発生したかどうかを調
査できるように、[イベント トリガー日時]の値をメモします。

5. 次のどちらかのオプションを使用してイベントをさらに詳しく調査し、パフォーマンス
の問題を解決するための操作を実行する必要があるかどうかを判断します。

方法 調査方法

ソース オブジェクト名を
クリックして[エクスプ
ローラ]ページを表示する

このページでは、オブジェクトの詳細を表示して他の同様のスト
レージ オブジェクトと比較し、他のストレージ オブジェクトに同
じタイミングでパフォーマンスの問題が発生していないかを確認
できます。たとえば、同じアグリゲート上の他のボリュームにもパ
フォーマンスの問題が発生していないかを確認できます。

クラスタ名をクリックして
[クラスタ サマリ]ページを
表示する

このページでは、オブジェクトが格納されているクラスタの詳細を
表示して、他のパフォーマンスの問題が同じタイミングで発生して
いないかを確認できます。

システム定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベント
の分析

システム定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントは、特定のストレージ オブ
ジェクトの1つまたは複数のパフォーマンス カウンタがシステム定義ポリシーのしきい値
を超えたことを示しています。この場合、ストレージ オブジェクト（アグリゲートやノー
ドなど）でパフォーマンスの問題が発生しています。
[イベントの詳細]ページを使用してパフォーマンス イベントを分析し、必要に応じてイベン
トに対処してパフォーマンスを正常な状態に戻します。
注：システム定義のしきい値ポリシーは、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP Edge、ONTAP
Selectの各システムでは無効です。

関連資料

パフォーマンス イベントの重大度タイプ（25ページ）
システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（30ページ）

システム定義のパフォーマンスしきい値のイベントへの対処
Unified Managerを使用して、パフォーマンス カウンタがシステム定義の警告または重大のし
きい値を超えたことに起因するパフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified
Managerを使用してクラスタ コンポーネントの健全性を確認し、コンポーネントで検出され
た最近のイベントがパフォーマンス イベントに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。
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手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
たとえば、「ノード利用率の値 90% がしきい値 85% を超えたため、警告イベントがトリ
ガーされました」というメッセージは、クラスタ オブジェクトに対するノード利用率警
告イベントが発生したことを示しています。

3. このイベントの一因となった可能性のある他のイベントが同時に発生したかどうかを調
査できるように、[イベント トリガー日時]の値をメモします。

4. [システム診断]で、システム定義のポリシーがクラスタ オブジェクトに対して実行して
いる分析タイプの簡単な説明を確認します。
一部のイベントについては、診断の横に、その診断で問題が見つかったかどうかを示す
緑または赤のアイコンが表示されます。それ以外のタイプのシステム定義のイベントに
ついては、カウンタ グラフにオブジェクトのパフォーマンスが表示されます。

5. [推奨される操作]で、[この作業に関するヘルプ]リンクをクリックして、パフォーマンス
イベントを解決するために推奨される操作を確認します。

QoSポリシー グループ パフォーマンス イベントへの対処
ワークロードのスループット（IOPS、IOPS/TB、またはMBps）がONTAPで定義されている
QoSポリシーの設定を超え、ワークロードのレイテンシに影響を及ぼしている場合、Unified
ManagerでQoSポリシー警告イベントが生成されます。これらのシステム定義のイベントに
より、多くのワークロードにレイテンシの影響が及ぶ前に潜在的な問題に対処することがで
きます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

タスク概要

Unified Managerでは、定義されているQoSポリシーの設定を超えるワークロードが過去1時間
の各パフォーマンス収集期間で見つかった場合に、QoSポリシーの違反とみなして警告イベ
ントを生成します。ワークロードのスループットが各収集期間に短時間だけQoSのしきい
値を超えることがありますが、Unified Managerのグラフには収集期間全体の「平均」のス
ループットしか表示されません。そのため、QoSのイベントを受け取った場合でも、グラフ
ではワークロードのスループットがポリシーのしきい値を超えていないように見えること
があります。
System ManagerまたはONTAPコマンドを使用してポリシー グループを管理できます。これ
には次のタスクが含まれます。
• ワークロードに対する新しいポリシー グループの作成
• ポリシー グループ内のワークロードの追加または削除
• ポリシー グループ間でのワークロードの移動
• ポリシー グループのスループット制限の変更
• 別のアグリゲートやノードへのワークロードの移動

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
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たとえば、「vol1_NFS1の IOPS の値が 1,352 IOPSのため、警告イベントがトリガーされま
した。ワークロードに潜在的なパフォーマンスの問題があります。」というメッセージ
は、ボリュームvol1_NFS1でQoS最大IOPSイベントが発生したことを示しています。

3. [イベント情報]セクションで、イベントが発生した時刻とイベントがアクティブだった時
間を確認します。
QoSポリシーのスループットを共有しているボリュームやLUNの場合は、IOPSまたは
MBpsが高い上位3つのワークロードの名前も確認できます。

4. [システム診断]セクションで、合計平均IOPSまたはMBps（イベントに応じて異なる）を
示すグラフ、およびレイテンシを示すグラフの2つを確認します。このように表示するこ
とで、ワークロードがQoSの上限に達したときのレイテンシへの影響が大きいクラスタ
コンポーネントを特定することができます。
共有QoSポリシーのイベントについては、上位3つのワークロードがスループット グラフ
に表示されます。QoSポリシーを共有しているワークロードが4つ以上ある場合、残りの
ワークロードは「その他のワークロード」カテゴリにまとめて表示されます。また、レ
イテンシ グラフには、QoSポリシーを共有するすべてのワークロードの平均レイテンシ
が表示されます。
アダプティブQoSポリシーのイベントの場合、IOPSおよびMBpsのグラフに表示される
IOPSやMBpsの値は、割り当てられているIOPS/TBのしきい値ポリシーの値をボリューム
のサイズに基づいてONTAPで変換した値であることに注意してください。

5. [推奨される操作]セクションで、推奨される対処方法を確認し、ワークロードのレイテン
シの増大を防ぐための処理を判断します。
[ヘルプ]ボタンをクリックすると、パフォーマンス イベントを解決するための推奨され
る対処方法に関する詳細を必要に応じて確認できます。

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なるQoSポリシーの表示方法（83
ページ）

関連資料

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（30ページ）

ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要
アダプティブQoSポリシー グループでは、ボリューム サイズに基づいてスループットの上
限と下限が自動的に調整され、TBまたはGBあたりのIOPSが一定に維持されます。ONTAP
9.5以降では、QoSポリシーにブロック サイズを指定することでMBpsのしきい値も同時に適
用できます。
アダプティブQoSポリシーにIOPSのしきい値を割り当てた場合、各ワークロードで発生する
処理数にのみ制限だけが適用されます。ワークロードを生成するクライアントに設定され
ているブロック サイズによっては、一部のIOPSにはるかに多くのデータが含まれ、処理を
実行するノードの負荷がはるかに大きくなることがあります。
ワークロードのMBpsは次の式を使用して算出されます。

MBps = (IOPS * ブロック サイズ) / 1000

平均IOPSが3,000のワークロードについて、クライアントのブロック サイズが32KBに設定さ
れている場合、このワークロードの実効MBpsは96です。平均IOPSが3,000の同じワークロー
ドについて、クライアントのブロック サイズが48KBに設定されている場合は、このワーク
ロードの実効MBpsは144になります。この場合、ブロック サイズが大きい方がノードでの処
理データが50%多くなることがわかります。
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次に、アダプティブQoSポリシーにブロック サイズが定義されている場合について、クライ
アントで設定されているブロック サイズに基づいてどのようにイベントがトリガーされる
かを見てみましょう。
ポリシーを作成し、ピーク サイズを2,500 IOPS/TB、ブロック サイズを32KBに設定します。
この場合、使用容量が1TBのボリュームに対するMBpsのしきい値は80MBps（(2500 IOPS *
32KB) / 1000）に設定されます。Unified Managerでは、スループットの値が定義されたしき
い値を10%下回ると警告イベントが生成されます。イベントが生成される状況は次のとお
りです。

使用容量 イベントが生成されるスループットのしきい値
IOPS MBps

1 TB 2,250 IOPS 72MB/s

2 TB 4,500 IOPS 144MB/s

5 TB 11,250 IOPS 360MB/s

ボリュームの使用可能なスペースが2TB、IOPSが4,000、クライアントで設定されているQoS
ブロック サイズが32KBである場合、スループットは128MBps（(4,000 IOPS * 32 KB) / 1000）
になります。この場合、4,000 IOPSと128MBpsのどちらについても、ボリュームで2TBのス
ペースを使用する場合のしきい値を超えていないため、イベントは生成されません。
ボリュームの使用可能なスペースが2TB、IOPSが4,000、クライアントで設定されているQoS
ブロック サイズが64KBである場合、スループットは256MBps（(4,000 IOPS * 64 KB) / 1000）
になります。この場合、4,000 IOPSについてはイベントは生成されませんが、MBpsの値につ
いては256MBpsでしきい値の144MBpsを超えているためイベントが生成されます。
このため、ブロック サイズを含むアダプティブQoSポリシーに対するMBpsの違反に基づい
てイベントがトリガーされた場合、[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションに
はMBpsのグラフが表示されます。アダプティブQoSポリシーに対するIOPSの違反に基づい
てイベントがトリガーされた場合は、[システム診断]セクションにはIOPSのグラフが表示さ
れます。IOPSとMBpsの両方に違反がある場合は、2つのイベントが表示されます。
QoS設定の調整の詳細については、『ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド 』を参照し
てください。
ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド

ノード リソース過剰使用パフォーマンス イベントへの対処
1つのノードが運用効率の上限を超えて稼働していて、ワークロードのレイテンシに影響を
及ぼしている可能性がある場合、Unified Managerでノード リソース過剰使用警告イベントが
生成されます。これらのシステム定義のイベントにより、多くのワークロードにレイテンシ
の影響が及ぶ前に潜在的な問題に対処することができます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

タスク概要

Unified Managerでは、パフォーマンス容量の使用率が30分以上にわたって100%を超えている
ノードが見つかると、ノード リソース過剰使用ポリシーの違反とみなして警告イベントを
生成します。
このタイプのパフォーマンスの問題には、System ManagerまたはONTAPコマンドを使用して
次のように対処できます。
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• QoSポリシーを作成してシステム リソースの使用率が高いボリュームやLUNに適用す
る。

• ワークロードが適用されているポリシー グループのQoSの最大スループット制限を小さ
くする。

• ワークロードを別のアグリゲートやノードに移動する。
• ノードにディスクを追加するか、ノードのCPUやRAMをアップグレードして、ノードの
容量を増やす。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
たとえば、「simplicity-02 の使用済みパフォーマンス容量が 139% のため、警告イベント
がトリガーされました。データ処理装置にパフォーマンスの問題がある可能性がありま
す。」というメッセージは、ノードsimplicity-02のパフォーマンス容量の使用率が高く、
ノードのパフォーマンスに影響を及ぼしていることを示しています。

3. [システム診断]セクションで、ノードの使用済みパフォーマンス容量を示すグラフ、上位
のワークロードの平均ストレージIOPSを示すグラフ、および上位のワークロードのレイ
テンシを示すグラフの3つを確認します。このように表示することで、ノードのレイテン
シの原因となっているワークロードを特定することができます。
IOPSグラフにカーソルを合わせると、QoSポリシーが適用されているワークロードと適
用されていないワークロードを確認できます。

4. [推奨される操作]セクションで、推奨される対処方法を確認し、ワークロードのレイテン
シの増大を防ぐための処理を判断します。
[ヘルプ]ボタンをクリックすると、パフォーマンス イベントを解決するための推奨され
る対処方法に関する詳細を必要に応じて確認できます。

動的なパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの分析
動的なしきい値によるイベントは、ワークロードの実際の応答時間（レイテンシ）と想定範
囲との差が大きい場合に生成されます。[イベントの詳細]ページを使用してパフォーマンス
イベントを分析し、必要に応じてイベントに対処してパフォーマンスを正常な状態に戻しま
す。
注：動的なパフォーマンスしきい値は、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP Edge、ONTAP Select
の各システムでは無効です。

関連資料

パフォーマンス イベントの重大度タイプ（25ページ）

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定
Unified Managerでは、競合状態のストレージ コンポーネントが原因の応答時間（レイテン
シ）の偏差が最も高いボリューム ワークロードを特定できます。このようなワークロード
を特定すると、そのワークロードにアクセスしているクライアント アプリケーションのパ
フォーマンスが通常よりも遅い理由を把握できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。
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• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要がありま
す。

タスク概要

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントのアクティビティまたは使用量の偏差が大き
い順、またはイベントの影響が最も大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワーク
ロードのリストが表示されます。値は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析
した際に特定したピーク値に基づいています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Victim
ワークロード]を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義
ワークロード、およびVictimワークロードの名前が表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定
Unified Managerでは、競合しているクラスタ コンポーネントを集中的に使用しているワーク
ロードを特定できます。このようなワークロードを特定すると、クラスタ上の特定のボ
リュームの応答時間（レイテンシ）が長くなっている理由を把握できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要がありま
す。

タスク概要

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントの使用量が多い順、またはイベントの影響が
最も大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。
値は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づ
いています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。
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2. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Bully ワー
クロード]を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義
Bullyワークロードが表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定
Unified Managerでは、競合しているストレージ コンポーネントを集中的に使用しているワー
クロードを特定できます。このようなワークロードを特定すると、利用率が低いクラスタに
これらのワークロードを移動する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要がありま
す。

タスク概要

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントの使用量が多い順、またはイベントの影響が
最も大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。
値は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づ
いています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Shark
ワークロード]を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義
ワークロード、およびSharkワークロードの名前が表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
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動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析
Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のパフォーマンス イベントを分析できます。
イベントに関連するワークロードを特定し、推奨される解決方法を確認できます。
MetroClusterのパフォーマンス イベントは、クラスタ間のインタースイッチ リンク（ISL）
を過剰に使用しているBullyワークロード、またはリンクの不具合が原因である可能性があ
ります。Unified ManagerはMetroCluster構成内の各クラスタを個別に監視し、パートナー ク
ラスタのパフォーマンス イベントは考慮しません。
MetroCluster構成内の両方のクラスタのパフォーマンス イベントは、Unified Managerの[ダッ
シュボード/概要]ページにも表示されます。Unified Managerの[健全性]ページを表示して、各
クラスタの健全性や関係を確認することもできます。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（107ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（137ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析
Unified Managerを使用して、パフォーマンス イベントが検出されたMetroCluster構成のクラ
スタについて分析することができます。クラスタの名前、イベントの検出時刻、および関連
するBullyとVictimのワークロードを特定できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成についての新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが検
出されている必要があります。

• MetroCluster構成の両方のクラスタをUnified Managerの同じインスタンスで監視している
必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. イベントの説明を参照して、関連するワークロードの名前と数を確認します。

例

この例では、[MetroCluster リソース]アイコンが赤色で表示されており、MetroClusterのリ
ソースが競合状態にあることがわかります。アイコンにカーソルを合わせると、アイコ
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ンの説明が表示されます。ページの上部に表示されたイベントIDに含まれているクラス
タ名から、イベントが検出されたクラスタの名前を特定できます。
 

 

3. クラスタの名前とイベントの検出時刻を書き留めます。この情報は、パートナー クラス
タのパフォーマンス イベントを分析するときに使用します。

4. グラフで、Victimワークロードの応答時間がパフォーマンスしきい値を超えていることを
確認します。

例

この例では、マウスオーバーで表示される情報にVictimワークロードが表示されていま
す。レイテンシグラフを確認すると、関連するVictimワークロードの全体的なレイテンシ
のパターンは一貫していることがわかります。Victimワークロードの異常なレイテンシ
によってイベントがトリガーされた場合でも、レイテンシのパターンが一貫していれば、
ワークロードのパフォーマンスは想定範囲内に収まっており、I/Oの一時的な上昇によっ
てレイテンシが増加したことでイベントがトリガーされた可能性が考えられます。
 

 

これらのボリュームのワークロードにアクセスするアプリケーションでクライアントに
最近インストールしたものがある場合は、そのアプリケーションから大量のI/Oが送信さ
れたことが原因でレイテンシが増加した可能性があります。ワークロードのレイテンシ
が想定範囲内に戻ってイベントの状態が廃止に変わり、その状態が30分以上続くようで
あれば、このイベントは無視しても問題がないと考えられます。イベントが新規の状態
のまま継続する場合は、イベントの原因となった問題が他にないかどうかをさらに詳し
く調べます。

5. [ワークロード スループット]グラフで、[Bully ワークロード]を選択してBullyワークロー
ドを表示します。
Bullyワークロードがある場合は、ローカル クラスタの1つ以上のワークロードが
MetroClusterのリソースを過剰に消費しているためにイベントが発生した可能性が考え
られます。Bullyワークロードでは書き込みスループット（MBps）が突出します。
このグラフには、ワークロードの書き込みスループット（MBps）のおおまかなパターン
が表示されます。書き込みMBpsのパターンから異常なスループットを特定できた場合、
そのワークロードがMetroClusterのリソースを過剰に使用している可能性があります。
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イベントに関連するBullyワークロードがない場合は、クラスタ間のリンクの健全性の問
題やパートナー クラスタのパフォーマンスの問題がイベントの原因として考えられま
す。Unified Managerを使用してMetroCluster構成の両方のクラスタの健全性を確認できま
す。また、パートナー クラスタのパフォーマンス イベントの確認と分析もUnified
Managerで実行できます。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析（137ページ）
MetroCluster構成のパフォーマンス監視（107ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（139ペー
ジ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析
Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス
イベントを分析できます。この分析によって、リモート クラスタのイベントがそのパート
ナー クラスタのイベントの原因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成内のローカル クラスタのパフォーマンス イベントを分析し、イベント
検出時刻を確認しておく必要があります。

• パフォーマンス イベントに関連したローカル クラスタとそのパートナー クラスタの健
全性を確認し、パートナー クラスタの名前を確認しておく必要があります。

手順

1. パートナー クラスタを監視しているUnified Managerインスタンスにログインします。

2. 左側のナビゲーション ペインで、[イベント]をクリックしてイベント リストを表示しま
す。

3. [期間]セレクタから[過去 1 時間]を選択し、[期間を適用]をクリックします。

4. [フィルタ]セレクタで、左側のドロップダウン メニューから[クラスタ]を選択し、テキス
ト フィールドにパートナー クラスタの名前を入力して、[フィルタを適用]をクリックし
ます。
選択したクラスタのイベントが過去1時間ない場合は、パートナーでイベントが検出され
たときにこのクラスタではパフォーマンスの問題は発生していません。

5. 選択したクラスタで過去1時間にイベントが検出された場合は、イベントの検出時刻を
ローカル クラスタのイベントの検出時刻と比較します。
これらのイベントにデータ処理コンポーネントの競合を引き起こしているBullyワーク
ロードが関係している場合は、これらのBullyワークロードが原因でローカル クラスタの
イベントが発生した可能性があります。イベントをクリックし、[イベントの詳細]ページ
で分析して推奨される解決方法を確認できます。
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これらのイベントにBullyワークロードが関係していない場合、ローカル クラスタのパ
フォーマンス イベントの原因はBullyワークロードではありません。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（107ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（137ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（110ページ）

QoSポリシー グループの調整が原因の動的なパフォーマンス イベントへの対処
Unified Managerを使用して、ワークロードのスループット（MBps）を調整しているサービ
ス品質（QoS）ポリシー グループが原因のパフォーマンス イベントを調査できます。この
調整によって、ポリシー グループ内のボリューム ワークロードの応答時間（レイテンシ）
が増大することがあります。イベント情報を使用して、ポリシー グループに新しい制限値
を設定して調整を停止する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [説明]で、調整の影響を受けたワークロードの名前を確認します。
注：調整の結果、あるワークロードは自身のVictimになるため、VictimとBullyに同じ
ワークロードが表示されることがあります。

3. テキスト エディタなどのアプリケーションを使用して、ボリュームの名前を記録します。
あとでボリューム名で検索できます。

4. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Bully ワー
クロード]を選択します。

5. グラフにカーソルを合わせると、ポリシー グループに影響を与えている上位のユーザ定
義ワークロードが表示されます。
偏差が最も大きく、調整の原因となったワークロードがリストの最上位に表示されます。
アクティビティは、ポリシー グループ制限に対して各ワークロードが使用している割合
です。

6. 上位のワークロードの[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに移動します。

7. [データ内訳の基準]を選択します。

8. [レイテンシ]の横のチェック ボックスをオンにして、レイテンシの内訳グラフをすべて
選択します。

9. [IOPS]で、[読み取り / 書き込み / その他]を選択します。

140 | ワークフロー ガイド - クラスタ パフォーマンス管理



10. [送信]をクリックします。
内訳グラフは[レイテンシ]グラフと[IOPS]グラフの下に表示されます。

11. [ポリシー グループの影響]グラフを[レイテンシ]グラフと比較して、イベント発生時に調
整の何パーセントがレイテンシに影響したかを確認します。
ポリシー グループの最大スループットが1秒あたり1,000op/secの場合、ポリシー グルー
プ内のワークロードの合計がこの値を超えることはできません。イベントの発生時、ポ
リシー グループ内のワークロードの合計スループットが1,200op/secを超えたため、ポリ
シー グループのアクティビティが1,000op/secに調整されました。[ポリシー グループの
影響]グラフからは合計レイテンシの10%が調整に起因していることがわかり、調整が原
因でイベントが発生したことを確認できます。

12. クラスタ コンポーネント別の合計レイテンシを示す[クラスタ コンポーネント]グラフを
確認します。
レイテンシが最も高いのはポリシー グループで、調整が原因でイベントが発生したこと
を確認できます。

13. [読み取り / 書き込みレイテンシ]グラフと[読み取り / 書き込み / その他]グラフを比較し
ます。
どちらのグラフでも、レイテンシが高い読み取り要求が多数ある一方で、書き込み要求
の数は少なくレイテンシも低くなっています。これらの値からは、レイテンシを増加さ
せた大量のスループットまたは処理の有無を判断できます。これらの値は、スループッ
トまたは処理数にポリシー グループの制限を設定するかどうかを決定する際に使用でき
ます。

14. ONTAP System Managerを使用して、ポリシー グループの現在の制限値を1,300op/secに増
やします。

15. 1日後、手順3で記録したワークロードの名前をUnified Managerで検索します。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されます。

16. [データ内訳の基準] > [IOPS]を選択します。

17. [送信]をクリックします。
[読み取り / 書き込み / その他]グラフが表示されます。

18. ページの下部で、ポリシー グループ制限の変更イベント アイコン（ ）にカーソルを
合わせます。

19. [読み取り / 書き込み / その他]グラフと[レイテンシ]グラフを比較します。
読み取り要求と書き込み要求の数は変わっていませんが、調整は停止し、レイテンシも
低下しています。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（113ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）
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動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（123ページ）

ディスク障害が原因の動的なパフォーマンス イベントへの対処
Unified Managerを使用して、アグリゲートを過剰に消費しているワークロードが原因のパ
フォーマンス イベントを調査できます。また、Unified Managerを使用してアグリゲートの健
全性を確認し、アグリゲートで検出された最近の健全性イベントがパフォーマンス イベン
トに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [説明]に表示されているイベントに関連するワークロードおよび競合状態のクラスタ コ
ンポーネントの説明を確認します。
競合状態のクラスタ コンポーネントによってレイテンシが影響を受けたVictimボリュー
ムが複数あります。障害ディスクをスペア ディスクと交換するためにRAIDの再構築を
実行中のアグリゲートが、競合状態のクラスタ コンポーネントです。[競合しているコン
ポーネント]の下にアグリゲート アイコンが赤で強調表示され、かっこ内にアグリゲート
の名前が表示されます。

3. [ワークロード利用率]グラフで、[Bully ワークロード]を選択します。

4. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のBullyワーク
ロードが表示されます。
イベントの検出以降、最大利用率が最も高い上位のワークロードがグラフの最上位に表
示されます。上位のワークロードの1つはシステム定義のワークロード「Disk Health」で
す。これはRAIDの再構築を示しています。再構築は、スペア ディスクを使用してアグリ
ゲートを再構築する内部プロセスです。Disk Healthワークロードとこのアグリゲートの
他のワークロードが組み合わされて、アグリゲートでの競合および関連するイベントを
引き起こした可能性があります。

5. Disk Healthワークロードのアクティビティがイベントの原因であることを確認したら、
再構築が完了し、Unified Managerがイベントを分析してアグリゲートが引き続き競合状
態にあるかを検出するまで約30分待ちます。

6. Unified Managerで、手順2で記録したイベントIDを検索します。
ディスク障害のイベントが[イベントの詳細]ページに表示されます。RAIDの再構築が完
了したら、[状態]が廃止になったことを確認します。これは、イベントが解決されたこと
を示します。

7. [ワークロード利用率]グラフで、[Bully ワークロード]を選択して、アグリゲートのワー
クロードを最大利用率順に表示します。

8. 上位のワークロードの[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに移動します。

9. [1 日]をクリックして、選択したボリュームの過去24時間（1日）のデータを表示します。
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[レイテンシ]グラフの赤のドット（ ）は、ディスク障害イベントが発生したタイミン
グを示しています。

10. [データ内訳の基準]を選択します。

11. [コンポーネント]で、[ディスク利用率]を選択します。

12. [送信]をクリックします。
[ディスク利用率]グラフには、選択したワークロードからターゲット アグリゲートの
ディスクへのすべての読み取り要求と書き込み要求のグラフが表示されます。

13. [ディスク利用率]グラフのデータを[レイテンシ]グラフのイベント発生時点のデータと
比較します。
[ディスク利用率]グラフでは、イベント発生時にRAIDの再構築プロセスが原因の多数の
読み取り/書き込みアクティビティが表示されており、これが選択したボリュームのレイ
テンシ増加につながりました。イベント発生の数時間後には、読み取り / 書き込みとレイ
テンシの両方が減少し、アグリゲートの競合状態は解消しました。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（25ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（123ページ）

HAテイクオーバーが原因の動的なパフォーマンス イベントへの対処
Unified Managerを使用して、高可用性（HA）ペアを構成するクラスタ ノードでの大量のデー
タ処理が原因のパフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified Managerを使用して
ノードの健全性を確認し、ノードで検出された最近の健全性イベントがパフォーマンス イ
ベントに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [説明]に表示されているイベントに関連するワークロードおよび競合状態のクラスタ コ
ンポーネントの説明を確認します。
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競合状態のクラスタ コンポーネントによってレイテンシが影響を受けたVictimボリュー
ムが1つあります。パートナー ノードからすべてのワークロードをテイクオーバーして
データを処理中のノードが、競合状態のクラスタ コンポーネントです。[競合しているコ
ンポーネント]の下に[データ処理]アイコンが赤で強調表示され、イベント発生時にデー
タを処理していたノードの名前がかっこ内に表示されます。

3. [説明]で、Victimボリュームの名前をクリックします。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されます。ページの下部の[イベント]

タイムラインで、変更イベントのアイコン（ ）はUnified ManagerがHAテイクオーバー
の開始を検出した時間を示しています。

4. HAテイクオーバーの変更イベントのアイコンにカーソルを合わせます。
Haテイクオーバーの詳細が[イベント]リスト テーブルに表示されます。[レイテンシ]グ
ラフに表示されたイベントから、HAテイクオーバーと同じタイミングで発生した高レイ
テンシが原因で、選択したボリュームでパフォーマンスしきい値が超えたことがわかり
ます。

5. [データ内訳の基準]を選択します。

6. [レイテンシ]で、[クラスタ コンポーネント]を選択します。

7. [送信]をクリックします。
[クラスタ コンポーネント]グラフが表示されます。このグラフには合計レイテンシのク
ラスタ コンポーネント別の内訳が表示されます。

8. ページの下部で、HAテイクオーバーの開始の変更イベント アイコンにマウス カーソル
を合わせます。

9. [クラスタ コンポーネント]グラフで、データ処理のレイテンシを[レイテンシ]グラフの合
計レイテンシと比較します。
HAテイクオーバーの実行時に、データ処理ノードでワークロード需要が増加したために
データ処理のレイテンシが急増しています。CPU利用率の増加によってレイテンシが増
加し、イベントがトリガーされました。

10. 障害が発生したノードを修復したあと、ONTAP System Managerを使用してHAギブバック
を実行します。ワークロードはパートナー ノードから修復されたノードに移動します。

11. HAギブバックが完了したら、Unified Managerで、手順2で記録したイベントIDを検索し
ます。
HAテイクオーバーによってトリガーされたイベントが[イベントの詳細]ページに表示さ
れます。イベントの状態は廃止に変わっており、イベントが解決されたことがわかりま
す。

12. [説明]で、Victimボリュームの名前をクリックします。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されます。ページ下部の[イベント]タ
イムラインで、変更イベントのアイコンが表示された場所がUnified ManagerがHAギブ
バックの完了を検出した時間です。

13. [データ内訳の基準]を選択します。

14. [レイテンシ]で、[クラスタ コンポーネント]を選択します。
[クラスタ コンポーネント]グラフが表示されます。

15. ページの下部で、HAギブバックの変更イベントのアイコンにカーソルを合わせます。
変更イベントが[イベント]リスト テーブルで強調表示され、HAギブバックが正常に完了
したことを示します。

144 | ワークフロー ガイド - クラスタ パフォーマンス管理



16. [クラスタ コンポーネント]グラフで、データ処理のレイテンシを[レイテンシ]グラフの合
計レイテンシと比較します。
データ処理コンポーネントでのレイテンシが低下し、その結果合計レイテンシも低下し
ています。選択したボリュームが現在データ処理に使用しているノードでイベントが解
決されました。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（105ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（25ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（112ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（115ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（128ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（134ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（135ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（136ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（123ページ）
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Unified Managerサーバと外部データ プロバイダ間
の接続の設定

Unified Managerサーバと外部データ プロバイダを接続すると、クラスタのパフォーマンス
データを外部サーバに送信できるので、ストレージ管理者は他社製ソフトウェアを使用して
パフォーマンス指標をグラフ化できるようになります。
Unified Managerサーバと外部データ プロバイダ間の接続を確立するには、メンテナンス コ
ンソールの[External Data Provider]メニュー オプションを使用します。

外部サーバに送信可能なパフォーマンス データ
Unified Managerは、監視対象のすべてのクラスからさまざまなパフォーマンス データを収集
します。収集されたデータのうち、特定のデータ グループを外部サーバに送信することが
できます。
グラフ化するパフォーマンス データに応じて、次のいずれかの統計グループを選択して送
信できます。

統計グループ 含まれるデータ 詳細
Performance
Monitor

以下のオブジェクトのパ
フォーマンスに関する総合的
な統計データ。
• LUN
• ボリューム

このグループは、監視対象の全クラ
スタ内のすべてのLUNとボリューム
の合計IOPS / レイテンシを提供しま
す。
提供する統計データが最も少ないグ
ループです。

Resource Utilization 以下のオブジェクトのリソー
ス利用率の統計データ。
• ノード
• アグリゲート

このグループは、監視対象の全クラ
スタのノードおよびアグリゲートの
物理リソースの利用率に関する統計
データを提供します。
また、[Performance Monitor]グループ
で収集された統計データも提供しま
す。

Drill Down 以下の全追跡対象オブジェク
トの読み取り / 書き込み、お
よびプロトコルごとの詳細な
統計データ。
• ノード
• アグリゲート
• LUN
• ボリューム
• ディスク
• LIF
• ポート / NIC

このグループは、監視対象の全クラ
スタで追跡される7つのオブジェク
ト タイプのすべてについて、読み取
り / 書き込みおよびプロトコルごと
の内訳データを提供します。
また、[Performance Monitor]グループ
と[Resource Utilization]グループで収
集された統計データも提供します。
提供する統計データが最も多いグ
ループです。

重要：ストレージ システムのクラスタまたはクラスタ オブジェクトの名前が変更された
場合は、新旧両方のオブジェクトのパフォーマンス データが外部サーバ（「metric_path」）
に送信されます。2つのオブジェクトが同じオブジェクトとして関連付けられることはあ
りません。たとえば、あるボリュームの名前を「volume1_acct」から「acct_vol1」に変更
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した場合は、古いボリュームの古いパフォーマンス データと、新しいボリュームの新し
いパフォーマンス データが表示されます。

外部データ プロバイダに送信可能なすべてのパフォーマンス カウンタの一覧については、
ナレッジ ベースの記事30096を参照してください。
KB 30096 - Performance counters that can be exported to an External Data Provider

Unified Managerからパフォーマンス データを受信するための
Graphiteの設定

Graphiteは、コンピュータ システムからパフォーマンス データを収集してグラフ化するオー
プン ソフトウェア ツールです。Unified Managerから統計データを受信するには、Graphite
サーバとソフトウェアを適切に設定する必要があります。
ネットアップが、特定のバージョンのGraphiteまたはその他の他社製ツールをテストまたは
検証することはありません。
インストール手順に従ってGraphiteをインストールしたら、Unified Managerから統計データ
を受信できるようにするために、次の変更を加える必要があります。

• /opt/graphite/conf/carbon.confファイルで、Graphiteサーバで1分間に作成可能な
ファイルの最大数を200に設定します（MAX_CREATES_PER_MINUTE = 200）。
構成内のクラスタ数や送信することを選択した統計オブジェクトによっては、最初に何
千もの新しいファイルの作成が必要になる場合があります。そのため、1分あたりの作成
ファイル数が200の設定でも、最初の指標ファイルをすべて作成するのに15分以上かかる
ことがあります。指標ファイルがすべて作成されれば、このパラメータは以降関係あり
ません。

• 導入したサーバでIPv6アドレスを使用してGraphiteを実行している場合は、/opt/

graphite/conf/carbon.confファイルのLINE_RECEIVER_INTERFACEの値を「0.0.0.0」
から「::」に変更する必要があります（LINE_RECEIVER_INTERFACE = ::）。

• /opt/graphite/conf/storage-schemas.confファイルで、retentionsパラメータを使
用して、頻度を5分、保持期間を環境に適した日数に設定する必要があります。
保持期間は環境で許容される範囲であればいくらでも長く設定できますが、頻度は最低1
つの保持設定で5分に設定する必要があります。次の例では、patternパラメータを使用
してUnified Manager用のセクションを定義し、最初の頻度を5分、保持期間を100日に設
定しています。
[OPM]

pattern = ^netapp-performance\..*

retentions = 5m:100d

注：デフォルトのベンダー タグを「netapp-performance」から変更した場合は、その変
更をpatternパラメータでもそのタグを指定する必要があります。

重要：Unified Managerサーバがパフォーマンス データを送信する際にGraphiteサーバが使
用できないとデータは送信されず、その間のデータは収集されません。
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Unified Managerサーバから外部データ プロバイダへの接続の
設定

Unified Managerから外部サーバにクラスタのパフォーマンス データを送信できます。送信
する統計データの種類およびデータの送信頻度を指定できます。

開始する前に

• Unified Managerサーバのメンテナンス コンソールへのログインが許可されているユーザ
IDが必要です。

• 外部データ プロバイダに関する次の情報を用意しておく必要があります。

◦ サーバの名前またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）

◦ サーバのデフォルト ポート（デフォルトポート2003を使用していない場合）

• Unified Managerサーバから統計データを受信できるようにリモート サーバと他社製ソフ
トウェアを設定しておく必要があります。

• 送信する統計データ グループを確定しておく必要があります。

◦ PERFORMANCE_INDICATOR：パフォーマンス モニタの統計データ

◦ RESOURCE_UTILIZATION：リソース利用率とパフォーマンス モニタの統計データ

◦ DRILL_DOWN：すべての統計データ

• 統計データの送信間隔（5分、10分、15分）を確定しておく必要があります。
デフォルトでは、Unified Managerは5分間隔で統計データを収集します。送信間隔を10分
（または15分）に設定すると、1回に送信されるデータ量が、デフォルトの送信間隔（5
分）で送信する場合の2倍（または3倍）になります。
注：Unified Managerのパフォーマンス収集間隔を10分または15分に変更した場合は、送
信間隔もUnified Managerの収集間隔以上に変更する必要があります。

タスク概要

1台のUnified Managerサーバと1台の外部データ プロバイダ サーバの間に接続を設定できま
す。

手順

1. Unified Managerサーバのメンテナンス コンソールに、メンテナンス ユーザとしてログイ
ンします。
Unified Managerのメンテナンス コンソールにプロンプトが表示されます。

2. メンテナンス コンソールで、[External Data Provider]メニュー オプションの番号を入力
します。
[External Server Connection]メニューが表示されます。

3. [Add/Modify Server Connection]メニュー オプションの番号を入力します。
現在のサーバ接続情報が表示されます。

4. プロンプトが表示されたら、yと入力します。
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5. プロンプトが表示されたら、接続先のサーバのIPアドレスまたは名前、サーバのポート
情報を入力します（デフォルト ポート2003と異なる場合）。

6. プロンプトが表示されたら、yと入力して入力した情報が正しいことを確定します。

7. いずれかのキーを押して[External Server Connection]メニューに戻ります。

8. [Modify Server Configuration]メニュー オプションの番号を入力します。
現在のサーバ設定情報が表示されます。

9. プロンプトが表示されたら、yと入力します。

10. プロンプトが表示されたら、送信する統計データの種類、統計データの送信間隔を入力
し、統計データの送信を今すぐに有効にするかどうかを指定します。

プロンプト 入力する内容

Statistics group ID 0 - PERFORMANCE_INDICATOR（デフォルト）
1 - RESOURCE_UTILIZATION

2 - DRILL_DOWN

Vendor tag 統計データの保存先となる外部サーバ上のフォルダ名 デフォルト
は「netapp-performance」ですが、別の名前を入力できます。
フォルダ構造を指定するには、ピリオドを使用します。たとえば、
stats.performance.netappと入力すると、統計データはstats
> performance > netappに保存されます。

Transmit interval 5（デフォルト）、10、または15（分）

Enable/disable 0 - 無効

1 - 有効（デフォルト）

11. プロンプトが表示されたら、yと入力して入力した情報が正しいことを確定します。

12. いずれかのキーを押して[External Server Connection]メニューに戻ります。

13. xと入力してメンテナンス コンソールを終了します。

タスクの結果

接続設定が完了すると、選択したパフォーマンス データが指定したサーバに指定した送信
間隔で送信されます。送信された指標が外部ツールに表示されるまでに数分かかります。
新しい指標を表示するには、ブラウザの表示の更新が必要になる場合があります。

関連タスク

パフォーマンス統計データの収集間隔の変更（47ページ）
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